
        
            
                
            
        

    















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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１．完璧美少女と屋上の出会い












　突然だが、俺の学校の同級生である三みつ峰みね彩いろ葉はは神に愛された少女である。

　容姿端麗、頭脳明めい晰せき、運動神経抜群、おまけに人当たりが良く性格までいい。一体どこの漫画の主人公だろうか。

　そんな彼女が人気者にならないわけがなく、ミスコン優勝をきっかけに隣の学校にまでファンクラブが出来たと聞いた。その話を聞いたときに素直に納得したのは、ファンクラブの一つや二つ、あってもおかしくないと思うほどのカリスマ性が彼女にあったからだろう。

　有名なことわざの一つに『天は二物を与えず』というものがあるが、神から三物も四物も詰め合わせパックで与えられたような、それこそまさに神に愛されているとしか言いようがないような、沢山の才能を持ち、輝かしい未来を約束された特別な少女。

　────その、三峰彩葉が今、俺の目の前で自殺を図ろうとしている。







「…………君、誰？」

　月曜日。三時間目の授業をサボって抜け出した、快晴の屋上。その屋上の縁に、息を吞のむほど美しい少女が立っていた。日に照らされて少し茶色に靡なびく長い髪。キッチリ着込んだ制服。端整な横顔。真っ白なヘッドホン。

　そして、あるようでないような低さの柵の前にキッチリそろえられた靴。

　誰がどう見ても自殺しようとしていると分かるようなこの状況の中、その当事者である彼女は、いつもの笑顔はどこへいったのか、と思わず聞きたくなるような無表情のまま、空気に溶けそうな声で呟つぶやいた。

　ちょうど風が止やんだせいなのか、この緊急事態に頭が冴さえ渡っているせいでそう聞こえたのか。少し距離があるにも拘かかわらず、女子にしては少し低めの声がはっきりと聞こえる。

「いや、その、こんなところで何してるんだ？」

「何って、見たら分かるでしょ？　自殺するの」

　三峰は、動揺しまくって質問に答えるどころか質問返しをした俺に、無表情のまま口を開いた。

　やはり城しろ崎さき高校の『完璧美少女』のあだ名は伊達だてではない。こんなときにも拘わらず、青空にサラサラと靡く髪があまりに美しくて、そのまま息をするのも忘れそうになって、頭が真っ白になる。

　しかし、その様子がどうにも泣き出しそうに見えたから、その声が震えているように聞こえたから、俺は必死に暴れ出しそうな思考を抑えて頭を働かせた。

「もしかして、君も、」

　三峰が躊躇ためらいがちに言葉をこぼす。吐き出した言葉は最後まで発せられることなく消えていったが、その言葉に続くはずだったのは何だろうか。

　────君も自殺しに来たの、だろうか。

　その表情には先程の無表情とは違って、ほんの少しの怯おびえや恐れが見えた。もしかすると三峰も、強がっているだけで相当動揺しているのかもしれない。

　ようやく脳が現状を理解したのか、脚に力が入らなくなって途端に震え始める。

　怖い。怖くてたまらない。

　それでも、彼女をここで死なせるわけにはいかない。

　俺は自分の足の親指をもう片方の足のかかとで強く踏みつけ、呼吸を整えてから覚悟を決めた。さっきの様子ならまだ、自殺を阻止するチャンスがあるかもしれない。俺はそう考えて、ヘラリ、と底抜けに明るい表情を浮かべながら三峰の方とは反対側へ歩き出した。

「あーー、そっかそっか。そうだよな、ごめん！」

「…………へ？」

「マジで申し訳ないんだけど、俺はただここにサボりに来ただけなんだよな。ここ、めっちゃ良くないか？　人は来ないし、静かだし。実は俺のお気に入りの昼寝場所でさー？」

　俺は何も考えていなさそうにそう言って、屋上についている小さな屋根の下に隠しておいた枕を引っ張り出す。それから三峰の方をチラリと見ると、三峰は呆あっ気けに取られたようなポカンとした顔でコチラを見つめていた。

　よし。この方法で興味を引けるなら、本当にいけるかも、いけてしまうかもしれない。

「な、なんでそのまま寝ようとしてるの!?　ここに死のうとしてる人がいるのに、もっと他にかける言葉とかないの!?」

　釣れた！

「えーっと、あの、ん──……。あ！　あと五分ぐらいあったらめちゃくちゃ気の利きいた言葉が出てくると思うから、あと五分貰もらってもいい？」

「よくないよ!?　全然よくない！　そんな必死に絞り出そうとしないでくれない!?　こっちは冗談とかじゃなくて、本当に真剣に話してるの!!」

「いや、そんなこと言われても……」

　そんなことを言われても、鈍感ＫＹなフリをして気を引く以外、何も思いつかなかったんだから仕方ないだろ。

　飲み込んだその言葉の代わりに、動いたことのない速度で心臓がバクバクと音を立てている。もっと頭を働かせたいのに、その音が邪魔をして思考回路がショートしそうだ。

（……っよし！）

　俺は必死にその動揺を胸の奥に押し込んで、なんでもない顔をして彼女に向き直った。

「いや、別に俺達初対面だし。死なないで、とか必死に言われても鬱陶しいだけだろ。だって、そんな奴やつに言われた言葉なんて価値ゼロじゃん」

「それは確かに鬱陶しいけど、君はどう考えても冷めすぎでしょ。なんで死ぬ前にこんな奴に会っちゃったかなぁ……」

　後悔するようにそう呟いた三峰は、さて昼寝をしようとばかりに枕を足元に置いた俺をジロリと睨みつけた。軽蔑するような冷たい視線に胸が痛む。

「待って。ごめん。今、かなり理解が追いついてない。君、なんでそのまま昼寝しようとしてるの!?」

「なんでって、あの、俺、ここには昼寝するためにサボりに来てるので……」

「そこは流石さすがに空気読みなよ!?　わたし、私っ、本気なんだから!!　本気で、ここから飛び降りるつもりなんだからっ……!!」

　感情が前面に出た顔で叫ぶ三峰。初めて見たその様子から、どれだけ真剣に自殺を決めていたのかが分かる。毎朝見つめ続けてきたから、分かってしまう。

　それでも、これがただの我わが儘ままだとしても、三峰を死なせるわけにはいかないから。

「空気は読むものじゃなくて吸うものだろ。無色透明な空気なんて読めてたまるか!!」

　俺は胸一杯に息を吸いこんで、俺の座右の銘を喉の奥から勢いよく吐き出した。

「てか、三峰が死ぬのやめたらいいじゃん。こっちの方こそ、お気に入りの場所で死なれたくないんだけど。そんなことになったら絶対本気で封鎖されるだろうが！」

「……君、人の心を何処どこかに置いてきたんでしょ。言ってること最低だよ」

「最低で結構ですね！　さっき言ったけど、初対面の人間からの言葉なんて価値ゼロなので！」

「うぅっ……変に説得力あるところがムカつくぅ……!!　ふ、普通は『なんで死にたいんだー』とか、『悩みがあるなら聞いてやるー』、とか言うものじゃないの？」

　そう言って泣きそうになりながらも自嘲するように笑った三峰からは、そんなものは全く求めていないという言外のメッセージがひしひしと伝わってくる。

　だから俺は、そこには触れていかない。

「別に、人が死にたい理由なんて自分だけ分かってればそれでいいだろ。明確な理由がないと死んだらいけないなんてルールはないし。それに、劇的な何かがなくてもなんとなく死にたいときだってあるだろうしさ。……まぁ、もし劇的な何かがあったんなら聞いてやるけど」

「……急に真面目トーンじゃん。いやまぁ、そうではないからいいんだけど。ただ、ほんの少し疲れちゃっただけで」

「ふーん。人気者ってのも大変なんだな」

　その、一気に落ちた言葉のトーンにダメージを受けて、思わず口からこぼれた俺の言葉に、三峰は「やっぱりね」とでも言いたげに肩をすくめる。

「人気者だからってだけでさ、すぐに幸福と結びつけてくるのっておかしいと思わない？　そもそも人気者側だって、人気者になりたいと思ってなったわけじゃないかもしれないじゃん」

「…………まぁ言われてみれば確かにそうかもな。でもきっと、幸せそうに見えるんだろ。人より凄すごい成績とか外見とかの眩まぶしさに目が眩くらんで、その本人がどんな顔してるかに気づけないんだと思うけど」

　今朝の俺がそうだったみたいに、とは口にしなかった。言ってしまったら、きっと三峰はそのまま一歩前に踏み出してしまう気がしたから。

「……そっか。そう、なのかも」

　俺の内心に気づくことなく、口の中で確かめるように呟いた三峰は、ほんの少しだけ驚いたような顔をした後、とびっきり嬉うれしそうに笑った。

「君、面白い考え方してるね。もう死ぬからどうでもいいと思ってこの話久しぶりにしたけど、そこまで分かってくれる人初めて見たかも」

「お、じゃあもう少し話してもいいけど？」

「それはいい。もう死ぬから」

「……そうか」

「君ともう少し話したいぐらいじゃ、私の覚悟は揺らがないからね。だってほら、初対面な君の言葉なんて価値ゼロなんだから」

　嘲るようにそう言って、クスクスと笑う三峰は今から死ぬ人間だとはとても思えなくて違和感を感じる。

　だってもし、俺が少しでもここに来るのが遅かったとしたら、三峰は死体で、俺は今頃第一発見者だ。もしかしたら死んでいたかもしれない人間と話していると思うと何だか実感が湧かずに、ゾクゾクしたような、ふわふわしたような、よく分からない感覚がする。

　そんなことを考えながら屋上に寝転がった俺は、目を瞑つぶって寝たふりをして、未いまだドクドクと鳴る心臓の音を聞きながら必死にパニックになりかけた頭を働かせた。

　落ち着け。俺までパニックになるな。

　あぁ、正直に言おう。怖い。怖いよ。

　今まで生きてきて、自殺（未遂）現場なんて一度も見たことがないんだから、怖いに決まってるだろ。しかもそれが、死のうとしているのが、よりにもよって三峰彩葉だったものだから、尚なお更さら頭がパニックになって、どうしようもない焦あせりがじんわりと身体からだ中に広がっていく。

　どうしたらいいかも分からないし、自殺をやめて欲しい理由なんて俺の我儘でしかないし、彼女とは親しいわけでもない。

　ただ、利用している駅が一緒で。たまたまいつも俺の前に立って電車を待っていて。白いヘッドホンをつけてどこか遠くを見つめているのを、後ろから一方的に見つめていただけだ。憧れていただけだったんだ。

　それでも、彼女をこのまま死なせるわけにはいかない。だって、彼女は俺とは違う。

　どうしようもない俺は、こんなに心地の良い日にも拘わらず、また一週間が始まることへの憂鬱さの方が勝っていて、サボり常連だった先輩から教えてもらった方法で保健室の窓から抜け出して、屋上でサボることが習慣になっていて。

　少し無理をして入ったこの学校では勉強についていくのが苦しくて、家から遠い学校まで電車で通うことが少ししんどくて、煩わしい人間関係が少し面倒くさくて。そんな少しの積み重ねが、意味のない自殺願望を加速させて何もかもどうでもよくなっていく。

　本当に死にたいわけではないけど、この先どうしたいかなんて分からないし、学校に行くのには結構疲れている。ただそれだけで『生きるのに向いてない』なんて思って、平然とした顔で「死にたい」と言って、ＳＮＳに愚痴を呟く。

　これで、あっという間に「ダルい」と「眠い」が口癖の量産型男子高校生の完成だ。

　みんなこんなこと思って生きてんのかな。そうなんだろうな。毎日痛いほど感じるこの気持ちすら、世界でただ一人俺だけの特別な感情ではないのだろう。

　そんなことは、つまらない日常の中でとっくに気づいているのだけれど。気づいているからこそ、余計にどうしようもないなんて思っては、また屋上へサボりに来てしまう。

　そんな毎日の中で、しゃんと背筋を伸ばして電車を待つ彼女を見つめることが楽しみだった。それを本人が好ましいと思っていようがいなかろうが、俺の唯一の非日常なんだ。

　大おお袈げ裟さに言うなら、生きる希望の一つだったと言っていいだろう。毎日を無為に生きている、何処にでもいそうな俺の特別だった。

　そんな俺が、完全に偶然だとはいえ、奇跡的に間に合ったんだ。彼女を引き留めるチャンスを得られたんだ。だったら、このまま見過ごしていいわけがないだろ。

　これまで俺の人生にあまり良いことがなかったのは、ここで三峰に出会うためだった。

　そう錯覚してしまうほど、この偶然が運命に思えた。

　もしこのまま三峰を死なせてしまったら、俺は絶対に一生後悔する。

　あぁ、それに。沢山の御託を並べたけれど、結局はこの一言なのだ。

　────自分だってよく死にたいと口にするのに。三峰に「死にたい」と言われると、何故なぜだか怖くてたまらない。

　死なないでくれと、めちゃくちゃに叫びたい。あと少しだけでもいいから生きてくれと、考え直してくれと言いたい。

　しかし、初対面の俺からの言葉なんて何一つ彼女に響くわけがないだろう。

　それこそ、赤の他人である俺にいくら「死なないで」と言われても価値なんてないのだ。というか、もし親友や親に言われたとしても無責任な言葉になるのだから、自殺を止めるどころか、むしろ追い詰めてしまうかもしれない。

　いくら引き留められたって、結局その人生を生きていくのは自分自身なのだから。

　その後も生きたとして、誰が責任を取ってくれるというのだ。誰も取ってはくれないだろう。それならいっそ、その瞬間に死ぬ方が苦痛は少ない。そんなことは、重さは違えど『死にたい』と一度は考えたことのある俺でも分かる。

　そもそも彼女の言う通り、俺が少し引き留めたところでやめるぐらいなら自殺なんてするはずがないのだ。だからこそ、その決意を覆くつがえすほどの言葉を言うしかない。

　その理由にも傷にも触れずに、自殺をやめさせる。

　そんな方法なんて、バカな俺にはたった一つしか思いつかなかったから、その場で勢いよく立ち上がって、風に負けないような大声で叫ぶことにした。

「なぁ。実は俺、学校抜け出して海行くの夢なんだけどさ。どうせ死ぬなら、今から一緒に行ってみようぜ！」

「…………は？」

「いやだって、どうせ死ぬなら俺に付き合って徳を積んでから死んだ方が良くないか？　俺は女子と学校を抜け出して海を見に行く夢を叶かなえられる。お前は死ぬ前に徳が積める。ＷｉｎＷｉｎだろ」

「……別に、徳なんて今まで死ぬほど積んできたからもう積み足りてるんだけど」

「本当にそう言い切れるのか？　あと少し足りなくて地獄に落ちた後で後悔しても知らないけどな!!」

　────そう、脅すのだ。

　俺の存在が自殺をやめさせる理由にならない以上、三峰に自分自身のために自殺をやめてもらうしかない。

　最初は訳が分からないとでも言うように眉をひそめていた三峰だったが、ようやく俺の言いたいことを理解してきたらしく、その綺き麗れいな顔が不機嫌そうな表情へと変わっていく。

「それに、今日一日付き合ってくれたらお前が自殺するのを邪魔しないし、誰にも口外しないって約束するけど」

「っ、そんなの、今すぐ私がここから飛び降りればっ！」

「あーあーー、やめてくださーい!!　俺の右手を見てくださーーい!!」

　三峰は俺を睨にらみつけながら視線を右手に向けた。視線の先には、音楽でも流そうかと思って持ってきたスマホがある。

「もし今すぐ飛び降りたとしたら、俺はすぐに一一九を押す。そしたら即死じゃない限り助かっちゃうかもしれないなぁ！」

「…………ぅう」

「いやよく考えてみろって。ワンチャンで一命を取り留める方が嫌じゃないか、人気者のお前なら余計にさ」

「〜〜っ脅すとか卑ひ怯きょうじゃない!?　クズ！　最低！　卑怯者!!」

「はーー、卑怯でもクズでも結構ですが??　こっちは長年の夢を叶えるために必死なんだよ！　千載一遇のチャンスなんだよ！　なぁ、お願いだって！　哀れな男子高校生を助けると思って!!　な!?」

　それから俺は土下座をした。それはもう見事な土下座だったことだろう。

　足の震えが限界を迎えたせいで倒れ込みそうだったことを誤魔化したとは、おそらく誰も思うまい。

　頷うなずいてくれ。

　あと一〇〇年生きろとは言わない。一日でいい。

　とりあえず明日も生きてくれ。

　生きてください。お願いします。お願いだから。

　言葉にならない祈りを心の中で唱え続ける。

　どれだけ耳を済ましても、ザアザアという風の音と、ドクドクとうるさく響く心臓の音しか聞こえない。

　俺が頭を下げているうちに死んでしまっていないだろうか。

　そんな不安だけが頭を過よぎる。

　その、永遠のような時間が怖くて、でも確認しないといけないから。

　俺は必死に祈りながら顔を上げた。




「────────ッ」




　青い空。白い雲。

　そして、息を吞むほどの美少女。

「あーもう！　土下座やめてよ、必死すぎ!!」

　俺の目の前には、そう言って悔しそうに手を差し出す三峰彩葉が立っていた。

　死なないで、くれた。

「……まぁどうせ死ぬことは変わらないし、仕方ないから一緒に行ってあげる。その代わり、私が自殺しようとしたことは絶対誰にも連絡しないのが条件だからね！」

「ッ了解！　ありがとな、楽しい旅にしような!!」

　俺はそう言ってから、必死に口角を上げて三峰の手を取った。

　そのとき、確かに摑つかんだ三峰の手は、思わず離しそうになってしまうほど冷たかった。







「……案外簡単に学校って抜け出せちゃうんだね」

「まぁ、その気になれば人間なんでも出来るってことだな！」

　満面の笑みでサムズアップをした俺とは対照的に、唇を尖とがらせて不満げな表か情おを浮かべている三峰。それでもなんだかんだと言いつつ、見事に学校を抜け出してついて来てくれたところから考えると、最後まで付き合ってくれるつもりはあるらしい。

　その実情は、死ぬのが本当は怖かったからなのか。それとも、俺に邪魔されたことで今日自殺することに諦めがついたのか。

　整った横顔を見つめながらそんなことを考えていると、三峰の首が急にこちらの方を向いた。その突然の挙動に、心臓がドクリと跳ねる。

「……鍵」

「え？」

「っだから、預けた鍵！　返して!!」

　鍵。

　彼女の言う鍵とは勿もち論ろん、屋上の鍵のことである。

　予あらかじめ早退する手続きをしていたらしい三峰と違い、俺は保健室からのサボりルートだったので、一度保健室へ戻ることになったのだ。

　そしてその際、俺が戻ってくるまでの間に三峰が自殺してしまうことがないように、屋上の鍵を預かったのである。

「はい、どーぞ」

「…………え」

「なんでそんな驚いた顔してんの」

「……そんな顔、してないけど？」

　そう言ってから、俺の手に載せてあった鍵を恐る恐る手にした三峰は、大切そうに制服の内ポケットの中に隠した。

　どうも、俺がここまでアッサリと鍵を返すことはないと思っていたらしい。

　それはそうだろう。本当のことを言うと、俺だって鍵を返したくはなかった。

　それでも、ここで鍵を取り上げたとしたら、せっかくほんの少し得たかもしれない三峰からの『信頼』を失ってしまうことになる。

　それに、このまま屋上から飛び降り自殺をしようと考えていてくれる方が都合が良い。別の場所で、俺が行けないところで、知らない間に自殺されてしまうよりは。

「……ありがと」

　小さく、隣から声が聞こえた。この感謝には何の意味があるのだろうか。そんなことを考えているうちに、返事をするにはあまりにも時間が経たってしまったので聞こえなかったことにした。

　ただ、これ以上考えたら窒息しそうだったから、ボーッと、窓の外の景色が移り変わっていくのを眺めることにする。

（外、めっちゃ天気いいな）

　初めて乗った、少し遠くの海へと向かう電車は、何もかもが新鮮に見えてしまう。県内とはいえ、知っている景色が一つもない風景を眺めていると少し息がしやすくなったような気がした。

　狭い世界が、半径五センチ以下だった世界が、ほんの少し広がったような気がして。

「なんか、静かだね」

　ほぼ俺達しかいない車内に、呟くような三峰の声が響いた。

「人、全然いないし。ゴチャゴチャうるさい電車しか知らないから、ちょっとワクワクする」

「そりゃ平日の昼間だからな。学生諸君はみんな授業中だろ」

「それもそっか。……なんか今、急に悪いことしてるような気持ちになっちゃったんだけど」

「うわ、流石優等生だな」

「…………別に、優等生なんかじゃないし。これが普通で、そんな飄ひょう々ひょうとしてる君の方がおかしいんだし」

「いや、絶対に俺の方が普通だって。三峰ってマジで真面目なんだな。別にそんなこと思わずに、ワクワクしたままいればいいじゃん。なんか遠足みたいーってさ。……もう死ぬなら誰に怒られることもないんだし」

「ッ、そんな風に思えない人も中にはいるの！　みんな君みたいにフワフワ生きてないんだから!!　いいですね！　流石、サボり慣れてる人は違いますね!!」

　本気で学校を抜け出したのは初めてなんだけどな、とは言わなかった。

　俺の言葉に、もう知らない、とでも言うように顔を背けた三峰は、朝の駅や学校で見る三峰と姿は同じなのに全然違うように見える。

　俺の知っている『三峰彩葉』は、こんな風に声を荒げるような子ではなかったはずだ。こんなにコロコロと、表情を変えることはなかったはずだ。

　だから余計に、本当の三峰彩葉が知りたくなる。

　勝手に偶像化していた完璧な三峰じゃなくて、俺と同じように自殺したがるほど悩みを抱えている三峰のことが。

　だってきっと、そんな彼女の様子を知っているのは俺だけだ。少し話しただけでも分かるほど完璧主義で真面目な三峰のことだから、この特殊な状況じゃないと素を見せることなんてないだろう。

（なんか、嬉しいな）

　こんなときに不謹慎な話だが、完璧な彼女の隠していた一面を俺だけが知っていると思うと自然と口角が上がってしまった。

「ねぇ、」

　不機嫌そうな三峰は、俺に何か話しかけようとして、すぐに言葉を止めた。それから少し迷うように視線を彷徨さまよわせた後、もう一度俺の方を向く。

「…………君の名前、なんていうの？　呼べないと不便なんだけど。多分同じ学年だよね？」

「同じ学年だよ。高二。まぁ、俺はそんなに目立つ方でもないし、三峰と違って文系だしな」

「ふーん、そっか。……てかさっきから思ってたけど、やっぱり私のこと知ってたんだ」

「まぁそりゃ三峰は有名人だし。俺のことは適当に少年Ａとかって呼んでくれたらいいよ。もう死ぬ人間に名前教えたって意味ないだろ」

　そう言った瞬間。三峰は、ひどく驚いたような、傷ついたような顔をした。

「……っそっか。でも、少年Ａだと犯罪感あって嫌だから、Ａくんって呼ぶことにするね」

「あぁ」

　俺は小さく頷いて窓の外を見た。目まぐるしく変わる景色はやはり新鮮で、この息苦しさを少し忘れさせてくれる。

　隣の三峰も窓の外を見ているようだった。その綺麗な横顔にいつものように見み惚とれかけて────

「なぁ、三峰は行きたい場所とかないの？」

　今までのように、ただそうしているだけでは三峰を現世に繫つなぎとめられないのだと、必死に頭を働かせた。

「急に何。今日死ぬ人間にそんなこと聞いて何の意味があるの」

　これは、もしかすると先程の仕返しなのだろうか。三峰はニヤリと笑って、俺をしてやったりといった顔で見ている。

「……さっきは悪かったよ。ただ、このまま黙ってるのも暇だろ？」

「まぁ、確かに」

「じゃあそうだな、海にまつわるものしりとりでもしようぜ。負けた方が飲み物奢おごりな」

「……仕方ないな。じゃあ、海からスタートね。『水』」

「いきなり『ず』!?　やる気なさそうなわりに本気で勝ち狙いに来てるだろ!?　ず、ずー、『ズワイガニ』！」

「『に』ね。に、に、『煮干し』」

「干されてるから海とは関係なくないか？」

「うるさいな、『し』!!」

「し、し、し……」

　結局思いつきで始めたしりとりは、電車から降りても続き。ダラダラと、でも本気でしりとりをしながら歩いているうちに、俺達は目的地である海に到着していた。

「さ、さ、さ……？　……『さば』！」

「また『ば』かよ!?　『ば』から始まる魚なんてそうそう……あっ！　見ろよ三峰、海が見えたぞ!!」

「本当だ！　海……にしてはなんか思ってたのと違うような……」

「そりゃ漫画みたいに綺麗な海が都合よく近くにあるわけないだろ。そもそも、そんなに綺麗で観光地になるような海なら今までにも来てたって」

　俺の夢も希望もない言葉に、三峰は「ふふ」と声を漏らしながら笑って頷いた。

「せっかくなら透き通る綺麗な海を見たかったところだけど、それは言えてる。逆に私達にはピッタリかもね」

　俺は、自嘲気味にそう言った三峰から少し距離をとる。

　何が私達にはピッタリだ。

　どう考えても、こんなに静かで寂れた海は、三峰には似合わないだろうが。

「えーと、三峰さんと一緒にされたくないのですが……。俺には透き通るハワイの海が似合うので」

「ごめん、今すごく殴りたい気分」

「ひぇ……」

　そんな想おもいを隠して戯たわ言ごとを口にすると、三峰はそう言って俺の背中に一撃を入れた。予想外に重い一撃に、「ひゅう！　流石の一撃ぃ!!」と叫んだら、今度はお腹なかの方にもう一撃入れられた。暴力への躊ちゅう躇ちょがなさすぎて泣きそうだ。

　それなのに、その暴力すら嬉しいと思ってしまった俺はどうかしている。

　そんなことを思いながら三峰を非難がましい涙目で見つめると、彼女は俺の視線を受け流して冷めた目で俺を見ていた。

「で、着いたけど。ここで何するつもり？」

　俺は、三峰の見透かすような視線から逃れるように、不味まずい、と視線を彷徨わせる。

　学校を抜け出して海に行ってみたかった、というのは本当だ。だが、とりあえず『海』という非日常へ逃避したかっただけで、そこで何かやりたいことがあるわけではなかったのだ。そもそもが行き当たりばったりの作戦だったため、三峰を海に連れ出した、その先まで考えているはずがない。

　どう考えても大ピンチである。

　そして、焦った俺は三峰の懐疑的な視線から逃れるように、必死にそのとき目についた看板の文字を読み上げた。

「……真珠取り出し体験、出来ますってよ」

「は？」

　三峰は怪け訝げんな顔で俺の方を見ている。

　そりゃあそうだろう。俺だって、この海で真珠が取れることすら知らなければ、真珠取り出し体験をやろうと思ったこともない。勿論やったこともない。

　しかし、これは三峰の自殺を少しでも引き延ばす紛れもないチャンスになる。俺は、さもこれが目的だったとでも言うように言葉を重ねた。

「やっぱ海に来たからには定番だよな。真珠取り出し体験はさ」

「何処基準の海の話してんの？　そんなのやってる海の方がレアケースでしょ……」

「えーー！　もしかして三峰やったことないの!?　それは絶対人生損しすぎてるわ。あれ、めちゃくちゃ楽しいのに！」

「…………はぁ？」

「あれを一回も体験しないで死ぬのは流石に可哀かわい想そうすぎるわ。涙出ちゃうわ。はー、マジであのとき死ななくて良かったな！」

「絶対ウソでしょ。どこからどう考えてもウソじゃん。楽しくないって」

「はーー？　ウソじゃないです〜〜。そんな風に決めつけなくてもいいだろ。しっかたないなぁ、俺が奢ってやるからよ！」

「ごめん、奢られてもギリやりたくないラインなんだけど」

「おっ、お客さん俺達しかいなさそうだぞ。ラッキーだったな！　平日の午後に感謝！　あ、店員さんだ。すみませーん!!」

「Ａくんって本当に私の話聞いてないよね!?　このＫＹめ。っはぁ……私マジで可哀想、早く死にたい…………」

　そう言って溜ため息いきを吐つきながらも、俺の強引な勧誘に負けて、最終的にはついてきた三峰だったのだが。

「やばい、何これ！　超楽しい!!　私、天才かもしれないんだけど!!」

　お店の人に教えてもらって、用意された貝から一つ目の真珠を取り出して以来コツを摑んだ三峰は、意外なほどにはしゃいでいた。真珠取り出し体験の何かが三峰に響いたらしい。

「それはよかったな……」

　一方俺の方の貝は、あれだけカッコつけたわりに、手の中でグチャグチャになっている。そして未だどこに真珠があるのかすら見つけられていない。

　それを横目で見た三峰は勝気そうに笑った。ほんの少しだけ、その様子が憎たらしい。

「あっれー、やろうって言ったの誰でしたっけ？　経験者なのに下手すぎじゃないですかぁ??　まぁ、私は簡単に出来ちゃいましたけどーー??」

「……ぜってー、負けねぇ。俺の真珠愛、なめんな!?」

「ふふ。精々頑張ってくださーい」

「くそッ！　自分がちょっと上手く出来たからってよぉ!!　俺は大器晩成型なんだよ！」

　ケラケラと楽しそうに笑う三峰をグッと睨み、俺は全神経を手元に集中させて、真珠を取り出す作業に戻った。

　あー、もうダメだ。必要だったとはいえ、経験者と豪語したことで完全な墓穴を掘った。でも、ここで投げ出すわけにもいかないよなぁ。

（絶対三峰よりすごいのを出してやる……！）




　そして、三峰に煽あおられてやり直すうちに、納得のいくものを取り出せたころには空が暗くなってきていた。

「ありがとうございました。すごく楽しかったです」

「こちらこそ教えがいがあって楽しかったです。彼女さん、すごく上手でしたね」

　お会計をするために店員さんに話しかけると、店員さんがニコニコとこんなことを言った。作業をしている最中、何故か俺達を微笑ほほえましいものを見るような目で見ていた理由はこれだったみたいだ。

「いえ、コイツは彼女じゃ……」

　と、誤解を正そうとして。俺はチラリと三峰を見てから言葉を言い直した。

　もしかしたらこの誤解は、何かに利用出来るかもしれない。

「ありがとうございます!!　凄いですよね、俺の彼女!!　最高!!　もう、大好き！」

「はぁ!?　誰が彼女ッ、んぐ」

　俺の言葉に、心外だとばかりに口を開いた三峰の口を押さえ、小声で叫ぶという器用な芸当を彼女の耳元で行った。

「別にいいだろ！　哀れな男子高校生を救う慈善活動だと思ってくれよ!!　めっちゃ徳積めるぞ!!　この一票があとあと地獄で響いてくるぞ!!」

「そもそもなんで地獄に落ちる前提の話なわけ!?　どう考えても天国しか意識してないし！　それに、今更こんな些さ細さいなの響かないでしょ！」

「いーや、響くな。間違いなく響く。今まで善行一筋で生きてきた俺の清き一票を侮あなどるなよ！　それはもうあれだね、俺の一票で天国行きが決まるね」

「授業サボってたやつが言えるセリフなの、それ。まずは自分を見つめ直した方がいいと思うけど」

「お願いだって！　てか逆に、店員さんに俺達の関係をなんて説明するつもりだよ」

「そこは普通に……」

　三峰はそう言って、頭を悩ませた。

　俺達は、ただ偶然出会って海を見にきただけの関係だ。友達でも恋人でもクラスメイトですらない。名前をつけられるようなものを俺達は一つも持っていないのだ。

　三峰が俺達の関係を何と表すのかが気になって、じっと返事を待っていると、三峰は不機嫌そうな顔で溜息を吐いた。

「…………まぁ、いいか。説明するのも面倒くさいし、どうせすぐ死ぬし。最後ぐらいモテなくて可哀想な男子高校生を助けてあげてもね」

「お前本当に突き刺しにくるよな……」

　俺とカップルだということにすることと、俺達の関係性を説明することとでは、説明することの面倒くささの方が勝ったらしい。それははたして喜んでいいラインなのだろうか。結論は出ないが、出したくもないのでよしとしよう。

　刺とげ々とげしい三峰の言葉に胸を押さえている俺を見て、「仲良しですね」と笑っている店員さんは俺達の前に、先程取り出した真珠を差し出した。

「ただ今、取り出した真珠をアクセサリーに加工するキャンペーンを無料で行っておりまして。加工するには一週間ほどかかりますが、いかがなさいますか」

　つまり、俺達がその提案に頷いた場合、一週間後にもう一度ここへ来る必要があるわけだ。

　俺が是非を問うようにチラリと三峰の方を見ると、彼女は迷うように視線を彷徨わせていた。

「…………えっと」

　自分で取り出した真珠は欲しいが、今日死ぬのなら関係はないと悩んでいるのだろうか。それとも、流石に今日死ぬからいらない、とは言えずに黙っているのかもしれない。

　きっと三峰はとても純粋で、噓うそが下手なのだろう。本当にいらないなら、店員さんにどう思われるかなんてことは関係なく、「いらないです」と一言言えばいいだけなのだから。

　しかし、その純粋さとこの展開は、三峰を生かしたい俺にとっては願ったり叶ったりのチャンスである。これを活いかさない手はない。

　そう思った俺はニッコリ笑い、複雑そうな顔をしたまま黙っている三峰の手を握って店員さんに見せつけた。所謂いわゆる、恋人繫ぎというやつだ。

「加工お願いします。二人でまた一週間後に取りに来ますから、絶対に。ほら、何せ俺達って超ラブラブなカレカノなので」

「はぁ!?　ちょ、Ａくっ」

「ふふ、本当に仲がいいんですね。分かりました。また来週お待ちしております」

　にこやかに対応してくれた店員さんに頭を下げ、何か言いたげな三峰を連れてお店を出る。そして、駅の方へ歩き出すと、三峰が俺をキツく睨みつけながら不満気に口を開いた。見事に予想通りである。

「なんで、また来週取りに来るとか言ったの。私、この後死ぬって言ったじゃん！　もうそんなことも忘れちゃったの!?　頭スカスカなの!?　このＫＹバカ!!」

「はー!?　せっかく作ったんだし、自殺するならあと一週間待ってからでもいいだろ。劇的な何かがあって、今すぐ死にたいわけじゃないなら、貰うもの貰ってから死んだ方が得じゃね!?　だって三峰の取り出した真珠、最高に完成度高かったじゃん！　あれを加工しないのは勿もっ体たいないって！」

「……それは、そうだけど」

「そういや『海にまつわるものしりとり』の決着もまだついてないしさ。あれ、負けた方が勝った方の願い事一個聞くことにしようぜ。そっちの方がアツイじゃん」

「か、勝手に決めな────」

「あーー、はいはい。分かった。分かりましたとも。三峰、俺に負けるのが怖いんだ？」

　俺は内心、祈りまくりながら勝気に笑って立ち止まった。

　名付けて、『勿体ない作戦』と『煽り作戦』である。やはり自分で苦労して取り出した物には愛着が湧くだろうし、煽られたらムカつくものだ。

　俺のことはＫＹだと、ウザい奴だと嫌ってもいい。それでも生きていて欲しいのだ。三峰の口から、明日もあの駅に立っていてくれる保証がどうしたって欲しかった。

「だから、何だって言うの」

　ドクン、と心臓が跳ねた。

「……どう考えても、私が負けるわけないに決まってるでしょ！　一週間後までに絶対ケリつけるから!!」

　その、何かを抑え込んだような、勝気な笑顔があまりに綺麗だったから、一瞬言葉を忘れてしまった。それに、あぁ。

　明日もまた、三峰に会える。その感動で。

「っじゃあ決まりな。また来週の月曜日に取りに来るってことで」

「なんかすごく上手うまく乗せられた気するけど、もう仕方ないか。あと一週間生きたぐらいじゃ何も変わらないし。……Ａくんって意味わかんない」

　呆あきれたように、諦めたようにそう言った三峰の言葉は完全に死ぬことを前提にした発言だったが、あと一週間は生きることを決めてくれたことが無性に嬉しくて、必死に緩みそうになる顔を引き締める。

　むしろ、今からが本番なのだ。なんとか引き延ばした一週間で、三峰にあと五〇年ほど、いや八〇年は生きる決意を固めてもらわねばならない。

「よし、三峰！　とりあえず駅まで走ろうぜ!!」

「なんでそんなハイテンションなの!?　急にそのテンションでこられると怖いんですけど。本当に、意味わかんない!!」







　そして、走ったせいで息をきらしながら駅に着いた俺達は帰りの電車でもずっとしりとりをしていたが、勝負は白熱して決着がつくことはなかった。

　今日だけで手持ちの語彙力がつきかけているので、とりあえず帰り道で海の生き物図鑑でも買おうと思う。この年齢で買うのは少し恥ずかしいけど。

　なんて、そんな子供じみたことを思いながら、いつも後ろ姿ばかり眺めていた駅で下車し、初めて三峰を正面から見て手を振った。

「三峰、また明日!!　また明日、絶対ここで会おうな！！！」

「……何回も何回もうるさいな。暑苦しすぎ。ちゃんと聞こえてるし」

　三峰は心底嫌そうな顔をしながらそう言って、消え入りそうな声で付け足すように「じゃあね」と呟いてから、すぐにやってきた電車に乗っていった。

　俺は、すぐに鞄かばんからいつものヘッドホンを取り出して装着した三峰が、見えなくなるまで駅のホームで見つめていた。

「またねって、言わなかったな」

『じゃあね』は、明日も三峰と会える確証にするには、あまりに弱い約束だった。まぁ、勘ぐりすぎだと言われたらその通りなのだが。

　正直、三峰と別れることは怖い。もう二度と、会うことが出来なさそうだから。それでも、一度自分で言ったことは守る奴だと思ったから、何でもないふりをして手を振ることが出来た。




　…………噓だ。それが怖かったから、別れる前に一つだけ約束をした。

「三峰、目瞑つぶって」

「……なに」

「秘密。ほら、早く！」

「…………」

「おーねーがーい!!　絶対に変なことはしないからさ!!　後生！　後生です!!」

　三峰は、駄々をこねる俺に何を言っても無駄だと思ったのだろう。

「変なことしたら、Ａくんのことも道連れにして死ぬから」

　と、溜息をゆっくり吐いてから、目を瞑ってくれた。本当に純粋な良い奴である。

　俺は三峰が目を完全に瞑ったことを確認してから、三峰の手を取って、事前に鞄から取り出していたマジックペンを握りしめた。それから、震える指で必死に文字と数字を書き。

「……よし。目、開けていいぞ」

　仕上げをしてから、三峰に声をかけた。すると三峰は、早速不満気な顔をして口を開く。

「Ａくんのウソつき。変なこと、したじゃん」

「ギリ許容範囲内だろ!?　実害は加えてないんだし！」

「でも変なことではあるじゃん。なに、これ」

　三峰が指差す先には、俺が三峰の手首に貼った絆ばん創そう膏こうがある。万が一を考えて、学校から抜け出すときに俺が保健室からパクってきたものの内の一つなのだが、まさかここで役に立つとは思いもしなかった。

「それはですね。Ａくんフリーダイヤルです」

「…………お医者さん行く？」

「行かねぇよ!?　……あのさ、違うじゃん。求めてたの、そういう反応じゃないじゃん。もっとこうさ、『キャー素敵！』みたいなさ」

「……はぁ」

「待ってお願い、本気で引かないで」

　おかしいな。俺の見たドラマではこんな展開じゃなかったのに。

「えーとな。その下に、深夜でも早朝でも、この俺ことＡくんに直接繫がる電話番号を書いておきました。特別商品ですが、今回は三峰さん限定でプレゼントです」

「……はぁ」

「しかも今ならどれだけかけても無料ですし、五コール以内に確実に出ます。うわぁ！　便利!!　すっごくお得！」

　やめろ。そんな、哀れむような視線で見ないでくれ。流石の俺とて心は痛む。

「つまり、なんていうか、その」

　あぁ。退屈だなんて思わないで、もっと現国の授業をまともに受けておくんだった。

　そしたら、〝月が綺麗ですね〟＝〝I LOVE YOU〟とか。

〝あなたのものです〟＝〝死んでもいいわ〟とか。




「死にたくなったら、電話してくれ」




　こんな言葉も、もっと綺麗に、もっと上手く言い換えることが出来たはずなのに。

「……あのさ、どう考えても嫌に決まってるでしょ。こっちは一回自殺を邪魔されてるっていうのに、なんで死にたいときに、今日初対面の君に電話かけないといけないわけ」

　三峰はそう言ったあとに、べ、と舌を出して、「本当に、漫画の見過ぎなんだってば」と吐き捨てた。

　実際にその通りなので何も言えない事実と相まって、余計に心に突き刺さる一言である。

「じゃあこの絆創膏はＡくんフリーダイヤルとやらの保護シールってわけ？　わざわざそんなことしなくても、本当に死にたくなったら一人でひっそり死ぬからいらないってば」

　三峰の言葉はキツい。キツいし、突き刺すようなものばかりだけれど。

　そう言いながら一瞬微笑んだことに、彼女は気がついていたのだろうか。それとも、そうであって欲しいと願った俺が作り出した幻覚なのだろうか。

「……そっか、それもそうだな」

　真実は分からないけれど、三峰は貼り付けた絆創膏を剝がそうとはしなかったし、絆創膏を貼り付けた方の手である左手で持っていた鞄を右手に持ち替えた。

　ただ、それだけが事実だった。




「さっきの笑顔、むちゃくちゃかわいかったな」

[image: ]

　目の前を通り過ぎていく、三峰が乗った電車を見ながらその様子を思い出していた。

　一瞬見たはずの笑顔は、後ろからただ見つめて、絶対に手が届かないからと決めつけて、美術品のように鑑賞していたあの頃よりも綺麗で、かわいかったように思える。

　このまま、うっかり、よく分からない感情に落ちてしまいそうだ。

　空は、薄ぼんやりと橙だいだい色に染まっていっている。いつまでもここに立ち尽くしているわけにもいかない。それに、今日の俺には本屋さんに寄って、海の生き物図鑑を買うという大事なミッションがある。

「……帰るか」

　俺は自分の気持ちに整理をつけるようにそう呟き、絆創膏のゴミと残りを制服のポケットに突っ込んでから歩き出した。

　屋根のせいで少し薄暗い駅の改札を出ると、射さし込む西日があまりに眩しかったので、目を細めて太陽を睨みつける。

　今日は、夕焼けがやけに綺麗に見える日だった。











２．完璧美少女と貸切りピザパーティー












　火曜日。今日も見事な快晴……なのだが。生あい憎にく俺の心は曇り空である。

　三みつ峰みねが、今日も当たり前のように生きていてくれる確証がないから。

（大丈夫だ。昨日からずっと携帯の通知は確認してるし、【自殺　女子高生】で検索をかけてもヒットしたものはなかった。だから、三峰はまだ死んでないはずだ。何よりも、ちゃんと来週までは生きてくれるって約束したし）

　いつもは必ず開いていた単語帳も、今日は鞄かばんの奥で眠っている。ホームの椅子に座りながらそんなことばかり考えているせいで、勉強どころではないのだ。本当に。あぁ。こうなってくると、俺が今まで死ぬほど悩んできた英語や数学なんて何の役にも立たないな。

　三峰が明日も確実に生きてくれるような理由や、言葉を吐き出すことが出来る能力があれば良かったのに。

　三峰がいつも、乗り換えのためにこの駅で降りるまであと五分。秒単位で確認したかったから、今日は初めて時計をつけてきた。

　その、じわじわともどかしく動く長針と短針を眺め続けること、ピッタリ五分。

　俺にとっては永遠みたいな時間が、ガタン、ゴトンと、遠くから響いてくる電車の音で終わりを告げた。

　プシューという腑ふ抜ぬけた音と共に、ドアが開く。

「おはよう」

　キッチリ着込んだ制服。夏なのにおろしていても暑苦しさを感じないサラサラの長髪。真っ白なヘッドホン。

　昨日と少しも変わらない装よそおいの圧倒的な美少女が、早足で電車から降りてきた。

「…………おはよ」

　こんなド田舎の駅を、こんな早朝に利用している美少女を、俺は三峰しか知らない。

　生きていてくれるとは、信じていたけど。ブワっと、全身から汗が吹き出してきた。

「今日もちゃんと学校来て偉いな」

「そりゃ来るでしょ。だって私、君と違って無遅刻無欠席・完全無欠な優等生ですから」

「……いやまぁ学校来なくても偉いけどさ」

「何それ。生きてて偉いーってやつ？　その言葉、苦手なんだよね。頑張ってる限り偉い、の間違いでしょ。……それも違うか。頑張ってたって、目に見えて何も変わらないし」

　これは嫌味なのだろうか。それとも、自虐なのだろうか。別に死んだら偉くないとか、そういったことを言おうとしたわけではないのだが。

　三峰は不機嫌そうにそう言って、驚いたように俺の姿をまじまじと見つめ始めた。

「Ａくんて、本当にこの駅利用者だったんだ」

「そうじゃないなら昨日一緒にここで降りたのはなんだったんだよ」

「いやだって、そんな偶然そうそうないじゃん。はっ……もしかしてＡくんてば、私のファンだったとか!?　一応言っとくけど私、通報は辞さないからね」

「流石さすがに違うわ!!　俺のこと、そんな風に言うのやめてもらえます!?」

　傷つく。ファンじゃないと言えばウソになるが、普通に傷ついた。

　あーあ、俺の柔らかなハートが傷ついちゃった。

「ひどい！　Ａくん泣いちゃったじゃん！」と三峰に抗議したところ、「泣いちゃったんだ。可哀かわい想そうにね」とのことだった。

　冷めている。……本当に泣こうかな。

　しかし、今はふざけている場合でもないので、俺は脱線してしまった話を戻すために、泣き真ま似ねをやめて口を開いた。

「……まぁ気づかなくても仕方ないか。三峰、一回も振り返ったことないもんな」

　そう。三峰はいつも、座ることもせず、スマホを見るでも単語帳を見るでもなく、真っ白なヘッドホンをして、線路の向こうのどこか遠くを見ている。

　いつもその後ろにいた俺のことに気づいていなくても無理もない。

「なぁ、三峰っていつも何見てんの？」

「…………何も」

「なんでだよ、教えてくれても良いじゃん」

「うるさいな。別に、本当に何も見てないの」

　その声があまりに冷たかったから、それ以上踏み込むのをやめた。

　ずっと俺は、三峰は線路の向こう側を見ているのだと思っていたけれど。

（もしかしたら見てたのは、線路そのものだった、とか）

　────いつでもその身を投げることが出来るように。

　そのリアリティのある想像に、爪先から背筋までヒンヤリとしたものが走った。

　もしこの推測が当たっていたら、俺が三峰の背中や視線に憧れてきた回数だけ、三峰は自殺を意識していたことになる。

　死にたいと、思っていたことになる。

（その様子に見み惚とれてたなんて、俺って本当に馬鹿じゃん……）

　あぁ、タイムマシーンが欲しい。そしたら、今までただ、平凡な俺の『非日常』だと喜んでいた俺を殴り飛ばしに行くのに。

　しかし、今更そんな希望論を言ったってどうにもならないから、今からその分も挽ばん回かいするしかないのだ。俺は三峰にバレないように自分の腕をつねって気合いを入れ直した。

「よし分かった。それならさ、今日から俺のこと見たらいいじゃん！　しりとりの決着もつけたいしさ。良かったな、朝から目の保養が出来て」

「はぁ？　なんでこんな気持ちの良いい朝からＡくんのこと見なきゃいけないの」

「はぁあ??　誰がどう見ても朝のお天気キャスターより爽やかだろうがよ！」

「なわけないでしょ。Ａくんに朝の顔はまだ早いよ。爽やかさ足りてないもん」

「なら深夜の顔飾ってやるよ！　いや逆に深夜番組担当の方がいいまであるわ、早起きしなくていいし。三峰だって、夜の方がテレビ見るだろ？」

「よっ、深夜キャスター」

「いや深夜キャスターってなんだよ。深夜評論家かよ。その番組、何をやるんだよ」

「ふふっ。あは、Ａくんてばバカじゃないの？　ふふふっ、Ａくっ、ふはっ」

　止まらない応戦で、ついに三峰の腹筋を崩壊させることに成功したらしい。

　ケラケラと笑い出した三峰は、立っていることへの限界がきたのか、倒れこむように俺の隣に座った。そして、一ひと頻しきり笑い倒してから、何やら言葉を吐き出す。

「じゃあ、くらげ」

「え？」

「だから、しりとり。するんでしょ？　来週までに決着つかないと困るし」

「お、おお。そっか、そうだな」

　三峰があまりにかわいく笑うから、自分で提案したことなのに頭から吹き飛んでいた。

　げ、げ、げ。げから始まる海にまつわるものを、昨日帰ってから必死に調べた海に関する言葉を思い浮かべながら探す。

　そして、どうにか思いついたモノを言おうとして。

「そういや三峰って、いつもそのヘッドホンで何聞いてんの？」

　ふと、違和感に気がついた。

　三峰はさっきからずっと、ヘッドホンをつけたまま俺と話をしているのだ。その状態で、どうやって俺の声を聞き取っているのかが普通に気になる。

　それに、思い返すと、三峰はいつもヘッドホンをしている。そこには何か、思い入れのようなものでもあるのだろうか。

「うわー、時間稼ぎですか。汚い、汚いですね。流石は深夜キャスター」

「変に略すな。そしてそのあだ名を気に入るな」

「ふーん。まぁ、仕方ないからハンデあげるか。深夜キャスターのＡくんには特別に教えてあげよう」

　どうやら三峰は、俺が疑惑を持っていることには気がつかなかったらしい。

　音楽を止めるような素振りもなくヘッドホンを外した三峰は、綺き麗れいに笑って口を開いた。

「私が聞いてるのは、最近流行はやってるやつだよ。〝君〟とか〝僕〟とか、〝愛してる〟とかを延々と叫び続けるような曲」

「へー、意外だな。激しめのロックとかパンクとか聞いてんのかと思った」

「……Ａくんは私のことをどう思ってるのかな？　その返答次第ではまた一撃入れなきゃかもなんだけど。君は、こんなに清せい楚そで可か憐れんで、完璧美少女な私がロックを聞くと？」

「えっこわ。暴力に頼るの早っ！　……いや、これは殴られたくないからとかじゃなくて最初から思ってたことなんだけどさ。別に清楚とか完璧とか関係なく、聞く音楽くらい好きにしたらいいじゃん。その人の嗜し好こうに決まりなんかないんだし。そのためにヘッドホンしてんのかと思った」

　ヘッドホンはイヤホンよりも音漏れが少ないから、バレたくないような歌詞のものを聞いているのかと思ったのだ。そう思った、のだけれど。

「……………違うし」

　どうやら俺が考えすぎていただけらしい。

「よし。じゃあ、時間も稼げたのでしりとりいきますわ。『ゲソ』で」

「『そ』、ね。そー、そーー？」

　三峰は、そー、そー、と唸うなりながら言葉を探している。

　そして時々、時間稼ぎとして俺にあっち向いてほいを仕掛けたり、簡単な質問をしたりしているうちに学校行きの電車がやってくる音が聞こえた。

　三峰といると、どうにも時間が過ぎるのが早い。

「まだ、まだ負けじゃないから。まだ負けてないからねっ、今週中ならセーフだから！」

　三峰は電車が来るのを見て、俺に人差し指を突きつけながら、そんなことを言い出した。

　普段ならここで「いや俺の勝ちだろ」と言うところなのだが、生憎ここで勝負がついたら困るのは俺も同じであるため、「しっかたないなぁ。ま、俺は全然余裕だし、勝つのは俺だからな。今週末までは待ってやるよ」と言うと、三峰は相当悔しそうにしていたので、心の中でガッツポーズをする。この様子なら、少なくとも今日死ぬことはないはずだ。

　その後、三峰は先に一人で、颯さっ爽そうと電車に乗り込んでいった。

　俺と一緒に乗り込まないのは勿もち論ろん、彼女を待つ友人が大勢いるからである。彼女に憧れているのは俺だけではないのだ。

　まぁこれはいつも通りのこと、なのだが。いつも通りに、誰かの話に合わせて浮かべている表情が、先程までの三峰と違いすぎて胸が苦しくなってしまった。

　もっと早く気づいていれば、とか。もう今更、どうにもならないことなのに。

　それに、それに。

　────電車に乗り込むときに見えた三峰の左手首からは、俺が昨日貼った絆ばん創そう膏こうが跡形もなく消えていた。そして、その下に書いた電話番号も。

（絆創膏は捨てられちゃったか。いや、そんなことはどうでもよくて、大事なのは三峰が電話番号を控えてくれたかどうか、なんだけど……）

　一人になると考えごとばかりしてしまうから嫌なのだ。余計に頭がこんがらがってきた。

　そこで、とりあえず一度頭を整理しなければ、と思い、パチンと頰を叩たたいた、その瞬間。

　パチリ、と。三峰と目が合った。

（っこ、こっち見!?）

　そして三峰はニヤリと笑うと、口パクで『ばぁか』と言ってくる。

（なんだあれ、なんだあれ、なんなんだ。急に無邪気に笑わないでくれ!!）

　いつもの日常に、ほんの少しの非日常。

　一昨日おとといまでただ見つめていただけの完璧美少女が、三峰が、俺の存在を認識している。

　さっきまで話していたのだから当たり前のことなのだが、普段絶対にこっちを向くことなんてなかった電車の中だからこそ、余計に破壊力が強い。

　俺の心臓が壊れるだろ、こちとらほぼ一年半ずっと三峰に憧れ続けてたんだからよ、と叫びたくなった。叫んでやりたかった、のだが。

『ほうかご、あききょうしつ。わすれるなよ』

　その気持ちを抑えて、俺が無音でそう言うと、三峰は少し嫌そうに小さく頷うなずいて、また完璧美少女の顔に戻っていった。

『火曜日の放課後、別棟の空き教室に集合。』

　この約束は昨日、走りながら駅へ向かう際に、強引に取り付けたものだった。

「三峰さー、明日の放課後ってなんか予定あるの？」

「ない、けど。それが何？」

「良かった。ならさ、明日の放課後、俺にくれない？」

　三峰は相当警戒したような顔で、俺から露骨に距離をとった。失礼すぎないか。

「違うから。口説いてるとかそんなんじゃないから!!」

「……じゃあ何のために？」

「何のためって、そりゃあ、三峰が勝手に死なないようにだろ。見張りだよ、見張り」

　俺の言葉を聞いて怪け訝げんそうな顔をした三峰は、吐き捨てるように言葉をこぼす。

「っ、なんで？　別に私が死んでもいいって、関係ないって言ってたくせに」

　そして、結局そういうことなんじゃん、と言葉を付け足したそうな三峰に。

「いやいやいやいや。だって、今三峰に死なれたらあの真珠、来週俺一人で取りにいくことになるだろ？」

　俺は、何も気がついていないフリをして、真顔でキッパリとそう言い切った。

「そしたら絶対お店の人に『あ、あの二人別れたんだな。あんなに幸せそうだったのにカップルって儚はかないな』って思われるじゃん。変な気を遣われながら二人分のアクセサリーを受け取る俺の気持ちになってみろよ！　俺、めちゃくちゃ可哀想じゃん！」

　あ、ダメだ。言い訳のつもりだったが、想像しただけで泣けてくる。

「はぁ!?　そんな理由で!?　Ａくんが変な見み栄えはるせいでこんなことになってるんだから、それぐらい自じ業ごう自じ得とくでしょ！」

「だって、店員さんとかに彼女さんですかって聞かれたの初めてだったんだから仕方ないだろ!!　めちゃくちゃ嬉うれしかったんだよ!!」

「Ａくんって本物の馬鹿じゃないの!?」

　よし。汚名を負う代わりにどうにか三峰からの疑惑を逸そらせた。

　だがしかし、失った代償はあまりに大きい気がする。いや、そのことには目を瞑つぶろう。

　とにかく、今は。

「じゃあ、明日の放課後は別棟の空き教室に集合ってことでオッケー？　どぅーゆーあんだーすたん？」

「うっざぁ。……はぁ。もう何言っても無駄みたいだし、それでいいけど。でも確か、その空き教室って滅多に使わないから鍵かかってなかったっけ？」

「安心してくれ。持ってるから」

　俺は制服のポケットから小さな鍵を取り出した。

「えっ、なんで？」

「大掃除のときに渡されたんだけど、返すの忘れて持って帰っちゃってさ。それで次の日、職員室に行ったら予備があったから、せっかくだし貰もらっておこうかなぁ、と」

「うわ、想像以上のドクズじゃん。え、まさか屋上の鍵もそうやって…………？」

「いや。あれは部活の先輩から貰ったやつ。でも確か先輩もそうやって手に入れたって言ってた気がするな。三峰も今度、なんか鍵手に入れたいときにこの技使ってもいいぞ」

「いや使うわけないでしょ。というか、そもそもそんな機会滅多にないし！」

　と、いうわけで、どうにか約束を取り付けたわけである。三峰にはこの一週間の猶予で、『あと八〇年生きてもいいかな』と思ってもらわなければならない。

　しかし、死にたがっていた明確な理由も聞けていない以上、根本的な解決をすることは出来ない。となると、『なんか毎日楽しいから死ぬのは惜しいな』と思ってもらい、『ズルズルと一〇〇歳まで生きちゃったコース』を狙うしかないのではないだろうか。

　そう考えた俺は、昨日の夜必死に頭をひねりながら、三峰が笑ってくれるような放課後プランを練ってきたのだ。

　すごいぞ俺！　えらいぞ俺！　将来はイベントアドバイザーにでもなろうかな。

　あぁ、今日の放課後。俺が準備した教室を見た三峰は、どんな顔をするだろうか。







「あーーもう無理だわ。最悪!!」

　教室へ入った瞬間、端の方で賑にぎやかに騒いでいる、友人の嘆くような声が聞こえてきた。

「おはよ。今日もうるせぇな。どしたん？」

「おー、おはよ。どうしたも何も、一限目から小テストあんの忘れててさ。ノー勉べんなわけ。マジやらかしたわ」

「それはそれは……。ドンマイです」

　我が城しろ崎さき高校は進学校である。故に、毎日の小テストは欠かさないし、提出物の締め切りにはえらく厳しい。

　しかし、この小テストが何よりも嫌われるのは、〝隣の席の人と採点しあう〟というゴミ制度があるからである。

「今日の範囲どこからだっけ？」

「Ｐ一二〇〜Ｐ一五〇」

「間に合う？　なぁ、今からやっても間に合うと思う??」

「それはお前次第かな」

「うわーん！　見捨てんなよ！　俺達友達じゃん!!」

　しかも彼の隣はクラスの中でもかわいいと有名な女の子なのだ。そりゃあ力も入るよな。バカだと思われたくないもんな。

　その点俺はというと、隣の席が悪友なので、『お互い甘めに、かつおまけをしながら採点する』という協定を結ぶことで赤点回避は出来るようにしてある。

　あぁ、そうさ。クズだよ。クズと呼んでくれ。

「もう無理だわ、完全に死んだ。小テストの頻度おかしすぎだろ」

「それなー？」

「そもそも範囲広すぎ問題」

「わかりみ深い」

「あーー最悪。マジで死にたいわ」

「…………っ」

　友人のいつもの言葉に、「それな」とは同意出来なかった。いつもだったら軽々しく同意して、まぁ頑張れよとでも声をかけていただろう。

　彼が本当に死ぬとは思えないし、『ここから逃げたい』の意味や、『小テストがそれぐらい嫌だ』と表すためだけの言葉だと理解しているから。

　理解、しているけど。

「死ぬなよ。まだあと、小テストまで五分あるし。間に合うじゃん。……それに、お前に死なれたら寂しいし」

　柄にもないくせに。昨日は同じ顔で「死にたい」と口にした俺は、何故なぜだかそんな言葉を口にしていた。

　本物の「死にたい」を見たあとでのその言葉は、あまりに稚拙で悲しく、でも、コイツが本当に死にたいと思っているのではないかという考えが頭から離れなかったから。

　いつになく真面目な返事に驚いたのか、それとも俺が相当怖い顔でもしていたのか。

　友人はポカンとした顔で俺を見ていたので、誤魔化すように必死に明るい声を出す。

「あーー、急にマジレスごめん。なんか昨日、そういう系の漫画読んでさ」

「うわ、そうだと思ったわ。てか影響受けすぎだろ。……いや、やっぱり俺は死なんよ。彼女作ってデートするまでは生きるって決めてるし」

「おっ、不死身じゃん。おめでと！」

「は？　喧けん嘩かか??　買うぞ？」

「お前はまず小テストの勉強だろうがよ」

　ファイティングポーズをかまえた友人は、俺の一言で悲しそうに机へ戻っていった。かといって俺も余裕なわけではないので、最後の詰め込みをするために自分の机へ戻る。

　しかし、教科書を開いている間もずっと、意識はさっき話したことへ向いていた。というよりも、向いてしまった。

　昨日の件で俺は、相当「死にたい」に敏感になっているようだ。

　それは、その言葉の持つ強さに、今更気がついてしまったからだろうか。本物を見ないと気がつかないなんておかしいよな。まるで、〝木を隠すなら森の中〟みたいだ。

　そうだ。もしかしたら教室中に溢あふれている『死にたい』の中にも、〝本物〟が混ざっているのかもしれない。誰に聞いても自殺とは一番遠そうな三峰がそうだったのだから。

（……俺だって、〝どこまで本気〟とか考えて「死にたい」って言ったことないもんな）

　その「死にたい」は、どこまで強くなったら本物に変わるのだろうか。それとも最初から本物しかなくて、段々濃度のようなものが上がっていくのだろうか。

　そんなことを考えだしたらほんの少し、誰かの話し声が怖くなった。







「三峰！」

「…………」

「あのー、三峰さん？」

「あっ、違うの……なんだＡくんか」

「なんだって何だよ」

「別に。表情やらなくていいから楽だなって」

　放課後。

　別棟の教室へ行くと、三峰はもうそこで待っていた。すんっと疲れたような真顔になった三峰は、スマホの電源を切って俺の方を向く。

「…………引いた？」

「え？　何に？」

「今の、人に見せたの初めてだから」

「疲れた顔のこと？　それともオンオフみたいなやつ??」

　三峰は、俺から視線を逸らしてぶっきらぼうに「どっちも」と呟つぶやく。その様子は、少し何かを恐れているようにも見えた。

「いや、なんていうか逆に安心した」

「安心？」

「三峰も普通に人なんだなって。親近感湧いたっていうかさ」

　例えるなら、顔がめちゃくちゃ良いアイドルがファストフードを食べていたときのような感じだろうか。「あ、こんなに綺麗な人もジャンクなもの食うんだ！　霞かすみだけ食ってると思ってた！」みたいな。

　伝わるかな、伝わってくれ。

「なにそれ、流石にアイドルもファストフードぐらい食べるでしょ。幻想見過ぎ」

　ダメだ、伝わりきらなかった。三峰は、俺が必死に説明するのをおかしそうに見ている。

「……おっしゃる通りですが」

「ふふ、まぁいいや。ところで、こんなところに呼び出して何するわけ？」

「おっ、よくぞ聞いてくれました」

　俺は待ってましたとばかりに鍵を取り出してドアを開ける。いつも静かな空き教室の机には美味しそうなピザが置かれており、チーズとケチャップのいい香りに支配されていた。

「……なにこれ」

「ようこそ三峰！　ピザパーティー会場ｉｎ城崎高校へ!!」

　三峰はポカンとした顔で教室の中を見つめている。これを見れただけでも掃除を早めに終わらせて準備をしただけあった、と上がる口角をそのままに、俺は両手を広げて三峰を中へ案内していくことにした。

「……どうやってピザ持ってきたの」

「さっき電話してデリバリーとった」

「それ、校則違反じゃ……」

「学校の外で受け取ったから、受け取った俺は校則に縛られてる立場じゃありませんでした〜。よって無罪！」

　ぶいぴーす。決まった。

　三峰の呆あきれたような視線なんて気にしていられない。

「…………ところでこれは何？」

「黒くろ髭ひげ危機一髪ゲーム。楽しそうだろ？　ちなみに今日のパーティーは、これで勝ったやつから好きなピザ取れるルールな」

「うわ、何それ。ピザとかどうでもいいし、全然楽しくなさそうなんだけど」

「おい、黒髭さんのこと馬鹿にするなよ！　これ今、ＤＫの中ではマストよ？　え、まさか知らないの？　うわー、三峰さんってば遅れてる〜!!」

「絶対マストじゃないし、男子高校生じゃなくて、わざわざＤＫって言ってくるのも言動も全部ウザい」

　そう言いながらも、三峰は並べたおもちゃの剣を手に取った。

「言っとくけど私、勝負事には強いから」

「おう、望むところだ。危機一髪の覇者と呼ばれた俺の実力見せてやるよ」

「何それ、ダサッ。それで誇れるＡくんのセンスが分かんないわ」

「お前、黒髭を笑うものは黒髭に泣くって言葉知らねぇのかよ！」

「そんな言葉初めて聞いたんだけど？　……じゃあ初心者ボーナスで私からね」

　そう言って三峰は本気で剣を刺す穴を見極め始めた。やる気がなさそうなわりに目がガチ過ぎる。こいつ、やっぱり負けず嫌いだろ。

「Ａくんごめんね。ピザ、全部私のお腹なかに入っちゃうかもしれないけど」

「お、言うじゃん！　それではお手並み拝見といくか」

　俺がそう言うと同時に、三峰が刺した剣で黒髭が飛び上がった。







「うわ、うっま！　チーズトロトロ!!　最強！」

「っ〜〜!!」

「流石、欲張りクウォーターセットは違うわ〜!!　コーンマヨもチーズも全部美味うまい！　俺、もう将来はピザ屋の裏にでも住もうかな。匂いだけでご飯三杯はいける！」

　ピザを頰張る俺。それを悔しそうに見つめる三峰。

　あれだけ豪語したにも拘かかわらず、三峰の負けカウンターは可哀想なほど積み重なり、ほとんどのピザが俺のお腹の中に消えていった。

　なんていうか、提案した方としても申し訳なくなってくる。

　いやだってこんなに弱いとは思わないじゃん！

「ピザピザピザピザ……絶対ラストのマルゲリータは私のもの……！」

　三峰も俺が美味おいしそうに頰張る様子を見て大分お腹が空いてきたようで、今ではすっかりピザの魅力にやられてこんなことを呟いている。

　おい三峰。小声ではあるが、それ全部聞こえてるからな？

「っよし、じゃあ私からね！」

　そして今、ラストピザを賭けた勝負が始まる──ッ!!

「あっっ」

　開始五秒で終わった。呆あっ気けない終わりだったな。

　勿論、黒髭の首を飛ばしたのは三峰である。

　顔とスタイルと才能に能力値が偏りすぎて、運にはステータスが振られなかったのだろうか。あまりに不ふ憫びんすぎる。

「ぅ〜〜っ！　……ほら、早く食べたら」

　涙目で口を尖とがらせた三峰。えっ、なんだこのかわいい生き物。今すぐ保護したいし、なんならピザをもう一枚デリバリーしようか、という気持ちになってくる。

「いや、俺もうお腹いっぱいでさ。だから三峰が食べてよ。残すの勿もっ体たいないし」

「……私、別に気を遣われたいわけじゃないんだけど」

「俺のこと、気を遣いそうな奴やつに見える？」

「んー、ごめん見えない！」

　えっっ。即答？

「いただきまーす」

　三峰はそう言って、さっきとは見違えるほど満面の笑みでピザを頰張った。秒だった。お腹減ってたんだな。

　いや、なんか、おう。複雑な気持ちになるんですけど。

　普段の俺って、そこまで気遣いとは無縁の人間なんですか??

（……美味しそうにピザを頰張ってる三峰が見れただけで、そんなことどうでもいいか）

　────このままずっと、こうやって幸せに生きていてくれたらいいのに。

　それが儚い願いだとしても、俺はそう願わずにはいられなかった。











３．未来の約束と切実な指切り












　水曜日。昨日以上に照りつけてくる太陽から逃れるように、俺達はまたあの空き教室に来て流しそうめんをやっていた。

　話は、少し前まで遡る。

「Ａくん、今日こそ目にもの見せてあげるんだからね！」

　早朝の駅で俺にそう宣言した三みつ峰みねは、ちゃんと今日も空き教室へやってきた。昨日俺にボロ負けしたことがそれはそれは悔しかったらしく、朝会ったとき、開口一番に「っ、その、今日も何かするわけ？」と聞いてきたほどだ。

　ふふ、しめしめ。作戦は順調に成功している。

　ということで、今日も黒髭をやり、昨日と同じく勝ったらそうめんを三口分食べられるルールでやっているのだが、あんなに強く意気込んでいた三峰はというと。

「ちょっと！　それ私の流したそうめんじゃん！」

「負ける方が悪いんです〜。これが弱肉強食。肉じゃないけど。あー、やっぱり学校で食うそうめんは美味うまいなぁ!!」

　今日も涙目で悔しそうに俺を睨にらみつけていた。

　逆に、何故なぜ昨日惨ざん敗ぱいしたにも拘らず、たった一日経たっただけで強くなれると思ったのだろうか。実はこのゲームには少しコツがあるのだが……それは教えないでおこう。

　ちなみに、何故今日はピザではなく流しそうめんが賭けの対象になっているのかというと、ピザはカロリーが高く、おまけにお財布にも優しくないためである。その点、どちらにも優しいそうめんは素晴らしい。

　そして、どうせなら夏を感じようと流しそうめんをすることになったのだ。たまたま俺の友達に流しそうめんが出来る機械を学校に持ち込んだやつがいたのが幸運だった。

　いやー、校則違反をして持ち込んだ物を当然のように学校へ置いていくような友人がいて良かった。クズ万歳。そして、そうめん万歳。

　やはり日本人の夏はそうめんがないと始まらない。

　さらに、今日はお互いに昼飯を抜いて挑んでいるため、昨日以上の盛り上がりを見せていた。もちろん、さっきからずっと負け続けている三峰は恨めしそうに俺のことを見ている。

　いや、マジでなんでそんなに弱いんですかね？

「はい、また三峰の負け。このそうめんは俺が美味しくいただきますよっと。お腹なかペコペコで可哀かわい想そうですねぇ、ひもじいですねぇ？」

「……くっやしい!!　なんでそんなに強いの！」

「そりゃ危機一髪の覇者だからな」

「は!?　めちゃくちゃダサいけど、今ならちょっとなりたいわ！」

　そう叫んで、おもちゃの剣を投げ捨てた三峰の表情は、最初に見たときよりも生き生きとしていたから嬉うれしくなってしまう。

　廊下とかで見るときの、人形のように偶像めいた笑顔も勿もち論ろん綺き麗れいだけど。それはそれで見み惚とれてしまうほど完璧なんだけど。

「…………で、どうするんだ？　もうやめるか？」

「何それ、勝ち逃げする気!?　もう一回やるに決まってるでしょ!!　ばーか！　Ａくんのばかーーッ！」

　やっぱり、勝気な三峰の方がかわいい。







「あーー、食った食った」

「…………」

「暑い日差しで疲れた身体からだ。それに染しみ込む麵つゆの美味さ！　さらにそこから夏の風物詩、カップアイスの登場ときたら!!」

「………………」

「夏、感じちゃったな……！」

「うざぁ……」

　流しそうめん大会も俺の圧勝で終わったあと、俺達は近くのコンビニまで出かけて買ってきたカップアイスを食べながら空き教室で駄弁だべっていた。

「なんなの、その夏にかける情熱は」

「え、逆に夏だぞ？　夏が始まるんだぞ??　夏は俺達を一秒たりとも待ってはくれないんだからな!?」

「暑苦しいからやめて」

「はい」

　いえす、まいろーど！

　とはいえ、夏だぞ、夏。高校生といえば青春。そして青春といえば夏だろ。大抵の青春イベントは夏に起こるものだからな。むしろ夏に情熱をかけないでいつ情熱をかけろって言うんだ、と三峰に訴えかけると、三峰は心底呆あきれたような目でこちらを見てきた。

「……Ａくんの、夏にかける意欲は分かったけど。夏ってそんなにいいものでもないでしょ、暑いしベタつくし」

「うっっ。じゃあ三峰は夏、どこに行って遊ぶんだよ。ずっと家かよ」

「そっ、そんな可哀想な人を見る目で見ないでくれる!?　私、引きこもりでもぼっちでもないし！　私にだって夏に行きたいところぐらいあるしぃ!?」

「……はぁ」

「何その疑わしい目線!?」

　三峰は悔しそうにそう言って、スマホをピコピコと操作する。そして、ドヤ顔でスマホの画面を俺に見せつけてきた。

「高校生ともなれば外遊びなんてしてる場合じゃないんだよ。もう時代は水族館ですよ、Ａくん」

「…………一周回って？」

「回らないから！　水族館は別に子供向けじゃないんだからね!?　涼しいし、綺麗なもの見れるし。見てほら、ペンギンのよちよちウォークにゴマちゃんのフーディングタイムだよ、見たくない？　そして目玉は夏限定イベントの幻想くらげりうむだよね、絶対綺麗だし！」

　キラキラと目を輝かせながら、水族館のホームページのイベントスケジュールを指差している三峰だが。その幻想くらげりうむとやらのイベントページの下の方に、来週土曜日から開催予定、と書いてあることに気がついているのだろうか。

　それを見て、「今日死ぬ人間にそんなこと聞いてなんの意味があるの」と、二日前に昏くらくて遠い目をしていたことが思い出されて、息が詰まりそうになった。

　俺の目には、目の前で喋しゃべっている三峰が、随分楽し気に見える。でも、これをそのまま受け取って、安心していていいものなのだろうか。

　今、心の中で何を考えながら、自分が存在していないかもしれない未来の話をしているのだろうか。未来のことを口にすることが、怖くないのだろうか。

　まじまじと三峰の顔を見つめる。三峰が、きょとんとした顔でこちらを向く。

　それを見て、ごちゃごちゃしていた思考を全部打ち切った。

　あぁ、そうだ。そうだよな。今、俺が考えるのは、三峰の自殺を先延ばしにして、うやむやにする方法だけで。難しいことを考えるのは、その作戦が成功してからでいいはずだ。

「おーー、なんか三峰の話聞いてたら俺も興味湧いてきたわ！　クラゲ、超興味ある!!」

　そう考えた俺は、俺史上最高に明るい声と表情で、開催予定日の表記を三峰から隠すように、幻想くらげりうむとやらのホームページを指差した。

　このまま来週まで、うっかり気づかなければいいのに。そしてそのまま、ずるずると生き延びてくれたらいいのに。

「……本当に？」

「はい。すごく興味があります、やっぱ夏は水族館ですよね。俺の考えが浅はかでした」

「…………無理してない？」

「全く!!　ほら、俺って海洋生物に目がない男じゃん？」

「いや初耳ですけど」

「絶対一緒に行こうぜ。それまでに俺、クラゲの生態とかめちゃくちゃ勉強しとくわ！」

　つい最近ちょうど、海の生き物図鑑を買ったばかりだし、海洋生物好きは噓うそじゃないだろ。多分。約一七〇〇円で買える信用と称号があるのならば安いものだ。

「なんでそんなに行く気になってるわけ……？」

「えーー？　三峰とデートしたいから？」

「もう、ふざけないでってば!!」

　こちらとしては一ミリたりともふざけてなどいないのだが。そう見えている方が、三峰の視点を開催日程から逸そらせるだろう。俺はそう考えて、ひたすらに水族館愛をアピールすること、約一〇分。

「だからですね、水族館ってマジ神秘だと思うんですよ。特にクラゲ。くらげりうむ。あーー、マジ行きたくなってき──」

「…………じゃあ、行こっか」

「え」

　三峰が、ポツリと小さな声で呟つぶやいた。

「一緒に行ってもいいって、言ったの。水族館」

「まじ!?」

「マジだけど、私が水槽見てるときにうるさくしたらその場で解散ね」

「はい!!　それはもう静かに魚を見る所存でしかありません！」

「その言葉が何の信用も出来ないんだけど……」

　三峰は、面倒くさそうにそう言って水族館のホームページを眺め始めた。そして、掲載されている、お土産コーナーのグッズ写真のスクリーンショットを撮って『買うものリスト』というフォルダに入れている。

　ニマニマと上がった口角と、横からなら全然見えるスマホの防犯性の薄さに気がついているのだろうか。

　気づいて、ないんだろうなぁ……。なんなんだ、このかわいい生き物。

「三峰、じゃあ約束な。指切りしよーぜ、指切り」

「Ａくんって何歳？」

「じゅうななさい！」

「もうとっくに大きいお友達の年齢で何言ってんの……」

　冷たい。氷点下の視線だ。しかし、これしきで諦める俺ではない。

　絶対に、確実に。真珠を取りに行く数日後までの保証以上に、二週間後までの保証が欲しいのだ。少しでも先延ばしがしたいのだ。

「大きいお友達だって小指で約束ぐらいします〜〜」

　俺がそう言って、小指を三峰に差し出すと、三峰はすごく怪け訝げんな顔で俺のことを見てくる。しかし、俺の圧力に負けたのか、華きゃ奢しゃな指をスマホから離してそっと近づけてきた。

「…………ん！」

　俺はその細い指に、軽い力で小指を絡からめる。外から聞こえてくる、無駄に大きな蟬せみの声だけが響きわたって、背中に緊張が走った。

「ゆびきりげんまん、三峰は絶対俺と一緒にくらげりうむを見に行く！」

「…………」

「噓ついたら────」

　この約束が、噓になったとしたら。三峰と俺はもう二度と、水族館へ行くことはおろか、会うことさえ、話すことさえ出来ないということだ。

「三峰は、俺に高級ステーキランチを奢おごる！」

　脳裏に過ぎった残酷な考えを振り切るように、いつも通りを意識して満面の笑みで笑った。

「それ、ただＡくんが高級ステーキランチ食べたいだけでしょ」

　この約束が噓になったら、ステーキランチなんて一生食えねぇよ。

　なんて、そんなこと言えるわけがないから。呆れたように笑った三峰に、「へへっ、バレた？　チェーン店のじゃないぞ、三〇〇〇円ぐらいするガチなやつな！」と能天気な声で返事をした。











４．完璧美少女と天才なみー先輩












「なーー。俺、今日はこっちの道がいい」

　いつもの空き教室でダラダラと喋しゃべり、その合間で黒くろ髭ひげをし、そろそろネタもつきたので帰宅することにした、その帰り道。

　ちょうど学校の奴やつらは部活に忙しい時間帯だったので、見られないだろうと踏んで二人で駅まで一緒に帰ることになったのだが、なんと学校から駅までは一〇分で着く。圧倒的近さ。最も寄より駅えき万歳である。

　寝坊した奴にこの距離は優しい。と、いつもなら感謝しかないこの距離が、三みつ峰みねとまだ一緒にいたい俺にとって、今はただ迷惑でしかなかった。

　だってまだ五時だぞ。帰るには早いじゃん。もう少しだけ、話してから帰りたいじゃん。あと少し、一緒にいてくれよ。

　しかし、羞恥心が邪魔をして、正直にそう言うことが出来なかった俺の喉から、それでも必死に絞り出した言葉がこれだった。

　俺としては勇気を出した言葉だったのだが、三峰は俺を駄々をこねる五歳児を見るような目で見始めている。

　今度こそ泣いてもいいですか？

「あのさ、Ａくん。通学路にこっちがいいも何もないんですけど。道は決まってるものだし。ほら、駅はすぐそこじゃん。早く帰ろうよ」

「えーー、たまには回り道したっていいだろ？　まだ帰るには早いんだし、公園にでも寄ってさ、公園前にあるたい焼き屋さんでオヤツ食べて帰ろうぜ!!　そっちの方が絶対楽しいって！」

「それの何が楽しいのか分かんないんですけど。絶対早く家帰った方が有意義でしょ」

「おっ、言ったな？　なら三峰さんは下校中に公園に寄って遊んで、たい焼きを食べて帰った経験があるんですかー？」

「それは……ない、けど」

「ないなら楽しくないとは言いきれないじゃんよ！　百聞は一見にしかずって言うだろ。よしっ、じゃあ公園まで早く着いた方の勝ちな！　負けた方がたい焼き奢おごりで!!」

「っはぁ!?　言いながら走り出すとか今どき子供でもしないでしょ!!　信じられない！」

　公園へ向けて走りながらチラッと後ろを見ると、三峰はちゃんと俺を追いかけてきていた。三日目にして、負けず嫌いとの付き合い方が分かってきたかもしれない。

　にしても、言っておいてアレだが、本当に公園に寄ったことがないとは思わなかった。学校から近いし、周りに食べ物屋が多いこともあって、わりと溜たまり場にされることも多いから一度ぐらいは来たことがあると思ったのだけれど。

（……もしかすると、それぐらい忙しかったってことか？）

　もう言うまでもないと思うが、三峰彩いろ葉はは人気者である。

　その人徳のおかげと言っていいのかは分からないが、学級委員をやっていたはずだし、リーダーのような役を任されることが多い。しかも完璧な仕事ぶりなので、余計にリーダー役が三峰に集まる。

　それを俺は「流石さすがだなぁ」と思って見ていたが、ずっと、ただ見ていただけだった。

　むしろ手伝いたいと申し出ることが迷惑だとすら思っていたのだ。作業効率が落ちるだろうから、逆に俺の助けなんていらないだろうと。

　────そんな彼女のことを手伝っていた人は、はたしていたのだろうか。

「っしゃ、お先！」

「えっっ噓うそだろ!?」

　軽く背中を押される感覚と共に、三峰の弾むような声に視界が揺れる。ふと前を見ると、髪を揺らして全力で走る三峰の姿があった。

　え、抜かされてんじゃん。こいつ本当にすごいな!?

　その姿に、俺も負けたくないと必死に走って────

「っ、はぁ、私の、勝ち……」

「クッ……次は俺が勝つからな……」

「ふはっ……次も絶対私の勝ちだけど、Ａくんも中々っ、やるじゃん……！」

「ッゲホ、だろ？」

「あーもう本気出しすぎた、最っ悪……。……とりあえず一回ベンチにでも座る？」

「だな、たい焼きは休憩してから行こう……」

　その数分後には、ベンチで死んだように蹲うずくまる俺達の姿があった。全力疾走しただけでもしんどいのに、夏の日差しがガンガン照り付けてくるせいで汗がだらだらと出てくる。

　俺も善戦はしたはずなのだが、スタミナ不足で途中からバテ、呆あっ気けなく負けてしまった。悔しい。悔しすぎる。てか、ズルまでした身で負けたのホントに悔しいな!?

「……三峰、ほんとすごいな」

「急に何？　怖いんだけど」

　三峰が、手でパタパタと必死に顔を扇あおぎながら返事をする。

「いや。ちゃんと有言実行しちゃうのが三峰なんだなって思ってさ。俺は最悪出来なかったときを想定して保険かけて生きちゃってるから、そーゆーの尊敬するし憧れるわ」

　おそらくだが、三峰は自分で決めたことを必ずやり遂げると決めているのだろう。

　俺みたいに、最悪失敗してもどうにかなるように保険をかけている奴とは違う。自分のことも周りのことも誤魔化してしまうような奴とは違う。そもそも覚悟の重さが違う。

　だから、黒髭のような運の絡からんでくるものじゃないと勝つことはおろか、同じステージにすら上がれないだろう。

「…………なんか、Ａくんに褒められると変な感じするからやめて欲しい」

　なんでだよ、と言おうとして、言葉を飲み込んだ。三峰の顔は、そのキツい言葉とは裏腹に真っ赤に染まっていて。大きな猫目から溢あふれそうなほど溜ためられていた涙が、膜を張っているのが見えて。そして何より、口角が嬉うれしそうに上がっていて。

　その姿が、他の何よりも愛おしいから困る。困って、しまう。

「いーや。三峰はもっと自分のすごさを自覚した方がいいよ。だって、ほんとに頑張り屋で努力家じゃん」

「まだ、っまだ、出会ったばっかのくせに、さも私のこと知ってるみたいなこと言わないでよ」

「まぁ、そうなんだけどさ。この短い時間でも伝わるぐらい三峰がすごいってことじゃん？」

　もっと三峰のこと語れるようになりたいからさ、知りたいからさ、このまま一生隣にいさせてくれたらいいじゃん。死ぬのなんて、やめたらいいじゃん。

　その続きの言葉は言えなかった。俺に勇気がなかったせいだった。こんなに重い言葉を、勢いだけで吐き出したくはなかった。

「…………っうるさい。そんなに褒めても、たい焼きはＡくんの奢りだからね」

「はいはい、じゃあそろそろ買いに行きますか」

　俺達の関係は、この軽い空気だからこそ成り立っている。それは悲しくもあるが、きっとこの関係だからこそ築けているものもあるのだと思う。

（まぁそりゃ〝いつか〟は、この関係じゃなくても一緒にいられるようになりたいけど）

　その〝いつか〟を叶かなえるために、とりあえず今はひたすら前を向くしかない。







　少し休んで体力を回復した俺達は立ち上がって、公園の前にあるたい焼き屋さんへ移動し始めた。といっても、本当に近くにあるので三分もかからないほどなのだが。

「ここのたい焼き、マジ美味うまいから。たい焼きのポテンシャル一二〇％発揮って感じで」

「たい焼きのポテンシャルって言葉初めて聞いたんですけど」

「いやマジで！　冗談じゃなくて!!」

　このたい焼き屋は、駅前にある老舗の和菓子屋さんが出している、屋台のような小さなお店だ。

　どうやら一代前の当主さんが「若者にもっと簡単に和菓子を食べて欲しい」という気持ちで始めたらしく、美味おいしいたい焼きをリーズナブルな値段で売ってくれる、学生達に人気の店である。

　いつもはそこそこ混んでいるのだが、下校ラッシュから外れているおかげで店内には誰もいなかった。

「おっ、後輩くんじゃん。おひさ〜〜」

「みー先輩！　おひさっす!!」

　そしてここでは、バリバリの幽霊部員だった俺が唯一仲良くなった、俺以上にサボり魔な先輩、望もち月づきくるみことみー先輩が働いているのである。

「みー先輩、いつもここにいませんか？」

「いやぁ、私も好きでこんなに働いてるわけじゃないんだよ。たださぁ、大学生ってやつはお金がかかるじゃん？　欲しい服出来ちゃったから、仕方なくここでバイトしてんの〜〜。世の中世知辛い〜」

　みー先輩はそう言って、お客さんが俺達しかいないのをいいことにカウンターの下に隠していた漫画本を取り出してバサバサと振った。

「ま、ここならサボっても怒られないからいいんだけどー？」

　うわぁ。流石、変わってないな。俺に、サボり方やバレない寝方を伝授してくれた大恩人なだけある。

「ほらほら、君達も座りなよ。今日はかなーり暑いから、お姉さんが飲み物サービスしてあげるよ。特別ね！　はい、二人は何食べる？」

「俺は夏限定のアイス入ってるやつ。今日暑いし、さっきので汗かいたしな。三峰は？」

「……じゃあ、私もそれで」

「はいはーい、了解。じゃあちょっと待っててね〜〜」

　みー先輩はそう言って、目の前にある鉄板に生地を流し込み始める。

　そして、ペロリと舌を出してから「私も食べたいから三つ焼いちゃお！」と呟つぶやいて奥へ何かを探しに行った。ほんとに自由だな。

「あの先輩とは、どうやって知り合ったの？」

　三峰が小声で俺に尋ねてきた。耳元で囁ささやかれているせいで、背筋が少しゾクリとする。

「え。三峰、まさかみー先輩にやきも……」

「違う」

　即答かよ。

「私が気になったのは、Ａくんのことじゃなくて望月先輩のこと」

「え、みー先輩のこと知ってんの？」

「そりゃ知ってるに決まってるでしょ。学年が二つも離れてた私達でも知ってるぐらい有名な先輩だったじゃん。…………いろんな噂うわさもあったし、城しろ崎さき高校きっての『天才』だって」

「あ──、まぁ良いい人だよ。変わってるけど」

「誰が変わってるって??」

　ヤバイ。聞かれてた。

「三峰ちゃん？　超良い子〜!!　ふふ、そう言われると照れちゃうなぁ。そう。実は私、天才なの。だから後輩くんはもっと私を敬うといいよ？」

　突如聞こえてきた声に驚いて振り向くと、ど真ん前にみー先輩が立っていた。
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　いつ戻ってきたんだ、ていうかマジで自由だな!?

「……敬われるのとか大嫌いなくせに」

「あは、よく分かってるじゃん。流石は私の唯一の後輩だけあるね！」

　みー先輩は、ニヒッという効果音が付きそうな笑みを浮かべて、運んできたのであろう飲み物をテーブルの上に並べた。どうやら先程奥へ行ったのは飲み物を取りに行くためだったようだ。

　俺と三峰の前にプラスチック製の使い捨てコップに入れたカフェオレを置いた先輩は、こんな暑い日にも拘かかわらず、羽織っている真っ黒なパーカーの袖をゆらゆらと揺らしてにっこりと笑った。学生時代からずっとこうなので、特に夏は会うたびに暑くないのかと聞きたくなるが、絶対にまたファッションだと言われるのだろうし、圧倒的に自分ウケを貫く人なので、さらに暑くなっても黒パーカーのままだろう。

（にしてもこの人、マジで高校時代と変わってないな……）

　みー先輩こと望月くるみは自他共に認める天才である。模試も一番。運動も一番。何をしても一番。だから、『天才』。

　おまけに容姿までいいとくれば完全に三峰と同じく憧れの的になるはずなのだが、みー先輩が三峰と違ったのは、突き抜けた自由主義で、面白いことしかやりたくない性格だったところだ。

　何でも出来るから、すぐにつまらなくなって飽きてしまう。だから、面白いものを探すためならどこまでも行ってしまう。

　何個もの部活に入ってはやめてを繰り返していたのも、面白いもの探しのためだったそうだ。それで一時期、軽けい音おん部ぶに入っていたときに俺とみー先輩は出会ったのである。

「ほんとにみー先輩ってめちゃくちゃでさ。軽音部の入部体験に来た俺に、初対面なのに『後輩くん、なんか楽器とか飽きた系だよね？』とか言い出して、持ち込み禁止なのにゲーム機持ってきて、レースゲーム大会始めたんだよ」

「うわ、私だけノリノリだったみたいな言い方するのはずるいよ！　後輩くんもノリノリで、『最高っすね。楽器は明日でもいいけど、ゲームは今しか出来ませんからね』とか言ってたでしょーー！」

「で、そのあと顧問に見つかって二人とも怒られてさ。でも懲りずに次の日も部室の隅っこ乗っ取ってゲームしてたんだよなぁ。あれはマジで楽しかった！」

「わかるわかる、あの瞬間は今でも鮮明に思い出せるもん。青春してたな〜〜」

「あとあれもしましたよね。どっちかがサボったときはサボってない方の教室行って、他の人にバレずに合図してから帰るとか」

「あーー、したした！　あれも超盛り上がったよね！　三峰ちゃんもやってみ！　めちゃくちゃ楽しいから！」

「…………いや、あの、違う世界の話すぎて眩暈めまいしそうです」

　三峰は、今まで関わったことがないであろうクズ達の、次々に出てくるクズエピソードを聞いて若干引いていた。

　そりゃあ優等生の中の優等生な三峰からしたら衝撃の話だろうな。ダメなことだって、分かってたんだけどさ。今も分かってるんだけどさ。

　あのときの俺達は多分、ぬるくて甘い普通の日常からほんの少しでも抜け出したくて、足搔あがくのに必死だったから。

「まぁ私も流石に真面目に生きようと思ってさ、大学からはちゃんとしてるよ。後輩くんみたいに一緒に馬鹿やる相手もいなくなっちゃったしさー。ま、後輩くんは今でも私のあげた鍵を使ってサボっているようですが」

「えへへ、先輩だーいすき！」

「うわ気持ち悪っ。三峰ちゃん、こんなクズ野郎だけど仲良くしてあげてね。悪いやつではないからさ。ただ、ちょっと馬鹿でＫＹなだけで」

「悪口のオンパレードすぎて全米と俺が泣いた。訴訟です、たい焼きおまけしてくれないと立ち直れません」

「しっかたないなぁ、一円引いといてあげるよ。お、たい焼き出来たっぽい。ちょっと待っててね〜〜、今袋に入れるから」

　みー先輩はそう言って、出来立てのたい焼きを俺達に渡してくれる。

　ほかほかと湯気の出ているたい焼きは美味しそうな匂いがして、さっきアイスを食べたはずの俺の胃袋もきゅるりと鳴き声をあげだした。

「ここで食べてく？　それとも食べ歩く??」

「あー、俺達公園で食べるので」

「じゃあ二つで三〇〇円ですっ。最初に言ったけど、飲み物はおまけしといたげる。だからまた来てね〜〜」

「ありがとうございます、絶対また来ます！」

「……ありがとうございました」

　俺は、自分の分のたい焼きを頰張るみー先輩にお金を払い、三峰と二人でお礼を言って飲み物を持ってからたい焼き屋を出る。

「よしっ、中のアイス溶ける前に公園戻るか！」

「…………」

「三峰さーん。……三峰？」

「……あぁ、うん。なんでもない」

　三峰はどこかボーッとしたまま返事をして、公園の方へ歩き出した。

　そういやさっきから元気がないような、口数が少ないような。

　てっきり俺達のクズエピソードに引いたせいかと思っていたが、もしかすると体調でも悪いのだろうか。

「……三峰、もしかして暑さでやられてる？　疲れてるならこのまま帰っても、」

「っだから、なんでもないの！　ほら、早く食べよ？」

　しかし、三峰は強がるようにそう言ってスタスタと歩いて行き、公園のブランコに座り込んだ。さっき座っていたベンチには大量の鳩はとという先客がいたためである。

（……心配だな）

　そう言われたらどうしようもないし、見たところ顔色は悪くないようだから体調が悪いわけではないのだろう。まぁ熱中症の軽いやつなら、アイス食べてクールダウンした方がいいかもしれない。

　そう考えた俺は、とりあえず三峰の隣のブランコに腰かけた。

　俺達が頼んだこのたい焼きは、夏でもたい焼きが美味しく食べられるようにと中にバニラアイスが挟まれた夏仕様の代物である。この、焼きたての皮の熱さと中身の冷たさのバランスがやみつきになるのだ。

「うっま〜！　ほら、三峰も早く食えって！」

「今食べようとしてるでしょ!?　…………っ美味しい！」

　カプリ、と一口かじって三峰が呟く。その、思わず、といった様子で漏れた声に、自然と口角が上がってしまった。

「だろ!?　このたい焼きホントに美味しいんだよ!!　だから絶対三峰に食べて欲しくてさ！　良かったーー、なんか俺まで嬉しいわ！」

「………………そのつもりで連れてきてくれたなら、最初からそう言えばいいのに」

「…………？　今、なんて」

「別に？　何も言ってませんけど??」

「いや絶対言っただろ!!」

「君こそ暑さでやられたんじゃない？　幻聴だよ」

　クソっ、テンションが上がって大声を出したせいで、三峰の呟きを聞き取ることが出来なかった。しかも、もう話してくれる気はなさそうだ。一生の不覚である。

　ま、どうせ「暑苦しい」とか「声が大きい」とか言われたんだろうけど、気になるなぁ。

　そんなことを考えながらたい焼きを味わい、最後の一口を口に放り込むと、三峰が俺の制服の裾をツンツンと引っ張る。上目遣いなのが絶妙にあざとい。しかも、絶対意識してないのがまたあざとすぎる。

「Ａくん、暑くない？」

「えー？　あついーー」

「だよね。…………私の背中、押してくれてもいいんだよ？」

「労働の誘いかよ。うむ仕方がない、一回五〇円で引き受けよう」

「今の時代、初回無料は基本でしょ」

「うわぁ。嫌な時代になったな」

　俺は嫌そうな顔を作りながら軽く三峰の背中を押した。それに合わせてブランコが揺れて、三峰の綺き麗れいな髪もさらさらと揺れる。

「きゃー！　なんかふわってした！　涼しい！」

「そおい！」

「きゃーーっ!?　Ａくんのばかぁ！　こういうのはもっとゆっくり押すものでしょ!?」

「ふはは、俺に任せたのが悪かったなぁ！　無料サービスなんて所詮はこんなものよ!!」

「────ッばかばかばか！　ばかーっ!?」

　やめろと言われてやめる奴がいるわけがない。

　しばらくして、散々ブランコに揺られたせいで少しボロボロになった三峰が怒ってブランコを降り、俺にも同じことをやり返したいと言い出し、しかし力が足りないので結局は諦めて、最終的には何故なぜか靴飛ばし大会をすることになった。

　あれ。なんか、久しぶりの公園って楽しいな？

「なぁ見ろ三峰、俺の靴の方が遠いって！　俺の勝ちだって!!」

「いや絶対私の方が遠くまで飛ばしたってば！　それならもう一回やる!?」

「やるか!?」

　この流れも、靴飛ばし大会も、もう五回目の開催である。

　しかし、何回やっても、どれも最高に楽しい時間だった。何より三峰が嬉しそうに笑っていて、普段はあげないような声をあげて楽しそうにしている。それを見ることが何よりも幸せで、それで───。

「っ、Ａくん隠れて!!」

　そのせいで、時計を見るのを完全に忘れてしまっていた。公園にある時計が示す時間は午後六時過ぎ。みんなが部活を終えて、下校し始める時間帯である。

「やっぱり彩葉ちゃんだ！　ほらー、絶対本物だって言ったじゃん!!」

「えっ、ほんとじゃん。なんでこんなところにいるの!?」

　三峰の叫ぶような声に弾はじかれるように公園の茂みに隠れると、女子特有の高くて甘い声が聞こえてきた。どうやら遠くから公園にいる三峰のことを見つけてやってきたらしい。

「あれ、彩葉ちゃんの他にもう一人いなかった？」

「んーん、最初から私一人だよ？」

「そう？　じゃあ私達の見間違いかも」

「もーー、怖いこと言わないでよ！」

　女子達は三峰の演技にすっかり騙だまされている。

　どちらかというと劣等生代表な俺と、学校のアイドルだと言ってもいい三峰が一緒にいたとなると説明が面倒くさいし、そもそも説明のしようもないからな。見つからないに越したことはない。

　それにしてもすごいな。さっきまでとは、声のトーンや喋り方から、表情まで少しずつ違う。ニコニコと完璧な笑顔を振りまいている三峰がさっきまで、ここで靴飛ばし大会をして子供のようにはしゃいでいたとは誰も思うまい。

「えっと。……彩葉ちゃんはどうしてこんなところにいるの？」

「……実は、ものすごーくたい焼きが食べたくなっちゃって。つい食べにきちゃった」

　三峰は言葉を探すように一瞬黙った後、満面の笑みでそう言った。それは俺が何度も駅のホームで見てきた顔で、きっと何かを誤魔化すための微笑ほほえみだった。

「そうなんだ〜〜。じゃあもう食べ終わったっぽいし、私達と一緒に帰らない？」

「いいね！　私達、彩葉ちゃんともっと話してみたかったんだ。彩葉ちゃんっていつも綺麗だし、ホント憧れでさー！」

「そうだ、写真撮ろうよ！　ＳＮＳあげてもいい？」

　女子達が嬉しそうにそう言う。この偶然を次に繫つなげようと必死なのだろう。三峰と仲が良いということは、城崎高校では一種のステータスになるから。

「えっと……」

　三峰が視線を俺の方へ向けた。俺はパチンとウインクをして、『いけ』と口パクで返す。

　今日は十分楽しかったし、あの子達と行った方が『三峰彩葉』は崩れないだろう。

　三峰はそんな俺を一瞬振り返って、うん、と小さく頷うなずいた。

　そして。

「ごめんね。私、ここで友達と待ち合わせしてるの。友達が来る前にゴミ捨てときたいし、ゴミ箱探さないといけないからそろそろ……」

　困ったような笑みを浮かべて、にこやかに噓を吐ついた。

「あーー、そっか。友達待ってたんだ！　ごめんね、引き止めちゃって……！」

「確かたい焼き屋さんの横にゴミ箱あったよ。そこが一番近いんじゃないかな？」

「ありがとう。すぐ行ってくるね、また明日話そうね？」

「うん、無理言ってごめんね！　また明日!!」

　三峰は友達に手を振ると、疲れたように浮かべていた偶像の微笑みを崩す。そして、俺の方にひらひらとゴミを振ってからたい焼き屋の方へ歩いて行った。どうやら、怪しまれないように本当に行ってくるらしい。

（……俺って、ホントに無力だな）

　ついさっき、三峰が一瞬見せた、スイッチオフの方の顔を思い出して溜ため息いきを吐く。

　こんなに近くにいるのに助けることも出来なくて。どんな言葉をかけても陳腐になってしまいそうで、彼女を救えるような言葉も言うことが出来ない。

　ついさっきまでは幸せそうに笑ってくれたのになぁ、と、ぼんやりと三峰の楽しそうな笑い声を思い出す。ずっとああやって笑ってくれたらいいのに。

　完璧なんかじゃなくていいから、欠点だらけでもいいから、幸せでいてくれたらいいのに。たい焼きなんていくらでも奢るから、ピザパーティーだって流しそうめん大会だって毎日やるから、笑ってくれるだけでいいのに。

（でもただ思うだけじゃ、どうにもならないよなぁ）

　毎日そんな何かを我慢したように、人形のように生きてるんじゃなくて、どれだけ毒舌でも辛辣でもいいから、そのままの三峰で楽に息が吸えるようになって欲しい。

　それが無理なら、俺がそうするんだ。

　俺が、幸せにしたいんだ。

（って待てよ。なんだこれ。幸せにしたいなんて、三峰のこと好きみたいじゃん）

　やめだやめだ。おかしいだろ。遠くから憧れているだけだった少し前よりも圧倒的に近づいてしまったから、感情がバグったんだ。これ以上、考えるのはよくない。

　こんな生きるか死ぬかのときに俺ってやつは何を考えてるんだ！

　ぶんぶんと、頭を振ってその考えを振り落とす。考えるのはやめよう。ここで静かに三峰を待つんだと、そう決めて、想像以上に遅い三峰の帰りを待って。

「ただいま」

「おー、おかえり。良かったのか、友達と行かなくて」

「……うん、別に」

　帰ってきた三峰の、いつになく暗い様子にそんな考えは吹き飛んだ。

「帰ろ」

　そう言って、綺麗な夕焼けを背景に微笑んだ三峰はあまりに儚はかなくて綺麗だった。それは本当にとても綺麗で。綺麗、なんだけど。

　あまりに綺麗すぎて、本当に息をしているか心配になる。

　まるで今にも消えてしまいそうで、それこそ夕焼けに飲み込まれてしまいそうで。本当に、心臓が動いているのか不安になる。彼女が生きているのか確かめたくて仕方がない。

　それに何より、ここで繫ぎ止めないと、三峰がどこかに行ってしまいそうだったから。

「……なに？」

　そんな衝動にかられて彼女の手を取った。温かかった。ちゃんと人の体温をしていた。それだけで、泣きそうになったのは初めてだった。

「…………っはなして」

「あっ、悪い」

　俺は三峰の小さな声に、弾かれるように手を離した。そして、誤魔化すように「随分遅かったじゃん」と声をかけて歩き始める。

　その言葉に、いつまで待っても三峰からの返事はなかったから余計に心配が募っていく。




「……ねぇＡくん、私の本物って何かな？」




　しばらく歩いたところで、三峰がぽつりと呟いた。普段だったら聞き逃してしまいそうなほど小さな声だった。

「本物、って」

「あーーいや、そんな真剣な話じゃないんだけど。なんか、私にはどこにも本物がないような気がしちゃって」

「…………」

「さっきの友達だってダメダメな私を見たら離れていっちゃうんだろうし、それは親だって先生だってそうで、どこにいってもハリボテの私しかいなくて。ほんとに私、何にも持ってないなって、思っちゃって……」

　そこまで言葉を吐き出して、途端に三峰の顔がパッと笑顔になる。その顔は、さっき俺が見た、何かを飲み込むときの顔だった。

　目がどこか赤いように見えるのは俺の気のせいだろうか。先程まで浮うわついたことを考えていただけに、背中を、背骨の代わりに氷を埋められたような感覚が走る。

「急にこんな話しちゃってごめん。まぁ八割冗談だから、あんま気にしな…………」

「……こんな話、じゃねーじゃん」

　こんなつもりじゃなかったのに、気がついたら言葉が口から飛び出していた。

「それに、二割本物なら相当大事な話じゃん！　なんでそうやって誤魔化そうとするんだよ、俺にはいくらでも迷惑かけたらいいだろ!?　むしろかけて欲しいわ！」

　急に叫びだしたせいで、喉がじくじくと痛む。

　あぁダメだな。三峰のことになったら、何も冷静に考えられない。

「…………っ」

「全部、ちゃんと本物だろ。頭が良いのも、努力家なのも、全部全部ひっくるめてお前が頑張った結果で、他の誰でもないお前の努力の結果じゃん!!」

　三峰は、何かを堪こらえるようにギュッと目を閉じた。もしかして何かまずいことを言っただろうか。また暑苦しかった、だろうか。

　うわ、死にたい。いや死なない。死なないけど、お願いだからタイムマシーンが欲しい。

　いや噓です神様。タイムマシーンなんていらないから、三峰が死なないようにしてください。三峰が、毎日楽しく生きられるようにしてください。

　そんな、俺の祈りが通じたのか否いなか。

「……っそんなこと、言われなくても知ってるし」

　三峰が、空気に溶かすように言葉を吐き出した。

　彼女の、じんわりと染まった頰が赤く見えるのは夕焼けのせいなのだろうか。それなら俺はきっとこれから、夕焼けのことが大好きになってしまう。

「でも、ありがと」

　その瞬間、息が苦しくなってしまうほど胸が締め付けられる。誰かが小さく笑っただけで心臓が破裂しそうなほどうるさくなったのも、初めてのことだった。

　きっと、後にも先にも今だけだと思った。











５．三みつ峰みね彩いろ葉はの『特別』論












　金曜日。この、よく分からない人と出会ってから五日が経たつけれど。

「なーー。俺、今日はこっちの道がいい」

　私はまだ、彼のことを摑つかみきれないでいた。







　Ａくん。本名は未いまだ不詳。彼の証言によると私と同じ学年らしくて、部活にも入っているらしい。そして自己中で、ＫＹで、無神経で、サボり魔で。

　────でも、私はこの人のことがそこまで嫌いじゃない。

　そうじゃなかったらさっき友達と会ったときに『三峰彩葉』を崩してでももう少し一緒にいたいとは思わなかったし、褒められたぐらいで調子は狂わないし、そもそも月曜日から毎日一緒にいることはなかった。

　たとえそれが、脅されているからだといっても。

　もしもあのとき出会ったのがＡくんじゃなかったら、私以外誰もいない家に帰ってすぐに手首を切っていただろう。そもそもあのとき、そのまま飛び降りていただろう。

　いつもなら絶対、あんなこと。

　そんな物騒なことを考えて、絆ばん創そう膏こうを貼られたときの、Ａくんの冷たい指の感覚がまだ残っている左手首をなぞった。あのとき、ここに呪いをかけられたせいだ。

　ただ、「死にたくなったら電話して」と言われただけで、数字の羅列を書かれただけで、手首を切ることが出来なくなってしまった。私は、あまりにも簡単に自殺の手段を一つ失ってしまった。その代わりに、苦しくなったら左手首を握るようになった。

　何故なぜかは分からないけれど、分かるつもりはないけれど、気づく前に死ぬつもりだけど。なんだか彼といるのは居心地がいい。でも、それと同時によく分からない気持ちにもなって。

　そして何より。

「……あ、さっきの。確か三峰ちゃんだったよね？　どしたの？　忘れ物??」

　思考中断。私は、いつも通りの完璧な笑みを顔に貼り付けて返事をした。

「いえ、食べ終わったのでゴミを捨てに来たんです。ここにゴミ箱が置いてあるって聞いて」

「あー、そっかそっか！」

　望もち月づきくるみ先輩。城しろ崎さき高校のＯＢで、Ａくんの部活の先輩らしい。先輩はこのたい焼き屋さんで働いているらしく、今は外の掃除をするために出てきたみたいだった。

「たい焼き、とても美味おいしかったです。ありがとうございました」

「そっかそっか、なら良かった〜！」

　あぁ、笑顔が眩まぶしい。明るくて綺き麗れいで素敵な先輩。そして頭までいい先輩。Ａくんがまさか、望月先輩と仲がいいとは思わなかった。

　というよりむしろ、望月先輩が〝後輩くん〟と親しげに呼びかけるほど仲のいい後輩がいるとは思わなかった、の方が正しいかもしれない。

　望月先輩は、去年ほとんど関わりがなかった私でも知っていたぐらい有名な先輩だった。それは、良い意味でも、悪い意味でも。

　いくら校則が緩いとはいえ、白に近いほど色を抜いた髪や、スカートをかなり短く切って改造した制服は相当目立っていたし、先生にいくら怒られても毅き然ぜんとした態度で「テストで一位取れなくなったらやめます」と言いきってからずっと一位から落ちなかったのだから、本当にすごいと思う。

　クラスメイトの名前なんて一人も覚えていなかったという話も聞いたし、部活に入ってやめてを繰り返していたが、どの部活でも経験者を凌しのぐほどだった、という話も聞いた。

　そんな先輩を変わり者だとかどうだとか、悪く言う噂うわさも沢山聞いた。

　憧れはするけど、尊敬はしない。周りから一五ｃｍほど浮いたところにいる、人と交わらない一人きりの天才。そんな、イメージだったから。

「ところでさー、これ聞いたら怒られるかもしれないんだけど。君と後輩くんって付き合ってるの？」

「っ、付き合って、ないです」

　突然の豪速球に、息が止まりそうになる。

「えっ、そうなんだ。ならただの友達か。後輩くんが女の子とここに来たの初めてだから勘違いしちゃったじゃんか〜〜」

　望月先輩は残念そうにそう言って、「ごめんね、変なこと聞いて」とふにゃりと笑った。

　だからだろうか。この先輩は絶対に、私なんかに興味がないと分かっていたからだろうか。

　気がついたら、普段の私なら絶対に言わないことを口走っていた。

「ただの友達では、ないんですけど」

　むしろ、ただの友達ですらないんですけど。

　心の中で付け足して先輩の顔を真まっ直すぐ見た。

　ここで目を逸そらしたら、何かに負ける気がして。

「あーー、そっか、そうなんだ」

　あぁ、私、嫌な女だ。嫌な言い方をした。

　出会って五日のくせに、私も彼にそう言ったくせに、もうここまで執着しているとは思わなかった。自分で口にしておいて、今更気がついた。

　私はきっと、Ａくんが私以外の人と、私の知らない話をしていることが嫌だった。私が死にたいと知っているのはＡくんしかいないのに、連絡先もくれたのに。

　そのことを特別だと思いたくて、必死だった。

　君の一言で機嫌が良くなって、友達よりも君との時間が欲しかった。先輩が後輩くんと呼んでいるのにも、安心した。私は知らない彼の名前を、先輩に呼んで欲しくなかった。

　こんなこと初めてだったから、この感情の呼び方が分からない。名前をつけたら私だけのものではなくなってしまいそうだったから、名前すらつけたくない。

　先輩の返事を否定せずに曖昧に笑う。

　先輩には、このまま勘違いして欲しいな。Ａくんを特別だと思うのは私だけでいい。

　あぁ。私、どんどん、最低になっていく。

「後輩くんはね、いい子だよ。さっきも言ったけど、空気は読めないのに何でかこっちが傷つくこととか嫌なことは言わないの」

　知ってる。

「いつも底抜けに明るいし、ポジティブだし、サボり魔なのに何故か自分のこと真面目って思っててさ。自信だけはあるの、謎に」

　知ってる。

「なのに、自分のこと『普通』だって思ってるみたい。意味わかんないよね、『特別』がいいんだって。彼は、私達みたいなのに憧れてるんだってさ」

　…………知らない……っ！

「……って、そんなのもう知ってるか。君達、仲良さそうだし。三峰ちゃん、後輩くんがいたときと今だと、話し方とか表情とかちょっと違うし」

　先輩が、呆あきれたようにそう言って笑う。知らない、知らない。Ａくんが『特別』に憧れていることも、私がＡくんには『三峰彩葉』として接せていないことも。

　全然、知らなかった。知りたくなかった。

「…………すみません」

　喉から声を絞り出す。足元が不安定になっていく。

　あぁ、どうしよう。死んでしまいたい。

　死んでしまいたいから、左手首をギュッと握る。痛い。冷たい。

　Ａくんの体温が思い浮かぶ。────死にたくない。

「あぁいや、責めてるわけじゃないの。むしろ嬉うれしくなっちゃったんだ。私がまだ学校にいたとき、君のことを見て勝手に、私と似た子がいるって思ってたからさ」

「…………え？」

「だって、『特別』だと祭り上げられやすいでしょう？」

　先輩はそう言って、持っていた箒ほうきを片手に、寂しそうに笑った。

「良いことも山ほどあるけど、それと同じぐらい嫌なこともあるし。でも、嫌なことがあるなんて言えないんだよね」

「…………っ」

「良いことばっかがよく見えすぎて、特別扱いが嫌だって言ったら我わが儘ままだって、欲張るなって言われるから、その嫌な気持ちとかを隠してるうちにどんどん自分を作り込んでいって、そのうち自分が何なのかも分からなくなる」

　図星だった。まるで、私の話みたいだと思った。

「あはは、まぁこれは私が一年生だったときの話なんだけどね。これでも私、ちゃんと優等生してた時期もあるんだよ？　その頃はスカート丈もそのままで、髪も黒だったかな。学級委員もしてたし」

「……そう、なんですか」

「うん。でも、なんか全部嫌になって、全部捨てちゃった！」

　そう言って先輩が笑う。夕焼けが、先輩の色素の薄い髪を染め上げる。サラサラと揺れた夕焼け色が先輩の笑顔を彩いろどった。

　その笑顔があまりに眩しかったから、目が眩くらみそうになる。

「まぁでも、私は『全部捨てるぜ！』って決めたら潔いさぎよく捨てちゃえるタイプだったけど、そうなれない人もいるじゃん。君は優しすぎるから、どこまでも我慢しちゃうタイプに見えてなんか心配だったんだよねぇ。余計なお世話かもしれないんだけど」

「…………っ余計なお世話じゃ、全然、ないです」

　全然、本当に、余計なお世話なんかじゃ。

「それで死のうとしてたんです」とまでは言えなかったけど、この人には聞いて欲しくて、それだけは絞り出すように口にした。

　あぁ、私、この人とＡくんが話していて羨ましくなった理由が分かった。気づいてしまった。二人ともきっと、人のことを自分で評価出来る人なんだ。

　価値判断の軸を自分に置いてる人なんだ。自分に置ける、人なんだ。

　だって私、今日ちゃんと喋しゃべるまで、望月先輩のことを変わった先輩だと思ってた。レールから外れてるって、そうはなりたくないって少し思ってた。

　だからＡくんにわざわざ確認をした。どこかやましかったから、小声で。

　色々な噂があるけど、とか。そんなものに何の意味もないのに。

　ただ、興味もない誰かから聞いただけの話のくせに。信じる価値もない言葉なのに。

　でもＡくんは、そんなの何も関係ないみたいに先輩は良い人だって言いきって。望月先輩もこうやって、噓うそだらけの私のことを思ってくれていた。

　私、二人が羨ましい。

　狭い世界が全部だと思って、生きていられなくなった私が、悔しい。

　あぁ。私は、二人にこうやって思ってもらうような人間じゃないのに。薄っぺらくて、必要とされる作り物で凌いできた人間なのに。

　だって、必要とされるものさえ作れれば、ここにいてもいいんだと言われている気持ちになった。本当の私を愛してくれる人なんて、いつの間にか一人もいないと思っていた。

　もう今更どこにも戻れない。

　誰のことも好きになれないくせに、信じきれないくせに、一人は嫌い。Ａくんは私を努力家だとか強いとか言うけど。ただ、「助けて」とも言えないぐらい弱いだけだった。

　────私、『完璧』なんかいらないから、二人みたいに本物が欲しかった。ただ何か頼れる一つが、一人の特別が欲しかった。

「あーー、ごめんね？　人間喉元を過ぎたら忘れちゃうものだから、偉そうに上からアドバイスしちゃった。私だってあのとき、あんなに苦しかったのにやっちゃったなぁ」

　いつの間にか頰を涙が伝っていた。感情が壊れちゃった。誰にも迷惑なんて、かけたくないのに。特に望月先輩には迷惑なんてかけたくないのに。

　そう思うような最低な私なのに、望月先輩は温かい手で私の涙を拭ってくれた。

「君もいつか笑って話せるようになるといいね。あのときマジしんどかった！　ってさ」

　そのとき、ふと黒いパーカーの袖口から見えた望月先輩の手首には、無数の切り傷がついていた。

　今まで、少しも気づかなかった。望月先輩のイメージとは程遠かったから。遠くから眺めていた望月先輩はいつも楽しそうで、手首を切る理由なんて私には少しも想像出来なかったから。そもそも、そんなこと考えたこともなかったから。

　最低だ、私。私も、みんなと一緒じゃんか。

　あれだけうんざりすると思っていた、外見と噂だけで遠くから決めつけて、勝手なイメージで「特別」だの「完璧」だのと塗り固める人達となんにも違わない。

　見たいものしか見えていなかった自分に、見ようとしなかった自分に、心底失望する。

　私だけが死にたいわけじゃない。世界で一番、不幸だとは思わない。だけど、みんな当たり前みたいに生きているから、いつからか、自分のことしか見えなくなっていた。

「それか、一緒にいて楽な人が見つかるといいね。後輩くんとかオススメだよ。アイツ、ちょっと自堕落だけど良い奴やつだってことは保証するからさ」

「……それは、知ってます」

「あは。なら良かった。じゃあ今度は恋人になってここに来ちゃってね、なんて！」

　先輩がぺろりと舌を出しながら笑う。

「すみません。それは、無理だと思います」

　即答した。手に持っていたたい焼きの包み紙を、グシャリと握り潰した。

　強引に潰したせいで、手がじくじくと痛む。

「私、人と約束するの苦手なんです」

　Ａくんと約束をしてしまったのは脅されたからで。その約束すら叶かなえられるか分からないほど不安定な毎日を過ごしているのに、約束したことを後悔しているのに、これ以上約束ごとを増やすわけにはいかない。

　叶えられない約束はしないようにしているんです。

　────だって私、来週の月曜日に死にますから。

　そうハッキリ言えなかったのは、どうしてだろう。

　Ａくんのことが好きではないから、恋人になんてなるわけがないと言わなかったのはどうしてだろう。

「そっか〜〜。ま、私は基本的にここにいるからさ。何故ってシフト入れまくってるからね。夏休みはお金稼ぐしかないっしょ！」

　望月先輩は、この空気を吹き飛ばすように明るく笑ってくれた。

　私も、それに便乗するように少し笑って、丸めたゴミをゴミ箱へ放り込む。

　そして、Ａくんの待つ公園へ向けて歩き出した。

　思考再開。さっき、考えていたことの続きを考え直す。

　何故かは分からないけれど、分かるつもりはないけれど、なんだか彼といるのは居心地がいい。でも、それと同時によく分からない気持ちにもなって。

　そして何より。

「Ａくんとは、これ以上近づきたくない」

　ポツリと呟つぶやいた声が、夕日の照らす道路に響く。

　早く一週間が経ってくれないだろうか。これ以上一緒にいたくないのだ。これ以上、あのよく分からないペースに乗せられたくないのだ。だって、価値観が壊されそうになるから。こんな自分のことを好きになってしまいそうになるから。

　三日で伝わるぐらい、君は良い人です。相当良い人です。それは分かってしまいました。

　私は、肩にかけていた鞄かばんに付けている定期入れを手に持って、上からそっとなぞった。

　中には、あの日Ａくんに貼られた絆創膏が入っている。君からもらった電話番号を大切に書き写した紙が、入っている。

　眠れない夜に何度も見つめるせいで番号なんてとっくに覚えてしまっているのに、何故だか確認したくなったから定期入れの中から丁寧に紙を取り出した。




「これ以上、私の〝特別〟にならないで」











６．完璧美少女とゼロ距離勉強会












「おじゃましまーす……」

　俺が恐る恐る大理石の玄関で靴を脱ぎながらそう言うと、三みつ峰みねが吹き出すように笑う。

「律りち儀ぎか。別に、私しかいないんだからそんなに気遣わなくてもいいのに」

　いやいやいやいや。どう考えても気遣うだろ。

　どこからどう考えたって三峰しかいないから緊張しているのだが、何故なぜそこに気づいてくれないのだろうか。

　俺のことをなんだと思ってるんだ、女子の、しかも学校一どころか県で一番は堅い美少女の家に招待されて平静を保てるやつだと思ってるのか!!　そうなのか!?!?

　そんな聖人、この世にいねーよ!!

「あーー、じゃあ適当にその辺に座ってて。私、飲み物いれてくるから」

「あっ、はい！」

　三峰の声にビクッとしながら返事を返し、どこか甘い匂いのする部屋のどこに座っていいのかが分からずにウロウロと歩き始める。

　いやおかしいだろ、なんだこの展開、とお思いの方。俺が一番そう思ってます。助けてください、こうやって、いもしない別人格に話しかけるぐらいには緊張してます。

　そう、そうだ。きっかけは、昨日の帰り道にふと出した話題から始まったのだ。







「最近、数学のテストの難易度上がりすぎじゃね？　もうＸとかどうでもいいよ……」

「Ａくんって数学苦手なんだ？」

「苦手っすね。分かりやすく言うと、トマトの次ぐらいに」

「変に自分の情報織り交ぜながら話してくるのやめてもらっていい？　Ａくんがトマト嫌いとか知らないし。全然分かりにくいし。……ふーん、でもそれなら頑張らなきゃだね。来週、テストあるんでしょ？」

「……来週、テスト??」

　えっっ、そんなのあんの。初耳なんですけど。

「今日の集会で言われてたでしょ。文系は数学強化期間に入るから、成績にも入れる小テストやるって」

「……そ、そういやそんな気がしなくもないですが…………」

「しなくもない、じゃなくてあるの。平均点の半分以下の点数だと追試もあるってね」

　正直に白状しよう。どうせまた、どうでもいい話なのだろうと思って寝ていた。それはもうぐっすりだった。

「終わった、俺はもう大人しく追試に行くしかないんだ……」

「諦めるの早っ。まだ一週間あるのに今から諦めてちゃダメでしょ」

「でも、こんな数弱の俺を誰が助けてくれるって言うんですか…………」

「それは、その、数学が得意な人に頼めばいいでしょ。あとは面倒見のいい人とか、責任感のある人とか」

「そんな人、そうそういな────はっ！」

　それ、最初から最後まで三峰のことじゃん。

「…………なに、そんな期待した目でこっち見て。嫌な予感するんだけど」

「三峰パイセンっ！　勉強会しましょ、勉強会!!」

「あーー、もう絶対そうなると思った……」

　三峰は、立ち止まって、苦いものでも飲み込んだような顔をして溜ため息いきを吐ついた。しかし、これはもしかすると学校がない明日も会うことの出来るチャンスなのではないだろうか。

「あのね？　私にも、都合ってものが────」

「じゃあ明日も予定あったりすんの？」

「明日っ!?　も、もちろんある……けど」

「どんな？」

「どんなって、そのっ」

　おっと、これはなさそうだが??

　よっしゃあ、この千載一遇のチャンスを逃す俺ではないのだ。俺は、視線を彷徨さまよわせながら「か、買い物とか？」と呟つぶやいた三峰に手を合わせて必死にお願いを始めた。

「それなら午前中だけ!!　ねっ、買い物は午後から行けばいいじゃないですか！」

「…………」

「あっっ、お昼ご飯奢おごりますよ。俺、美味おいしいオムライス屋さん知ってます!!」

　三峰は、三下風演技を始めた俺から顔を逸そらして歩き始める。そして、少し進んだところで俺の方を振り返り、小さな声で何かを呟いた。

「…………ら」

「え？」

「…………だから、何時からかって聞いてるの！」

　どうやら、引き受けてくれるらしい。本当に、人がいいというか何というか。

「一〇時からは？」

「それでいいよ。どこ集合にする？」

「じゃあ、いつもの駅集合で。近くに長居出来るファミレスあるし」

「りょーかい。じゃあ、教科書とノート持って来てね」

「はいっ、三峰パイセン!!」

　と、いうことで、意気揚々と一〇時に駅で合流したはいいのだが。近くのファミレスは混みすぎて入れず、図書館ではうるさいと注意され、保険としてあてにしていたカフェは臨時休業日と散々な結果に終わり、勉強会大作戦は失敗へ向かっていたのだ。

　三峰が、「今日は両親が出張でいないから、私の家で良ければ提供してもいいけど」と言い出すまでは。







　最初はノリと勢いで三峰の家へ向かっていたのだが、「あともう少しで着くから」みたいなことを言われるたびに緊張が増し、さらには辿たどり着いた場所が明らかに高級そうなタワーマンションだったのだからもうどうしたらいいのか分からない。

　そして、部屋に入ってみたらこれだ。どことなく甘い匂いがするし、二人きりだし──。

「あれ、まだ立ってたの」

「ひぃ!?」

「あはっ、何その声。お茶持って来たよ。そこのクッションにでも座ったら？」

「お、おう。ありがとうございます」

「じゃあ教科書出して。言っとくけど私、厳しいからね？」

　あーー、もうダメだ。呼吸すらぎこちないのに、どうやって勉強に集中しろと言うのか。そんなの無理ですよね！　無理！　絶対無理!!

　──────と、思っていたのだが。

「いやＡくん、このＸはここで消えるから……」

「なんで!?」

「なんでも！　そう決まってるの!!」

「はぁ!?　ここで消されるＸの気持ち、考えたことあんのかよ!?　なぁ、お前だって不可能を可能に変えたいよな!?　未まだ志し半ばだもんな!?」

「Ｘの気持ちなんて考えてる暇あるなら、Ａくんに意味わかんないこと言われながら数学教えてる私の気持ちも考えて欲しいんですけど!?」

「でもＸが……」

「うるさいな!?　数学は気持ちの強さでどうにかする学問じゃないわけ!!」

　いやもう全然集中出来たよね。めっちゃ集中出来ました、数学が分からなさすぎて。

　これを不幸中の幸いと呼んでもいいのだろうか、全く呼びたくはないがＸのことを考えていたら二時間ほど経たっていた。

　正直、最初は口実にしようと思って言い出した勉強会だったが、真剣に教えてくれる三峰を見ていると、俺も頑張らないと、という気持ちがどんどん湧いてくる。

　三峰が、自殺をやめる理由になりたい。

　そのためには、三峰の隣に立つ努力をしなければならない。

　急に、「次のテストで学年一位を取る！」なんてフィクションにしかない夢物語は宣言出来ないが、せめて来週の数学のテストで平均点より上は取ってみたいものである。

　そんなことを思うのは、入学してから周りと自分を比べて、全てを少しずつ諦めだしてから初めてのことで、だから。

　俺が少しずつ変わってるみたいに、三峰も俺と出会って少しでも変わってくれたなら嬉うれしいなんて、期待をしちゃうわけで。

「……なに？」

　サラサラと数式を解く三峰の横顔を見つめながらそんなことを考えていると、三峰が不意にこちらを向いた。

「…………っ」

　そのせいで、パチリと目が合って。勉強に集中していたせいで全く気がつかなかった、その距離感の近さに耳まで熱さが駆け抜ける。三峰が、首を傾かしげた拍子に垂れて来た髪をさらりと耳にかけて、くすりと笑う。大きな猫目の中の瞳孔が一瞬、本当の猫みたいに縦長に細まった。

　怖い。俺ですら気づいてない気持ちまで、全部見透かされてるみたいで、怖い。そうしたらこのまま、この関係ではいられないだろうから、怖くて仕方がない。

　そんな想おもいを必死で隠すように、へらりと笑った俺に、三峰は──

「あーー、分かった。もしかしてＡくん、お腹なか減ったんでしょ？」

「へ」

　悪戯いたずらっぽく笑って、頰ほお杖づえをついてニヤニヤしだした。その様子にポカンと口を開けると、三峰はその間抜け面から何を感じ取ったのか、パッと立ち上がって「お昼作ってくるね、オムライスでいい？」と聞いてくる。

　え、え、えぇ??

「えっっ!?　三峰の手作り!?　ですか!?!?」

「私の家まで移動しちゃったし、Ａくんの言ってたオムライスのお店、ここからだと結構遠いでしょ。そこまで行くのは流石さすがに面倒くさいし、私が作ろうかなって」

　??　そんな？　素晴らしいことがこの世にあってもいいのでしょうか？　神様??

「あ、嫌なら別に……」

「嫌なわけないです、超食べたいです。命に代えても食べたいです」

「そう。なら、いいけど」

　三峰は、俺の勢いに呆あきれたような、でもどこかまんざらでもなさそうな顔でそう言うと、「じゃあ待ってて」と言って部屋を出て行った。

「待って、俺も手伝うわ!!」

「えー、数学から逃げるために？」

「いや、三峰に助けてもらってばっかだから、少しでもお返ししようかと。手となり足となって働きますよ！　使えますよ、俺！」

「……あははっ。何それ、じゃあこき使わせてもらおっかな〜〜」

　それから俺達はエプロンを着て、オムライス作りに取り掛かった。

　ちなみにですが、エプロン姿の三峰は、えっと、なんかこう、あの、はい、俺の貧弱なボキャブラリーでは表せないぐらい〝良かった〟んですよね。

　あぁ、一枚でいいから写真を撮らせてもらえないものだろうか。

「Ａくん、卵割って混ぜといて！」

「いえす、まいろーど！」

　はい。働きます、働きますよ。

　俺が雑用をこなし、三峰が手て際ぎわよく調理を進める。その役割分担が良かったらしく、数十分後にはとてもステキなオムライスが二つ完成した。勿もち論ろん、上にケチャップアートを描くことも忘れない。

「じゃあこれが三峰ので、これが俺のな！」

「……何、このＴＭＡって」

「サンキュー、三峰、愛してるの略」

「っちなみに、この端の方にいる地球外生命体みたいなやつは？」

「どこからどう見ても猫ですが??」

「…………はぁ」

「ねぇ待って、マジの溜息やめて」
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　こう見えて中学時代の美術の成績四なんだぞ。いや、五は一回も取れたことないけどさ。

　俺は、必死で弁解する俺に諦めをつけたのか、オムライスを食べようとし始めた三峰を慌てて止めた。

「お客様、まだ終わりじゃないですよ」

「まだ終わりじゃないの!?」

「魔法が、まだですよね？」

「いや作ったの私ですけど!?」

「はい、魔法かけますよ〜！　愛をたっぷりこめてーー！　美味しくなーれ！　ほら、三峰も！」

「あーー、もう！　美味しく、なーれ！」

「美味しく仕上がりました〜〜。いただきます！」

「…………いただき、ます」

　三峰がぎこちなくいただきます、と言うのを見届けてから、オムライスを口に運ぶ。

「えっ、うまっ！」

　美味しい。ぶっちゃけ、今日行こうと思っていたオムライス屋さんより美味しいかもしれない。三峰が完璧なのは、まさか料理にまで及ぶのか。

「三峰って料理まで出来るんだな」

「……出来るってほどじゃないけど。家事も料理も一通り出来ないと、二人とも安心して私を家に置いていけないでしょ」

「二人ともって？」

「両親のこと。私の親、バリバリ仕事してて忙しいから。今日みたいに出張で家にいないこともよくあるし、最低限一人で生きていけるようにしてるの」

　三峰はそう言ったあと、パクリと大きな口でオムライスを頰張った。その様子が強がっているように見えるのは、俺だけじゃないはずだ。

「三峰、家でも優等生やってんだな」

「……なに、バカにしてる？」

「いや、尊敬してるし、そういうところ良いなって思った。だって、両親のこと好きだから心配かけたくなくてそうしてるわけだろ？」

「〜〜っうるさい！」

　その反応が全てを物語っていると思うのだが、三峰はまるで照れ隠しのように、さらにオムライスを口に放り込むペースを上げた。

　おい、大丈夫か。リスみたいになってるぞ、それでも意味わからんぐらいかわいいけど。

「別に、そこまでして良い子やる必要もねーと思うけどな。疲れるだろ、親にまで気遣ってたら」

「…………でも、そっちの私の方が両親だって好きだもん。我わが儘まま言ったら嫌われちゃうかもしれないし。一人で何でも出来なきゃ、いけないの」

「そうか？　まぁ、それは三峰の自由だけどさ」

　自由だけど、それなら俺がこうやって、面倒くさいお節介を焼くのも自由じゃないか。

「寂しいときは、寂しいって言ったらいいじゃん。だって三峰、一人が寂しかったから今日俺と勉強会してくれたわけだろ？」

「〜〜は!?　そんなんじゃないし！　余計なお世話!!」

　三峰はそう言って、最後の一口をかきこむと「ごちそうさま」と叫んで台所の方へ歩いていった。そして、まるでロボットにでもなりきっているかのような動きで淡々とお皿を洗い出す。

　俺はもぐもぐとオムライスを咀そ嚼しゃくしながら、ぼんやりとその様子を眺めていた。

　家事も、料理も、勉強も出来て、完璧な女の子。言葉にしたらそれは簡単なことだが、三峰から聞いた話を少しずつ繫つなぎ合わせると、それは少しも簡単なことじゃない。

（それなら俺も、たかが数学のテストごときで諦めてられないよなぁ……）

「っしゃ！」

　三峰が勉強に付き合ってくれる限り、頑張ろう。

「三峰、片付け手伝うわ！」

　最後の一口を食べきった俺は、席を立って腕をまくり、三峰の元へ向かった。




　少しずつ、ほんの少しでも、彼女の負担を減らせたら。

　もう少しだけ、その痛みに近づけたら。











７．君のせいで今日も死ねない












　月曜日。三みつ峰みねと出会ってから、二回目の月曜日がやってきた。つまり今日は真珠を取りに行く日であり、三峰が自殺するか否いなかが決まる運命の日である。

　そんな大事な日に、三峰はひどく疲れたような、眠そうな顔で電車を降りてきた。

「あれ、どしたの三峰。なんかめっちゃ眠そうじゃん」

「っ〜〜うるさいな！　徹夜したんです!!　誰かさんのせいで！」

　三峰は非難めいた視線を俺に向け、ボスリと背中を殴ってきた。その大きな猫目に涙が溜たまっているのは、欠伸あくびを堪こらえているからなのだろうか。

「え、もしかしてマジで勧めたやつ見てくれたのか！」

「誰かさんが一話だけでもいいから見てくれって必死に頼んできたからでしょ!?」

　そう、その誰かさんとは勿もち論ろん、俺のことである。今日は、月曜日は、三峰がこれからも生きてくれるのかが決まる大事な日だ。だから、日曜日も出来れば一緒にいたかった。

　三峰が死ぬ予定を早めないか、不安だったから。

　しかし、日曜日も勉強会に付き合わせるわけにはいかないし、連れ出す場所も口実もない。それでも、どうにか少しでも三峰の意志を生きる方向に傾けたい。

　そう思った俺は、帰り際ぎわに俺イチオシのアニメシリーズを三峰に布教したのだ。それが、『サメゴンの冒険』というネットアニメである。

　これは、サメゴンというサメの主人公が海を泳ぎながら立派なサメへ成長していくまでの物語なのだが、子供向けミニアニメとは思えないクオリティ、圧巻のストーリー展開、さらにはラブロマンスと、深い内容がネットで話題になって火がつき、ついにはあの動画配信サービス、サバンナプライムのランキング一位を獲得したことまである伝説の作品なのだ。しかもシリーズ五まであり、続きが気になる展開故に一気見必須なのである。

　三峰が一話を見て、少しでもハマってくれたら日曜日は死なないのではないか。そんな淡い期待から勧めたのだが、まさかここまでどっぷりハマるとは思っていなかった。

「えっ、じゃあどこまで見たんだよ」

「とりあえず最後まで見たけど」

「本気でハマってるじゃん……」

「そうだよ!?」

　即答だった。

　いや面白いよな、サメゴン。俺もクラスの友達に勧められたときは半信半疑だったが、一話を見てからは徹夜で最後まで見たことが記憶に新しい。

「だってサメゴン良い子すぎるじゃん。何でも一人で頑張ろうとするわりに、しかもサメなのにメンタルは激弱でさ。それなのに人のためには一生懸命でさ」

「…………」

「サメも一匹で生きてるわけじゃないんだなって思ったし、近づいたら傷つけてしまうって怖がりながらも最後は仲間の存在に気づけて良かったなって。私、サメゴンに仲間が増えてくたびに泣けちゃった」

「そうなんだよ、あのアニメのいいところはサメゴンの成長がありありと伝わるところなんだよなぁ。それにしても勧めたら一日で見てくれる三峰、マジでいい奴やつすぎなんだが」

「ほんと、そうだよ。もっと私に感謝してよね。こんなことで徹夜したのなんて久しぶりなんだから」

　三峰は頰を膨らませて、でも少し嬉うれしそうに笑ってそう言った。

　そもそも三峰が徹夜をするイメージが全くないのだが。勉強会のときに聞いた話から考えると、両親があまり帰ってきていないらしいから、徹夜をしてもバレないし怒られないのだろうか。そのせいで余計、無理を積み重ねているのだろうか。

「なぁ三峰」

「なに？」

　三峰は、きょとんとした顔で俺の方を向いた。

「……なんでもない」

　もう今日が最後だというのに、言えるわけがなかった。

　三峰ってちょっと、サメゴンに似てるよな、なんて。なんでアニメの主人公に仲間が出来ただけで泣くのに、一人で死んでしまおうとしたのか、だなんて。







　そして放課後。俺達は終始上の空だった授業を終え、もうすぐ五時なのにまだまだ明るい太陽に照らされながら、一週間前に訪れた、あの海へ向かっていた。

　午後五時といえば電車が混んできてもおかしくないのだが、平日の夕方から海へ向かおうとする人は少ないらしく、今日も車内に人は俺達しかいない。

　ガタン、ゴトンと電車が進む。景色が徐々に、見知らぬものへと変わっていく。

　そのたびに、ドクンドクンと心臓が跳ねるから、次第にその音しか聞こえなくなってきて、ズキズキと痛む左胸にしか意識がなくなったみたいだと思った。

「…………なぁ、三峰」

　噓うそだ。右肩にも、感覚があった。ほんのり温かくて、心地よい重みを放つ感覚が。

　三峰の頭である。

　どうやら徹夜のせいで眠気が限界に達したらしく、電車に乗ってすぐにウトウトし始め、ついには寝てしまったのだ。そのあどけない寝顔を見て、あぁもしかしたら、これで三峰と会えるのは最後になるかもしれない、なんて思って。

　それなのに、どうしたって、三峰がいなくなった世界のことが想像出来なくて。この重みを、温ぬくもりを失ってしまうことが、怖いと思った。

「俺ともう少しだけ、生きてくれたっていいだろ」

　小声でそう呟つぶやいて、それだけで泣きそうになった。その涙を誤魔化すために、誰も見ていないのに欠伸をしたフリをする。実は俺も、不安で眠れなくて徹夜で学校に来たから、欠伸が出たって不自然じゃないと、自分自身に言い訳をした。

　────今ここで泣いたら、三峰がこの後死んでしまうかもしれないことを事実にしてしまいそうだったから。







「三峰、三峰。起きろ、着いたぞ」

「…………ん」

　俺の何度目かの呼びかけで、三峰はぼんやりとした顔をしながらもパチリと目を覚ました。そして、寝ぼけた声のまま、欠伸交じりの言葉を吐き出す。

「私、寝てた……？」

「おう、それはもうグッスリと」

「うぅ……いやでもこの徹夜はＡくんのせいだし。感想、喋しゃべりたかったからって無理しすぎたのが悪いんだし……」

「……だから、責任取って枕になってやったじゃん」

　俺達は軽口を言い合いながら改札を出て、俺はまだ眠たげな三峰を引っ張りながら海への道を歩き出した。

「しりとり、決着つかなかったな」

「うん」

「空、綺き麗れいだな」

「そうだね」

「暑いな」

「ん」

「……海、遠いな」

「…………うん」

　なぁ、今でもこの後死ぬつもりなのかよ。

　肝心なことだけが聞けなくて、ずるずるとどうでもいい話ばかりを続けてしまう。

　そんな、核心に触れないようなふわふわした会話を続けているうちに、あの真珠取り出し体験をしたお店まで辿たどり着いてしまった。

「すみませーん、先週ここに来たものなんですけど」

「あっ！　あの素敵なカップルさん！」

　素敵な、カップルさん。その言葉に胸が痛むが、今更動揺していられない。

　俺はヘラリと笑って、「照れるじゃないですか」と言ってから、店員さんに導かれるままに、店の奥へと進んだ。

　あまりの虚無に、心がどうにかなりそうだ。

「こちら、完成した品物です。お二人はカップルとのことだったので、指輪に加工させていただきました！」
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「おー！　ありがとうございます!!」

　店員さんがにこやかに見せてくれたトレーの中には、小さな指輪が二つ収まっていた。

「これ、小指に嵌はめる指輪なんですけど、ピンキーリングっていうんです。つい最近来たカップルのお客様もピンキーリングに加工させていただいたんですけど、お揃そろいだってすごく喜んでくださって」

　お揃い、という言葉に緊張が走った。そもそもカップルでもなく、死にたい三峰にとってこれは、呪いのようなものだ。縛りつけるものだ。

　三峰は今、どんな顔で店員さんの話を聞いているのだろうか。

「へーー、それはいいですね」

　自分の気持ちよりも、三峰の気持ちが気になって仕方がない。

　この気持ちを、何と呼べば正解なのだろうか。

　何と呼べば、三峰は明日も笑ってくれるのだろうか。

　気持ちがどんどん沈んでいく。そんな俺とは反比例するように、店員さんはニコニコの笑顔で話を続けていた。

「それでその後、水族館に行ったらしいんですけど、作らせていただいたピンキーリングを嵌めて撮った写真がＳＮＳでバズったとかで、それを見てここに来てくださるお客様が増えたんですよ！」

「へーー、すごい偶然ですね。私達も来週、水族館に行く予定なんですよ！」

　ずっと俯うつむいていた三峰が、そう言って顔を上げる。

「…………え？」

　その瞬間から、まるで俺だけ深海にいるみたいに、数日前に約束したのだと店員さんに話す三峰の声が遠く感じた。俺は意識を引き戻すために、自分の足の親指の付け根をもう片方の足で思いっきり踏んづける。痛い。普通にめちゃくちゃ痛い。夢じゃない。

　ということは、つまり。

　────来週もまた、三峰と笑い合えるということでいいのだろうか。







「もう信じないＡくん嫌い」

「ごめんごめんなさい噓ですこの俺が約束を忘れるわけがないじゃないですか！」

「やだ。もう許さないから。ついてこないで。一生海でも見てれば？　なんならそのまま沈んでモズクにでもなればいいんじゃないの？」

「嫌です、水族館めっちゃ行きたいです」

「は？　約束したの忘れてたんでしょ？　楽しみにしてたのは私だけだったってことでしょ??　あーもう信じられない、別の人誘って行くからもういいし」

「マジごめんってば！　俺が強引に取り付けた約束だったから、てっきり三峰は忘れてると思って……」

　駅へ向かう帰り道。

　強気な言葉とは裏腹に半泣きな三峰と、必死に謝り倒す俺はようやく沈んできた夕日に照らされて影を伸ばしながら歩いていた。

「……ふーん。だからＡくん、あんな死にかけみたいな顔してたんだ」

「え？」

「や、なんでもない。……別に、私だってくらげりうむが気になるからだし。それまでは死ねないでしょ。私が死んだ後にＡくんが一人で見に行きでもしたら、それこそ幽霊になって末代まで呪ってやるんだからね!?」

「…………」

　確かに、約束をしたのだった。水族館へ行く約束を。

　でも、行く日にちすら決めていないし、ただの口約束だと思っていたのだ。あのときの俺は、口約束だとしても三峰を自殺から遠ざけたくてあんな約束を取り付けたわけだけど。

　強引に約束だと言った俺の方がこの程度の認識なのに、三峰は楽しみにしてくれていた。

　そんなの、かわいすぎるだろ。尊すぎるだろ。

　そして何より、三峰の口から『それまでは死なない』と聞けたことが、明日も会えることが、嬉しすぎて。

「……なにニヤニヤしてるの。私、怒ってるんだけど。ほんっっとあり得ない！」

「ぁぁああ!?　ねぇ待ってお願い、あと一回だけチャンスちょうだい!!　ラスチャン！　ラスチャンをください!!」

「前にあげたでしょ。チャンスって、一回しかないからチャンスなんだよ」

「うっっ……」

「でも、まぁ。私、優しいからもう一回だけならチャンスあげてもいいけど？　これが、本当に本当に最後のチャンスなんだからね！」

　三峰は、口ぶりとは真逆の表情で嬉しそうに笑って俺に人差し指を突きつけてきた。

「水族館は、私の見たいルートで回ること！　特にペンギンさんのよちよちウォークに遅れたら許さないんだから!!」




　どうやらこの完璧美少女は、あと一週間は生きてくれるつもりらしい。











０．追想。三みつ峰みね彩いろ葉はが屋上にいた日












「………………」

　早朝。駅のホームで透き通るほどの陽ざしを浴びて、学校へ向かう電車を待っている間、線路をじっと見つめながら、そこに飛び込む妄想をする。

　そしたら私はやってきた電車に轢ひかれて死んでしまって、そしたらもう学校に行かなくてよくて、本当は苦しかったんだね、なんて名前も知らない誰かに言われて、同情されて、それでどうしたいのかなんてもうよく分からない。

　こんな妄想をするのが日課になってしまったのは、いつからだっただろうか。

「……眠たいなぁ」

　夜中まで勉強をしていた代償を払うときがきたようだ。眩まぶしい日差しが私を突き刺してきて、目がジンジンと染しみるように痛む。

　眠たいなぁと思うのと同じぐらい、死にたいなぁ、を思い続けていたら、いつの間にか一日が終わっていた。こんな毎日を、飽きるほど過ごしている。

　きっと人から見た私は、美少女で頭が良くて運動が出来て優しくて人気者で……あとは何があったっけ。いや自慢とかではないんだけど、自覚してないことの方が嫌味っぽいような気がするし。そもそももう、こんな称号は私にとって重荷でしかなくなってしまったけど。

　それでも、最初からそうだったわけじゃない。最初は確かにキラキラしていて、みんなが褒めてくれたから、そんな自分のことが少しだけ好きだった。

　だけど、周りから期待されるたびに少しずつ背伸びをしていたらもう立っていられないほどの高さにきていて、だから酸素が薄くて、最近の私は益ます々ます息がしづらくなっている。

　それなのに、そんな自分をやめられない、あまりにも弱い私のことが大嫌いだった。

　完璧でいたくないけど完璧でいたい。完璧じゃない私になったことがないから、どうなってしまうのか分からなくて怖い。でも、現状維持をするのもそろそろ苦しくなってきた。

　朝は六時に起きてその日の小テストの勉強をする。隣の人と交換して採点をするから、最低限九割は確実に取っておきたい。

　学校では、いつの間にか作られていた『三峰彩葉』を大幅にはみ出さないような言動をする。部活には入っていないから午後五時に家に着いて、それから明日の課題と授業の予習復習をする。学級委員の仕事がある日はもう少し遅くから。

『優等生だし、何でも出来るし、なんかまとめてくれそう』という漠然としたイメージのせいで、毎回私がやる流れになるから、そろそろ嫌になってきた。でも、私がやった方がいいことは分かってるから、断りきれないし。

　そして、両親は仕事で帰ってくるのが遅いから一人で夜ご飯を作って食べて、お風ふ呂ろを出てからスマホにたまった大量の通知をさばいて、そこから更にテストでいい成績を取れるように深夜二時まで勉強をする。睡眠時間は大体四時間ぐらい取れたらいい方だろう。

　この、繰り返しが私の毎日の全てだった。

　まぁ今日はそれも失敗して睡眠時間三時間なんだけど。

　最近どんどんオーバーワークになってきているのに、頼まれたら断れず、他の人を頼ることも出来ない、意気地なしな私のせいで仕事は増えていくばかりだった。

　線路に飛び込む妄想をする日課だって、最初はもっと簡単な妄想のはずだった。

　台風や大雨で学校が休みにならないかな。朝起きて微熱があったら頑張らなくてもいいな。学校に隕いん石せきが降ってきたら、私は今日も家にいられるだろうなぁ、とか。

　それでも〝そう〟はならなかったから、このよく分からない衝動はどんどん「確実な方法」へと近づいていっている。

　友達はいる。両親も優しい。でも、それは私が良い子だからだ。完璧な三峰彩葉だからだ。

　そのメッキが剝がれたら、私はすぐに嫌われちゃうかもしれない。

　そう思ったら友達も親もイマイチ信用出来なくて、素の自分なんて見せられなくて、それなのに誰も何も気づいてくれないって一人で勝手に絶望してる。

　そんな私ならいなくてもいいって、私じゃなくてもいいんじゃないかって。突然いなくなっても、死んじゃっても、誰も悲しまないような気がするから余計に死にたくて。

　────だから最近はもう、早く死んでしまいたいと思っている。

　きっと本当は昔から分かっていた。学校を壊すより何より、自分が死んだ方が被害が少なくて、手っ取り早いのだと。解決速度が速いのだと。

　そっちの方が、確実に消えられるのだと。

「…………あ」

　ふわり、と風が吹いて。スカートがパタパタと揺れる。プシュ──と忌いま々いましい音を吐き出す学校行きの電車が、私の目の前に停まった。

　──────今日もまた、生き延びちゃった。

　そんなつまらないことを思って、何の音楽も流れていなかったヘッドホンを外して鞄かばんの中へ入れた。電車に乗ったら確実にクラスの子がいて話しかけられるだろうから、『ヘッドホンをつけている』という人ひと避よけはもう役に立たない。喋しゃべるのは面倒くさいけれど、違う電車に乗るのは避けていると思われるから、それも出来ない。

　それに、このヘッドホンはとっくの昔に壊れているのだ。

　元から音楽が流れるわけもない。

「彩葉ちゃん、おはよ〜！　今日もマジ女神だわ〜〜」

「おはよ。ふふ、ありがと。それいつも言ってくれるよね」

　ヘッドホンを新調するつもりはない。昔は大好きだった、流行はやりの歌は聞かないようにしている。歌詞の中に出てくる『君』なんて何処どこにもいないと悟ってしまったから。

　妙に私のことだと感じる歌詞を聞くたびに、この死んでしまいたいほどの憂鬱が私だけのものではないと突きつけられているようで怖かったから。







「あーー、もうやだ。死にたい」

　そんな、退屈で窮屈でいつも通りを得るために命をすり減らすような日々を続けて。

　続けて続けて続けて続けて続けて続けて続けて。

　ずっと完璧を演じ続けて、保ち続けて。

「しにたい」

　とても天気の良い、今日。

　突然、張り詰めていた糸が切れるように、死にたくなってしまった。

　高校二年生の、七月の頭のことだった。

　食傷気味な毎日が変わる気がして。二年生になったら、何かが変わる気がして。

　それは本当に、そんな気がした、だけだった。ただ、空気の読み方が上手うまくなって、求められる振る舞いをするのがもっと上手になっただけだった。

　期待していた四月。変えようとした五月。自問自答してた六月が終わって、死ぬ決意がついた七月。それが今日だった。

　……噓うそだ。本当は、突然なんかじゃない。

「三峰、大学は何処に行くつもりかもう決めたか？　三峰はこの学年の期待の星なんだからな。志望校は今のうちから真剣に考えとけよ」

「三峰さん！　好きです、僕のものになってください!!」

「彩葉ちゃんはいいよねー。悩みなんて何もないでしょ。本当に羨ましい」

　さっき言われたばかりの言葉が、壊れたテレビの映像みたいに頭の中で何度も繰り返される。

　真綿で首を絞められ続けるような毎日で弱っていたところに、教師からの過度な期待と、名前も知らない人からの公開告白と、あからさまな嫉妬はかなりこたえるものがあった。

　私は元々勉強が好きなわけじゃないし、物じゃないから貴方あなたのものにはなれないし、悩みなんて死ぬほどある。ただそう見えないように、頑張って隠して生きてるだけ。

　そんな言葉を飲み込んでニコニコ笑って、当たり障さわりのないことしか言えなかった。

　ただ、それだけなんだけど。それだけに、もう耐えられなかった。

　死ぬほどツライならやめてしまえばいい。逃げてしまえばいい。

　ドラマや漫画でよく聞くそんな台詞せりふは、いざというときには何も役に立たない。

　所詮、そんなものはフィクションなのだ。

　そもそも簡単に逃げられるぐらいならここまで苦しんでいないし、追い詰められた人間に他の選択肢なんて見えるわけがない。

　逃げることが死ぬよりも悪いのだと、難しいと思ったから死のうと決めたのだ。

　そもそもそんな台詞は、遠くから見ただけで分かるほどあからさまな、いかにも〝自殺しそうな子〟にしかかけられない。平均以上の人間の『死にたい』は無色透明で、本人が誰にも見えないようにしているか、周りが見ないようにしているものである。

　自分よりも幸せそうな人が自殺しようとしているなんて、許せないし悔しいから。

「首吊つりか飛び降りか。……今日天気良いし、死ぬなら屋上かな」

　一度決意を固めてからの私は早かった。まず職員室へ行って屋上の鍵を盗む。私は優等生だから、少しぐらい怪しい動きをしていたって注意されることも咎とがめられることもない。

　それから早退届を出して、学校を出たフリをして、屋上へ向かう。

　階段にかかっている、立ち入り禁止と書かれた紙が貼られている黄色のテープは私の決意をビリビリに引き裂こうとしたけれど、それは昨日までの話だった。

　こんなもの、と小さく呟つぶやいてテープを強く踏みつけ、その先を目指す。

　階段を一段登るごとに、ドクドク揺れる心臓は、今にも飛び出してしまいそうなほどうるさくて、これが最後だと叫んでいるようで余計に泣いてしまいそうになった。

　それから埃ほこりっぽい扉を盗んだ鍵で開けて、しっかりまた鍵をかける。二本しかなかった屋上の鍵は去年一本紛失してしまったらしく、この一本しかないからこれで誰にも邪魔されることはない。

　あぁ、私は死ぬのだ。このまま死んでしまう。

　何か、奇跡が起こらない限りは。

　流行りの曲の中にしか存在していないような、現実には決して起こらないような奇跡が。

「君とした約束を数えて♪　君のためなら明日も生きられそうだなんて♪」

　なんてそんなの、馬鹿みたいな話だと思いませんか。自分のためにさえ生きられないのに、他人のためになんて生きられるわけがないでしょう。

「視界全てが色づいてしまってどうしよう♪　眩しくってどうしよう♪」

　これだから流行りの曲は嫌なんだ。変に希望を見せようとするから。奇跡を当たり前のように歌うから。それに憧れるだけで生きていけるほど、軽い傷ではなくなってしまったのに。とっくに致命傷でどうにもならないのに。

　死ぬのを誰かに止められたいわけじゃない。恋がしたいわけじゃない。ただ唯一が欲しいだけ。私のことを分かってくれる人が欲しいだけ。

　そんな人がいないから、苦しいから。消えてしまいたいと思っただけ。

　だから私は、自殺だと証明するために靴を脱いで。

　毎朝、憂鬱を詰め込んで愛用してきた、唯一の相棒であるヘッドホンをつけて。

　本当に自殺を防ぐ気があるのかと聞きたいほど低い柵を越えて、屋上の縁に立った。

「思ったより、高いかも」

　足は震えるけど、不思議と怖さはないような気がした。

　だってこれ以上どうしたらいいか分からないんだもん。逃げられないんだもん。本当の私なんて、誰にも見えてないから、自分でも見失っちゃったんだもん。

（だから、だから、私は────）

　ゴボリ、と口から空気が漏れた。息が上手く吸えない。苦しい。苦しい！

　このまま飛び降りる前に、窒息死してしまいそうだ。

　あぁ、いや、そもそも。息が上手く吸えなくなったのは、いつからだっけ。

　呼吸が出来ていたと確かに証明出来るのは、いつまでだっけ？

　くらり、と目眩めまいがして、倒れそうになる身体からだを必死に持ち直す。そして、しゃんと背筋を伸ばして、どこまでも広がる空に足を踏み入れて────。

「え」

　ガチャン、と。どう考えても聞こえるはずのない、ドアを開ける音が聞こえた。

「…………君、誰？」




　運命が、始まってしまった。











８．三みつ峰みねさんと静寂の雨宿り












　この日は雨が降っていた。夏の夕立らしく、生なま温ぬるくて、ベタつくような雨だった。

「三峰、傘持ってる？」

「持ってない。Ａくんは？」

「オソロだな、俺も勿もち論ろん持ってない」

「うわっ、世界一嫌なオソロなんですけど」

　三峰は俺の軽口に、小さく溜ため息いきを吐つく。こんなやり取りを何回も繰り返しているせいで、三峰の溜息なら聞き取れるぐらい耳が慣れてきてしまった。

　雨の日の空き教室は、どことなく仄ほの暗ぐらくて、ほんのりと雨の日特有の匂いが漂っていて、いつもよりも落ち着いた雰囲気を放っている。

　それに影響されたのか、俺達の声のトーンもいつもより少し落ち着いていて、お互いにしか聞こえないような息遣いがいつもより近くで響くせいで、やけに緊張していた。

「じゃあ、六時までここで雨宿りして、それでもやまなかったら諦めて帰ろっか」

「そうだな。あと三〇分、何して時間潰す？」

　現在の時刻は五時三〇分。六時まではまだ時間があるが、四時からここでカードゲームだの黒くろ髭ひげだのをして遊んでいたので、そこそこやることがない。

「……じゃあ、たまにはＡくんの話でも聞こうかな」

「え？」

「だから、Ａくん自身の話。そっちばっかり私のこと知ってるのは不公平でしょ」

「そうか？　俺は三峰と違って、社会に溶け込む個性派モブだから仕方ないだろ。そもそも俺のプロフィールなんて聞いてどうするんだよ」

「いや個性派モブは絶対社会に溶け込めてないし。別にいいでしょ、Ａくんのこと教えてくれたって。今後、何かに使えるかもしれないじゃん」

「それは弱みを話せということですか??」

　三峰は、俺の質問への返事の代わりにパーフェクトスマイルをよこしてきた。

　うっ、圧がすごい。なんで顔が整ってる人ってこうなんだろうな。

「……そんなの聞いたって、何も面白い話じゃないと思うけど？」

「別に、Ａくんの話に面白さ求めてないし。面白い話じゃなくて、ただ君の話が聞きたいだけなの。分かる？」

　どうもこれは、逃げられそうにない。

「へいへい、そーですか。じゃあ基礎プロフィールからいく？　好きな食べ物は寿す司しと焼肉で、好きな言葉は休日と長時間睡眠。あ、勿論食べ放題って言葉も好きです。超好きです。食べ放題万歳。んで、最近のマイブームは────」




　雨は結局、六時になっても止やむ事がなく。二人で近くのコンビニまで走ってビニール傘を買ったのだが、コンビニに辿たどり着く時点でビショ濡ぬれになってしまったので何の意味もなく終わってしまった。

「マジで俺達、運悪かったな……」

「ほんとそれ。やっぱ天気予報見てから家出ないとダメだね」

「いや俺、占いから見たんだよな。ギリギリで天気予報は逃しちゃってさ」

　なんて言い合いながらやってきた電車に乗って、ハンカチで濡れてしまった部分をふきながらドアにもたれかかり、他愛もない話をしていると、俺達の下車駅まであと半分、といったところで人がたくさん乗ってきた。どうやら、空き教室で雨宿りをしていたせいで帰宅ラッシュに被かぶってしまったらしい。

　とは言ってもぎゅうぎゅう詰めというほどではないのだが、車両に人が増えた分、三峰との距離が近くなるのは必然的なことで。

「あっ、ごめ………」

　乗ってきた人の波に押されて体勢を崩した三峰の腕が、軽く俺の腕に当たった。三峰は咄とっ嗟さにそう呟つぶやいて、俺の方に少しだけ身体からだを傾ける。

　その状態でもお互いの顔は見えるし、会話も出来る。

　むしろさっきよりも顔の距離は近いぐらいだ。

　それなのに何故なぜか気まずくて、お互い先程までの会話を中断して黙り込んでしまった。

　どうにか意識を逸そらそうと周りに目を向けてみても、視界の端に映る三峰に意識が集中してしまう。たくさん人がいるはずなのに、その全てが霞かすんでしまって、まるでここには三峰しか存在していないのではないかと思ってしまうほど、集中しすぎて息苦しい。

「……雨の日って、湿しっ気けすごいからほんと嫌い」

　そのまま二駅ほど通り過ぎた頃。三峰は、俺に話しかけているのか、それとも独り言なのか判断出来ないぐらいの声量でそう口にすると、手首につけていた黒いヘアゴムを手に取り、髪を後ろで結びだした。

　いつもはサラサラとしている黒髪が水滴を含んで、やけにしっとりとしているのが分かる。それから三峰は、少し身体を捻ひねって電車の窓に映り込んだ後ろ姿を確認すると、その様子に満足がいったのかほんの少しだけ口角を上げた。

「…………っ」

　その様子に思わず声が出そうになって、でもなんて声をかけたらいいのか分からず、不意に言葉を飲み込む。まるで魔法にでもかかってしまったみたいに身じろぎ一つ出来なくなってしまった。それなのに、心臓だけがバクバクと、声の出なくなった俺の代わりに叫んでいるようでうるさい。

　三峰はいつも髪を下ろしているので、ポニーテールに結んでいるのを見るのは、何気に初めてのことだった。だからだろうか。距離が近いせいだろうか。最も早はや何のせいなのか分からないが、電車の揺れに合わせてポニーテールが揺れるたびに、何故だか緊張する。

　いつもなら簡単に、しりとりやろうぜ、とでも何でも話しかけられるのに。今日はその言葉を声にすることが出来ず、かといって目を逸らすことも出来ず、ただひたすら雨粒のついた窓ガラスに映っている、三峰の物もの憂うげな横顔を見つめていた。

　それから俺達は結局、一言も話さないまま、俺達以外誰もいない駅のホームへ降りたった。静寂の中、ピチョンピチョンと雨がホームに叩たたきつけられて跳ねる音だけが響いている。
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「あのさ」

　どちらが先に口を開くのか分からない緊張感の中、三峰が雨の音に搔かき消されてしまいそうな声でポツリと言葉を吐き出した。

「さっきの、話だけど。別に面白かったよ」

　雨音に混じった、囁ささやくような三峰の声に、心臓がドクンと跳ね上がる。

「Ａくんの話聞くの、嫌いじゃないし。雨が降ったら、また聞いてもいいよ」

　好きだ、と言われたわけじゃない。ただ嫌いじゃないと言われただけで、三峰からしたら、その言葉に大して特別な意味はないかもしれないことだって十分に理解している。

「じゃあ今日はテルテルボウズ逆さに吊つるして寝るわ」

　それなのに、心臓がここまで痛くなるのはどうしてなのだろうか。

　顔のいい人間はこれだから嫌なのだ。ほんの少しの言葉で、浮かれそうになるから嫌なのだ。調子に乗りそうになるから、嫌なのだ。

　さっきまで近くで響いていたはずの雨の音がどこか遠くで聞こえる。




　電車が近づいてくる音は、まだ聞こえない。











９．三みつ峰みねさんのお見舞いへ












　清すが々すがしい空気と熱風で、うるさいほど夏の朝をアピールしてくる今朝。三峰は、いつもの電車から降りてこなかった。電車に乗り遅れ、もう一本遅い電車に乗ったのかとギリギリまで待ってみたが、やっぱりいない。

　おかげで俺は見事に遅刻ギリギリ教室ダッシュをキメたわけだが、肺を焼くような苦しさとは比例せず、ずっと三峰のことを考えていた。それだけが、気がかりだった。

「なぁ、三峰彩いろ葉はって今日休み？」

「ん、休みだよ。なんか風邪ひいちゃったとかで」

「ふーん、そっか。さんきゅ！」

　だから、朝のＨＲが終わるなり走って三峰のクラスメイトに聞いてみたのだが。どうやら今日、三峰は学校を休んでいるらしい。

　昨日はお互いに相当濡ぬれて帰ったからな。俺はどうにか風邪をひかずにすんだが、三峰はうっかりやられてしまったのだろう。

　どこかで、『馬鹿は風邪をひかない』という言葉が聞こえた気がするが、そんなものには気がつかなかったフリをしておく。

（でも、だからって不安がなくなったわけじゃないんだよな）

　三峰の家は両親が家を空けることが多いと聞いた。つまり、三峰が自宅で死んでいたとしても気づく人はいない。水族館に行くと目をキラキラさせていたことから考えるとそれは考えにくいことかもしれないが、頭の中にある可能性をゼロに出来るわけがない。

（今日の放課後、三峰のマンション寄って帰るか）

　幸いなことに、俺は三峰の住んでいる場所を知っているし、電車に乗ったら二駅程度の距離だ。本当は今すぐ安否確認がしたいところだが、三峰のＳＮＳは何一つ知らないしな。

　あぁ。何となく聞けずにいたが、やっぱり連絡先を知らないのは、この現代社会において不便極まりない。

　それに、ぶっちゃけ心配なのだ。三峰は家事も出来るし、料理も作れる。勿もち論ろん、看病だって自分で出来てしまうのだろう。むしろ、俺が行った方が邪魔になってしまうかもしれない。

　それでも、寂しいと一言口に出すのが、どれだけ苦手な奴やつなのかを知っているから。







　ピンポーン、とチャイムの音がマンションのロビーに響き渡ること数秒後。

「……はい」

「あっ、三峰？　三峰のヒーローことＡくんです、こんにちは」

「…………っぇ!?」

　三峰の動揺しきった声が聞こえたかと思うと、その次の瞬間にはドンッと何かが落ちる音がして、呻うめき声が聞こえたかと思ったら無言でエントランスの扉が開いた。どうやら、会ってくれるつもりはあるらしい。

　二回目なのに全く慣れない、どこか高級感のあるエレベーターに乗って三峰の住む部屋の前へ辿たどり着いた俺は、もう一度インターホンを鳴らした。

「もしもし、俺です」

「……何しに来たの」

「何って────生存確認？」

「っごほ、余計なお世話なんだけど！」

　インターホン越しに、少し掠かすれた三峰の声が聞こえる。それからブツッとインターホンが切られる音が響いたあとに、ガチャリとほんの少しだけドアが開いた。どうやら、鍵は開けてドアガードのみつけたままの状態らしい。

「確認されなくても生きてるしっ！　ッコホ、本当に余計なお世話!!」

「はいはい、それはすいませんでしたね」

「あ、や、謝って欲しかったわけではないんだけど。来てくれたことは、その、別に怒ってない、から」

　三峰のいつになく素直な様子に、調子が狂う。いつもの、一〇言ったら二〇のトゲで返してくる三峰はどうしてしまったというのか。

　ドアガードは開けないところから考えると、それほど酷ひどい風邪なのだろうか。それだけ風邪で弱っているということなのだろうか。

　三峰は言外に俺の不安を感じ取ったのか、慌てたように口を開いた。

「ちっ、違うの。別に風邪自体はそこまで酷くないんだけど、大事をとって休むことにしただけだから。ドアガードしてるのは、その、私、さっきまで寝てたせいで髪とか顔が最悪のコンディションだし、うつしちゃったら悪いし……」

「あーー、なるほど」

「えーと、だから、その……」

「顔見れなくても全然いいよ。ただ、本当に三峰が死んでないか確認したかっただけだし。三峰のわりと元気そうな声聞けただけで満足だし。むしろありがとな、押しかけたのにドア開けてくれてさ」

「…………でも、ごめん」

　別に三峰が謝る必要なんて一つもないのだ。俺がただ、三峰に会いたくて押しかけただけなのだから。

　それなのに、そう言うのは流石さすがに恥ずかしすぎたから、何も言わずに手土産として持ってきたケーキと、ポカリや冷えピタシートなどの風邪対策グッズの入ったビニール袋をドアの隙間から三峰に差し出す。

　こんなことをするのは初めてだから、どうしたら迷惑じゃないかとか、役に立てるかとか、何も分からなくて。誰がどう見てもぎこちない動きをしているだろうから、逆に三峰から俺の姿が見えなくてラッキーだと思った。

　多分今、冬でもないのに耳が真っ赤になっているだろうから。

「ビニール袋の方がドラッグストア系で、紙袋の方がケーキだから。元気になったらそれ食べて、学校来いよ」

「……うん」

「放課後三峰と喋しゃべんないとさ、なんか物足りないし」

「…………っうん」

「三峰、なんで泣いてんの」

「はぁ？　泣いて、ないし」

　掠れた声に、ほんの少しだけ嗚お咽えつが混じる。

「じゃあ、三峰手出して」

「っなんで」

「なんでも」

「〜〜〜〜っ」

　声にならない声のようなものが聞こえたあとに、真っ白な手がドアの隙間から伸びてきた。俺は、それを両手で摑つかんでぎゅっと握る。ただでさえ熱い手に、さらに熱を分けるように。

　少し震えていたその手は、ほんのりと湿っていた。

「やっぱ泣いてたんじゃん」

「泣いてない、からっ……!!」

　流石に誤魔化すには限界だと思うのだが、どうなのだろうか。俺はすぐに逃げようとした手を摑んで、「ちょっと待ってて」と声をかけて、手を離してから背負っていたリュックを漁あさり、マジックペンを取り出した。

「ちょっとくすぐったいけど、我慢してな」

「…………」

　俺は、マジックのキャップを外して、俺の手を軽く握り返してくれた滑らかな手にペン先を滑らせた。そうしているうちに、そういえばこんなことを前にもしたなぁ、と、少し前の記憶が蘇よみがえってくる。

　確かあの日は緊張で手が震えて、ぐちゃぐちゃな数字の羅列を書いたんだった。そのことを三峰はまだ覚えてくれているのだろうか。

「よしっ、完成っと。見てくれよ、マジ自信作だから！」

「……何も上達してないのに、よく自信満々に描いたね」

「ありがと。この時代、自信だけは持っていきたいものだよな！」

「いや褒めてないし」

　三峰の手に描いたのは、あの日オムライスに描いたネコである。三角の耳とヒゲがある時点でどう考えてもネコだと思うのだが、逆にそれでネコだって分かってくれない三峰の方がやばくないか。

　え、なになに？　俺の美術センスが独創的すぎてネコだとは思えない配置バランスをしている??　……ノーコメントでお願いします。

　ちなみにだが、扉の向こうの三峰にはウケたらしい。さっきまで聞こえた嗚咽が、今ではクスクスという笑い声に変わっている。それだけでも大成功なのだが、実はもう一つだけ仕掛けが────

「さみしい、にゃあ」

　…………え？

「って、小学生じゃないんだから。高校生でにゃあは犯罪でしょ」

（っビックリした、呼吸止まるかと思った!!）

　そう。〝さみしいにゃあ〟というのは、俺が描いたイラストの猫の横に添えたメッセージである。それを読んだのか、やっばいな、不意打ちのにゃあは心臓に悪いし殺さつ戮りく兵器になるから今度から予告を入れて欲しい。

「俺が言った台詞せりふじゃないからセーフですぅ」

　いや同じ高校生でも三峰が言ったらセーフなのだから、結局は言う人なのではないだろうか。あっ、なんかまた悲しくなってきたな。

「……その、にゃあはふざけすぎたけどさ。今日一日三峰と会えなくて、その」

　あ、やばい。このまま死にそう。

「さみしいなって、思ってたのは、本当です」

　何、俺のくせに消え入りそうな声出してんだよ。もっと明るく、三峰が不安がらないように────と。そんな思考は、一秒も経たずに吹き飛んだ。

「…………ふーん、そう。ふふっ、そっかぁ」

　と。三峰の、嬉うれしそうな、安心したような緩んだ声が聞こえたから。

「私、学校休むの苦手なの」

　三峰は、少し震えた声で言葉を続けた。

「休んでる間に、みんな私のこと忘れちゃうような気がして怖くなる。だって、明日がやってくるってことは、私一人がいなくても世界は今まで通り、普通に回ってたってことでしょ？　誰も困らなかったってことでしょ？」

「…………」

「そんなの、当たり前なのに悲しくなっちゃうの。それなら私なんていらないって思って、普段の私が何のために頑張ってるのか分かんなくなって、ほんの少し、死にたくなる。ッコホっ、親に仕事を優先してもらったのは私なのに、それでも側にいるよって言ってくれなかったことに少しだけ絶望してる。そうしたのは私なのにね、笑っちゃうよね」

「少しも、笑えないんだけど」

「……あはは。Ａくんは、こういうときにはちっとも誤魔化されてくれないね」

「別に、俺のことは誤魔化す必要ないだろ」

　誤魔化されるのが優しさなのか、誤魔化されないのが優しなのか。その答えを出すには若すぎて、どれが正解なのか分からない。

「……っっ」

　分からない。

「…………うぅ〜〜っ！」

　分からない、けど。

「私は君のそういうところ、優しいと思うよ。だから弱音とか、吐いちゃったのかなぁ……」

　三峰がそう言ってくれるのならば、この道で間違ってはいないのだろう。

「あのね、Ａくん」

　三峰の、少し湿った声が聞こえた。扉があるせいで今、三峰がどんな顔をしているか分からないけど。

「ここまで来てくれたお礼に本当のことを言うと。っ、私もちょっとだけ寂しかったよ」

　取り繕ったような、我慢した顔じゃなくて。泣いていてくれたら。または、思い切り笑っていてくれたらいいと、心の奥底からそう思った。

　こんなにドア一枚の壁が分厚いと思う日は、今日以外にもやってくるのだろうか。







「じゃあ三峰、安静にしてるんだぞ」

「うん。分かってるし。そっちこそ、昨日一緒に雨に降られてるんだから気をつけてね。あっ、Ａくんは心配しなくても大丈夫か」

「誰がバカだって??」

「えっ、言ってない言ってない。……あ、お母さんから電話かかってきた」

「それは早く出た方がいいだろ。じゃあ、また明日な」

「……ん、Ａくんが寂しがらないように、早く風邪治すね。ばいばい」

　その言葉と同時に、ガチャンとドアが閉まる。俺は、その様子を確認してからエレベーターに乗ってマンションを出て、テクテクと駅への道を歩き出した。

　夕焼け色に染まり出した空には、綺き麗れいな雲がかかっている。

「綺麗だな」

　俺はスマホを取り出して、写真アプリを起動し、カシャリとその風景を切り取った。

　明日この景色を三峰に見せたら喜んでくれるだろうか。どんな顔を、するのだろうか。











「あ、もしもしお母さん？　うん、体調は良くなってきたよ。それで、その、今夜も帰ってくるの遅いの？　うん、うん、そっか。でも、あの、えっと」




「〜〜っ！　寂しいから、早めに帰ってきてくれたら嬉しいな!!」













10．ゲームセンターｖｓ三みつ峰みねさん












　昨日の暑さをかき消すように、朝から降っていた小こ雨さめのせいで、あまりに蒸し暑い今日。

「おー！　三峰、ナイスーーっ!!」

「っ黙って見てて！　恥ずかしい!!」

　風邪をしっかり治して学校へ来た三峰と俺は、放課後にゲームセンターへ来ていた。正確に言うならば、複合型レジャー施設といったところだろうか。

　ゲームセンターの他にも、バッティングセンターや卓球台などの沢山のスポーツが出来る施設が入ったここは、学校から二駅ほど離れた場所にある。

　何故なぜ、今までは基本的に空き教室に引きこもっていた俺達がこんなところまで来ているかというと、数十分前の俺の発言のせいだった。







「飽きました」

「……何に？」

「黒くろ髭ひげに」

　そう、俺はそろそろ黒髭に飽き始めていた。いやだって勝てちゃうし。毎回申し訳ない気持ちにもなるし。この空き教室で会うたびに一回はやってるけど、そもそもあれ、絶対毎日やるようなゲームじゃないだろ。

「かっ、勝ち逃げするとか卑ひ怯きょう!!」

「はー？　卑怯でも勝ち逃げでもありません〜〜。何回やっても俺が勝ちます〜〜」

「…………っごめん、殴った」

「まさかの事後報告……!!」

　バッチリ背中に一撃が入った。日を追うごとに躊躇ためらいと遠慮がすり減ってないか？　そう思うのは俺だけ？　俺だけですか??

「じゃあ今日は何するわけ？」

「だからノープランなんだって。一緒に決めようぜ。これそういや前も聞いたけど、三峰はどっか行きたいとことかないの？」

　三峰が、自分から今日は何をするのかと、当然のように聞いてくれた。

　これは俺にとっても一か八かの賭けだったのだ。やることないなら帰る、と言われていたら、今日の作戦は危うく終わるところだった。そう言われなかったということは、放課後を俺と過ごしてくれる気があるということだろう。

　俺が嬉うれしさを隠しきれずにニコニコしながら三峰に質問すると、三峰は躊躇いがちにゆっくり口を開いた。

「ゲームセンター、とか」

「……え？」

「っだから、ゲームセンター！　悪い!?」

「いや悪くないけど！　行ったことないのかよ!?　筋金入りのお嬢様じゃねーか！」

「…………小さい頃は、あるの。でもお嬢様だから、とかじゃなくて、なんか気づいたら行かなくなってただけなの。んー、誘ってくれる友達がいなくなっちゃったからかな。私、ゲームとかするイメージじゃないみたいで」

「………………」

　三峰はサラッとそう口にしてみせた。本当にサラッと言っているように聞こえたから、俺もサラッと受け流してしまいそうになるけど。それは結構、辛つらいことじゃないか。

　サラッと、流れるように言っていいようなことではないだろ。

　それとも、敢あえてそうやって言うことで自分のことを守っているのだろうか。

「やっ、ダメならいいんだけど」

「いやダメなわけないだろ。俺もちょうど行きたかったし、今日はゲーセン行こうぜ！」

　三峰が恥ずかしそうに否定しようとしてきたので、その言葉を遮るように返事をしてネットで場所を調べる。思い立ったら即行動をモットーにしていこう。人生は短いからな。

「お、こことかいいじゃん。ゲームセンターの他にスポーツ出来るとこもあるってさ！」

　すると、行ける距離にこの施設が出てきたので同級生が少なそうな時間を見計らって電車に乗り、ガタンゴトンとここまでやってきたわけだ。







「よし、三峰！　そこだ!!」

「言われなくてもっ！」

　そして、三峰が一番にやりたいと言い出したガンゲームを共闘モードでやり始めたのだが、俺は第一ステージでゾンビに秒で殺され、今は三峰が一人で戦っている最中なのである。

　二人用のステージにも拘かかわらず、圧倒的な強さで進んでいく三峰。

　そしてそれを横で応援している俺。

　三峰のプレイは、なんていうか綺き麗れいで見ていて気持ちがいいので、冗談抜きでいくらでも見ていられる。

「おっ、ナイスーーっ！」

『ズギャギャギャギャ』

「えっ、天才じゃん？」

『ダァン、ダァンダァン』

「は〜〜、これはかっけーわ！」

「〜〜っ黙って見てらんないわけ!?　銃撃音に合いの手入れんなっ！」

「はーい、黙りますぅーー」

　怒られた。ちぇっ。合いの手入れてくの楽しかったんだけどな。

　しゅんとした俺に、三峰はチラリと視線を向け、促すようにレースゲームや音楽ゲームが並ぶ方に視線を動かす。

「てか、Ａくんは別のゲームでもしてきたらいいのに」

「えっ、俺そんな邪魔!?」

「……邪魔じゃないけど。でも暇でしょ、ただ人のプレイ見てるのなんて」

「いやめちゃくちゃ楽しいですけども」

「へぇー、そう。Ａくんって変わってるよね」

　ズギャン。三峰が、ロケットランチャーを撃つ音が大きく響きわたった。

「ならまぁ、ここにいてもいいけど」

　それから三峰のプレイが派手になったのは、俺を楽しませてあげようとでも思ってくれたからなのだろうか。そうであったら嬉しいと思いながら、俺はバレないように三峰の横顔を盗み見た。

（まぁ、本当に見てて楽しいのは三峰の表情なんだけどな）

　銃の模型を持って敵を撃ちながら、ずっとキラキラと輝く目をしていることに本人は気がついているのだろうか。口角が上がりっぱなしなことに、気づいているのだろうか。

　ここまで三峰が楽しそうな顔をしているのは初めて見た気がする。なんか最近、三峰の知らなかった一面をたくさん見れているようで嬉しくなってしまうな。

「っよし、ハイスコア!!」

　俺が三峰に見み惚とれている間に、どうやらボスを倒しきったらしい。

　画面の中には『YOU WIN』と大きく表示しており、ＲＡＮＫＩＮＧ１の文字があった。

　え、すごくね??

「ちょっとＡくん見た!?　一位なんて初めて取ったんだけど！　すごくない!?」

「やっぱこの画面ってそういうことなんだな!?　マジすごいじゃん、早く写真撮れよ！」

「っ、そこまではいい。所詮店内ランキングだし」

「店内ランキングだろうが何だろうがすごいだろ！　なら俺が写真撮るわ!!」

「なんでＡくんが撮るわけ!?　関係ないでしょ!?」

「えーー、でも三峰の大事な記録だろ？　……はい撮れた。エアドロで送っとくわ！　証拠写真もあるし、これでいつでも特技の欄に書けるな!!」

「いや書かないし」

　書かないんかーーい。

「書いたらいいのに。やってたときの三峰、超楽しそうだったし」

「……………でも引かない？」

「何に？」

「私が、ガンゲーム得意なの。昔言ったとき、みんなに意外って言われてたから」

「なんで？　別に『意外』は悪い言葉じゃないだろ。ギャップ萌もえって言葉も世にあるわけだしさ、ガンゲー得意なの、俺は超いいと思うけどな。もっと好きになったわ」

　そう言いながら、さっきの三峰のキラキラした顔が頭を過ぎる。

　うん、もっと好きになった。

　楽しそうな様子は世界一かわいかったし、強いのにかわいいとか最強じゃん、と思って。

「…………っ」

　三峰の、やけに赤い顔に気がついた。

　えっ、俺いま何かおかしなことを……。

　────もっと好きになったわ。

　あっっ、言ったな。言いました。それはもう、確かに言ったけど。

（でも別に、何も間違ったことなんて言ってないしな）

　心の中でそんなことを思って、じわじわと首からさらに赤く染まっていく三峰の目を真っすぐ見つめ返した。

　少し前の俺なら、ここで完全にパニクッて誤魔化していたはずだ。それが今、堂々とこうしていられるのは、とっくに三峰への気持ちが憧れから恋に変わっていたことに気がついていたからなのだろう。

　いいよ、もう。認めるよ。必死に逃げ続けてきたけど、年ねん貢ぐの納め時が来たようだ。

　綺麗な風景を共有したいのだって、風邪をひいただけで無性に心配になるのだって、笑顔を見るだけで元気になってしまうのだって。そんなの、恋をしていると自白しているようなものじゃないか。逆に何故、この感情に名前をつけないようにしてきたのだろうか。

　この気持ちを恋だと呼んでしまったら、余計に死んで欲しくなくなるからだろうか。




　非日常とか特別とか、もうどうでもいいよ。




　ただ一人の女の子として、無邪気に笑って、たまに出来ないこともあって、悔しそうな顔をして、毒舌を吐いてたまに怒ったりもする。そんな、完璧じゃない三峰のことが好きだ。

　どうでもいい話をして、美味おいしいものを分け合って、幸せだって思わず口にしちゃうような毎日を過ごしていたい。

　完璧でも非日常でも特別でもない三峰と、普通で平凡でありふれた日常を。

　────三峰に「死にたい」と言われると、何故だか怖くてたまらない。

　そんなことを考えていると、三峰の自殺を止めたときに過よぎった言葉がふと、頭の中に蘇よみがえってきた。もしかしたら、俺は、あのときからずっと。

　だって、好きな子に死なれたくないに決まってるだろ。もっと隣で生きて欲しいに決まってるだろ、幸せそうでいて欲しいに決まってるだろ!!

「なに？　俺、なんか変なこと言った??」

　だから、こんなところで日和ってたまるか。噓うそは言ってないもんな。ここで誤魔化す意味もなければ理由もない。

　それに、三峰が照れたってことは、その、ちょっと期待しちゃいますけど……!?

　俺が堂々と三峰の目を見ると、三峰も真まっ直すぐ俺の目を見つめ返してくる。三峰の大きな目に、ゲームセンター特有の明るい光が映り込んで、まるで星のように輝いていた。

（うわぁ、もうむりかわいい）

　三峰のことが好きだと自覚してから、情緒がバグっている。元からかわいいのは十五分ぐらい知っていたが、謎補正が働いて一八六七倍かわいく見える。うわぁここでキモいとか言われたら死ねる自信あるな。

　そんなことを考えて、ギュッと自分の手を握る。

　先に目を逸そらしたのは、三峰の方だった。

「……べつに？」

　必死に何かを抑え込んだような、か細い声だった。ひらがな三文字でしかないのに、緊張感が伝わってきて胸のあたりがぞわぞわする。

「……ありがと。気が向いたら、今度特技って言ってみる」

「お、おう」

　このまま三峰を見ていたらもっと好きになってしまいそうで、ていうかもっと好きにはなったんだけど、さらに「かわいい」とか呟つぶやいて余計に取り返しがつかなくなりそうだったから俺も三峰から目を逸らした。俺達は何をやっているんだ。

「次は何する？　俺、プリクラとか撮ってみたい！」

「Ａくんにプリクラは半世紀早いでしょ」

「おうマジか。俺は半世紀先取りしていく男だから今日チャレンジするわ」

「時代先取りにも程があると思わない？　Ａくん、絶対ピースしか出来ないでしょ」

　適当な軽口をふわふわと並べる。今、まともに話したらどうにかなりそうだったから。

　三峰もそうだと嬉しいのだけれど、三峰はどう思っているのだろうか。

　とはいえそんなことを直接聞けるわけがないので、いつも以上に宙に浮いた会話をした俺達は、プリクラを撮る機械の前にやってきていた。

「ここにお金入れて、背景選んだら撮影ね」

「あっ、はい」

　流石さすがＪＫ。プリクラぐらいは撮り慣れてるに決まってるよなぁ、と三峰の指示に従いながらお金を入れて。中に入って、一発目で後悔した。

『写真を撮るよ！　まずは背中合わせで指ハート！　仲良し〜ってアピールしちゃおう！』

　…………噓だろ？　今のＪＫってそんなに距離感近いの??

　俺は許可を取るように三峰の方を見っ……!?

「……ポーズ指定には絶対従わなきゃだから！」

　三峰が、強引に俺の背中にもたれかかってきた。背中からほんのりと温かい体温と柔らかさが伝わってくる。

「おっ、おう分かった!!」

　とりあえず返事はした。した、けれど。

　すぐそこに三峰がいる。その距離感に、心臓が聞いたことのない音を立て始めた。

　えっもしかして今日が命日ですか……？

『次は二人でハートを作ってね！』

「……Ａくん、手出して」

　もうよく分からないが、三峰がそう言うならやるしかない。恐る恐る手を出してからの記憶はあまりないが、とにかく楽しかったとだけは伝えておこう。







　それからは半ば放心状態のまま三峰に引っぱられて落書きブースに移動し、とりあえず椅子に座った。そこでさっき撮ったプリクラに日付やら文字を付け足すのがセオリーらしいのだが、俺はよく分からないので三峰にお任せすることにする。といっても、最近はあまり落書きをしないのが流行はやりらしく、すぐにブースから出てきたので雑談をしながら出来上がりを待った。

「三峰さ、このあとまだ時間ある？」

「……なんで？」

「せっかく来たしスポーツもやらないかと思って」

「いいよ、やっても。何する？」

「バッティングとかは？　三峰やったことなさそうだし」

「確かにないかも。ならそれにしよっか。……あっ、出てきた」

　三峰はしゃがんで、機械から出てきたシールをパキッと割って片方を俺に渡してきた。最近のプリクラは最初から分けられるように作られているらしい。

（……うわ、俺ほんとに幸せそうな顔してるな）

　写真の中の俺は全部へにゃへにゃの笑顔である。そうか、そんなに幸せだったか。幸せだったよなぁ。ただ、これが三峰にバレていると思うと恥ずかしい。いや、もう今更か。

「あれ。なんで三峰、顔にスタンプ貼ってんの。ミス？」

　一枚目の、背中合わせの写真。

　その写真の三峰の顔は、大きなハートのスタンプで隠されていた。

「……これは事故ってたから隠したの！」

「えーー勿もっ体たいないじゃん！　三峰なんて元がかわいすぎるんだから、事故っても最強から強になるぐらいじゃねーか!!」

「は、恥ずかしいこと言わないでよ！　思いっきり弱になってたから隠したんです!!」

「はー!?　それなら俺の顔なんて全部弱だし全部事故だわ！！！」

「え、Ａくんは事故ってないじゃん!!　いつもこんな……こんな感じだし！」

「いーや玉突き連続事故ですけど!?　事故デフォルトですみませんねぇ!!」

　泣こう。元々の顔面が違いすぎた、それだけの話だ。

　三峰は優しいので「そうじゃなくて！」と必死に言い訳してくれているが、正直そこまで気にしていないので気にしないで欲しい。

　三峰との思い出が形に出来ただけでハッピーだし。それに、むしろ軽口を言うことで調子が戻ってきたまであるので、むしろ感謝したいぐらいだ。

　さっきのままの雰囲気だったら緊張で息の仕方を忘れて死んでいただろう。

　俺はそんなことを考えて、プリクラを大事にしまってから三峰に話しかけた。

「よし、じゃあそろそろバッティングセンター行こうぜ。三峰、やったことないんだろ？　それならまずは遅めの球から…………」

「いい。Ａくんがいつも打ってる速さのやつがいいし」

「マジで？　初心者には難しいと思うぞ」

「や、でもなんか出来ると思うし！」

「いやどこから来たんだ、その自信」

　それでも三峰にそう言われると出来そうな気がしてくるからすごい。

　とはいえ、三峰が怪け我がしないように、俺が先にお手本を見せることになったので、簡単なレクチャーをしながら飛んでくる球を打つ。

「手は右が上な。で、球が飛んできたら……打つ!!　以上！」

「なんだ、意外と単純じゃん。それだけならほんとに出来そうかも」

「おっ、なら早速やってみる？」

　俺は自分の分の球を打ち終わってから三峰にバトンタッチした。そして、堂々とそれっぽいフォームを構えた三峰は、飛んできた球を打ち返そうとして────

「Ａくん!?　ちょ、え、あぁ!?」

　空振った。思いっきり。先程の自信はどこへ行ったのか。

　それから何球かやってみたのだが、三峰はその全てで空振った。ド下手である。

　ガンゲームのとき、あれほどかっこ良く見えた三峰とは大違いだ。

「ふはっ。三峰、超下手じゃん！」

「じ、自信はあったの！　自信は!!」

「自信だけあってもどうにもならないだろ。バッティングセンターの天才は俺がもらってやるよ！　なーにが完璧少女だ、出来ないことまだまだあんじゃん！」

　俺はそう言って、思わず笑ってしまった。

　あーー良かった。これでバッティングまで出来たらどうしようかと思った。運以外の場面でも、俺が三峰より出来ることがちゃんとあった。

　ただそれだけで、三峰の隣にいる資格を一つ得たようで嬉しくなる。

　三峰はそんなことを一つも気にしないだろうけど、今の俺には少し大事なことだったから、嬉しくなってしまってニヤニヤが止まらない。

「なっ、そのためにバッティングセンターまで来たわけ!?　めっちゃムカつく！　絶対、絶対今度来たときはホームランを──……あ」

「あれー？　もう死ぬから、どうだって良かったんじゃありませんでしたっけ？」

「もーー、うるさい！　うるさい!!」

　三峰は苛いら立だったようにバットを振った。また空振りである。

「なんでっ……！」

　更に真剣な目つきでバットを構え始めた三峰だが、こういうのは経験がものをいうからな。見事に空振りのまま、三峰の買った球ははどんどん数を減らしていく。

「まーー、見てろって。この俺がお手本を見せてやるよ」

　初心者には、負けていられない。俺は三峰のバッティングをある程度見届けてから、隣のブースに入って飛んできた球目掛けてバットを振った。すると、見事にバットの真ん中に球がヒットし、ぐんぐんと飛んだ球は真っ直ぐにホームランを射い貫ぬく。

「よっしゃ!!　今の見たか、三峰っ！」

　三峰はその様子を、ポカンとした様子で見つめていた。

　ふはは。あーー、嬉しいな。

　好きな子にかっこいい姿を見せられたことがあまりに嬉しくて、口角がにゅーっと上がっていくのが分かる。

　これなら、過去の俺がハマり倒してお小遣いを注つぎ込んだ意味もあったと言えるだろう。ありがとう、過去の俺。さんきゅー神様。

「てか、三峰は何でも一人で背負いすぎなんだよ。人って、そんな何でも完璧に出来るもんじゃないだろ。完璧少女、とかさ。そんな人間いるわけないじゃん。勘違いすんなよ」

「………………は？」

「あの、いや、えーと、いい意味でですよ？」

　──────ダメだ。殺される。調子に乗りすぎた。

「野球部門は俺、ガンゲーム部門は三峰みたいな感じでさ、誰かと手を合わせて完璧目指せばいいだろ。ほら、社会においても分業って大事じゃん？　サメゴン思い出せよ、サメゴン。サメだって助け合う時代なんだからさ」

　必死に言葉を続けた俺を見る三峰の目が、ふっと一瞬大きくなって。それから、堪こらえていた何かを吹き出すようにクスクスと笑い始めた。

「ふふっ、ふふふっ。あははっ」

　俺がその様子をポカンと見ていると、どこかのツボに入ったらしく、三峰の笑い声がどんどん大きくなっていく。

「えっと、どこにそこまで笑う要素が……？」

「全部！　Ａくんが、変なこと言うからでしょ！」

「変なこと……？」

「……Ａくん的には、少しも特別なことじゃないのかもしれないけど。私には特別だなぁって思うことがあるの！　てか、もし分業するとしてＡくんはバッティング部門以外に何を背負えるの」

　うっ、痛いところを。

「掃除部門と休養部門と肉体労働部門……？」

「ふふっ、それならほぼ全部門私が背負うことになるじゃん」

「俺はそこにいるだけでみんなを明るく照らしてるんです〜。太陽部門を背負しょって立つ男なんです〜〜！」

「ほんとバカじゃん、ふは、それならまぁいいけど！」

　返す言葉もないので、いつものように軽口を言った。それなのに三峰は、やけに楽しそうな顔でケラケラと笑い続けている。

　いや良くないよ。そこはツッコんでくれよ。

　自分で言っておいてあれだが、太陽部門ってなんだよ。そんなのねーよ!!

「じゃあそろそろ帰ろーぜ」







　それから俺は、どこかのツボに入ったらしい三峰が落ち着くまで待ち、フロントでホームランの景品を受け取ってから帰った。

　そろそろ時間は午後六時過ぎ。

　日はまだ明るいが、ここから日が暮れていくのはあっという間だ。

「はーー、楽しかった。久しぶりにストレス発散出来た感じ」

「なら良かった」

「Ａくんのおかげでコーラまで貰もらえたし。今日はほんとに良い日ーー!!」

　駅までの帰り道を嬉しそうに隣を歩く三峰を見つめながら、俺はさっき起きた出来事を振り返る。

　大体のバッティングセンターでは、ホームランを打つと景品がもらえるという制度があるのだ。そして勿もち論ろん、ここも例外ではなかったらしく、見事にホームランを打った俺に、「この中からなら何を持って行ってもいいですよ」と店員さんが箱を見せてくれたのである。

　その中には明らかにカップル用の、お揃そろいのキーホルダーもあった。それを思い出して、鞄かばんの内ポケットに入れてあった、三峰とお揃いの真珠のピンキーリングを上からなぞる。

　いくら緩い校則だとはいえ、あからさまに指輪をつけて登校するのもあれだと思い、こうして側に置いているのだ。大事なものすぎてつけられない、という理由もある。

　三峰も、このピンキーリングのことを大事にしてくれているのだろうか。

　真珠は涙の象徴という意味を持っているらしい。だからお葬式には真珠のアクセサリーをつけるそうだ。なんて、そんなことを調べては息の詰まるような毎日を過ごしている。

　三峰は、少しずつ俺に心を開いてくれている、と思う。思うけれど、もう自殺をやめてくれたのかどうかは分からない。

　だから俺は結局、消耗品である二本セットの缶コーラに手を伸ばしたのだった。きっとそれは悪い選択ではなかったと信じているけれど。残り日数が減っていくにつれて、慎重にならざるを得ない自分がいる。

　こんなので三峰を救えるのかと、不安になっている自分がいる。

「………………」

　俺は何を言葉にしたらいいのかが分からなかったので、コーラに口をつけた。蒸し暑さにやられていた脳に、スゥーッとした清涼感が入り込んでくる。

　そんなことを何度も繰り返しているうちに、三峰と別れる駅が近づいてきてしまった。

「あのさ、三峰」

「なに？」

「……また、明日」

「ん、また明日」

　三峰は、声の震えた俺の挨拶にニコッと微笑ほほえんでパタパタと手を振ってくれた。それだけで、さっきまでの心配と憂鬱がほとんど吹き飛んでしまった俺は単純なやつである。




「また明日、な」

　電車から降りても、繰り返すようにその言葉を口にした。三峰が自分から、明日のことを話してくれたのは初めてだったから。
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「実は私、今日誕生日なんだよね」

　金曜日。曇り空の今日は雨こそ降っていないものの、いつ雨が降り出してもおかしくないほどじめじめとした日だった。

「だから放課後、友達にカラオケ誘われてるの」

「え、おめでとうじゃん。もうちょい早く言ってくれよ、そしたら何かしら用意したのに！」

　朝、電車を待ちながら三峰と未いまだ決着のつかないしりとりをしていると、三峰が唐突に口を開いて。俺はそれに、笑って当たり障さわりのない返事を返すことしか出来なかった。

（ってことは、今日の放課後は一緒にいられないってことだよな……？）

　これは三峰なりに気を遣ってくれた結果なのだろうか。でも、三峰の誕生日をちゃんと祝ってくれる人がいるというのなら、俺が心配することもないし変に口だしするのもおかしい。それに、俺は三峰の誕生日に何もしてやれないわけだし。

　ケーキもなければプレゼントもない。

　それなのに、最後の平日なんだし一緒にいてくれよ、だなんて言えなかった。

　三峰にどこまで踏み込んでいいのかが俺には分からなかったから。

「とにかくお誕生日おめでとう、三峰」

「……うん。あっという間に一七歳になっちゃった」

「なんでそんなに嫌そうなんだよ」

「また一つ大人に近づいちゃったんだよ？　背負う責任が増えたみたいで、なんかちょっと嫌じゃない？」

「その代わり良いこともあるじゃん」

「いやー、デメリットの方がおっきいよ。多分」

　三峰は溜ため息いきと一緒に言葉を吐き出して、遠くで聞こえた、電車がやってくる音に弾はじかれたように、ぴょこんと椅子から立ち上がった。

　そして、最近見ていなかった真っ白なヘッドホンを取り出して装着して、いつもとは違う車両の前に並びだす。

「なに聞くの？」

「…………別に。何も聞かないけどーー？」

　ぺろりと舌を出してこちらを振り返った三峰。

　なんで噓うそつくんだよ、と言いかけた俺を電車の到着アナウンスが遮った。

「またね」

　三峰はそう言って歩き出すと、ヘッドホンをつけたまま電車へ乗り込んでいった。







　────三峰に、誕生日プレゼントを渡したい。何がなんでも今日中に。

　そう思い立ったのは、四時間目が終わった昼休みのことだった。

　放課後は一緒に過ごせない。それは知っている。

　でも、ささやかなプレゼントくらいは渡したっていいだろ。流石さすがにそろそろそれぐらいの関係は築けたはず…………と信じたい。

　三峰のことを祝うやつは他にも沢山いるだろうけど、三峰が数日後に死んでしまうかもしれないと知った上でプレゼントを贈れるのは俺だけのはずだし。

　……まぁだから何だっていう話なんだけど。

　あぁ分かってるよ！　他の誰かじゃなくて、俺が三峰とバースデーしたかったんだよ！

　何か俺が、彼女の特別になる理由が欲しかっただけだよ。ただ、三峰に誕生日プレゼントを渡したいだけなんだよ。

　贈った言葉は目に見えずに消えてしまうけれど、渡したものはいつまでも残るから。受け取ってもらえるかは分からないが、用意するだけなら俺の自由だろ？　と、する必要もない言い訳を心の中で必死にしつつ。

　……ただ、ちゃんとした理由もあるにはあるのだ。渡したプレゼントが、彼女が自殺を延期する理由の一つになったらいいと思って、そう祈って。

　そんな切実すぎること、三峰には言わないけど。

　やはり思い立ったら即行動。俺は、すぐにプレゼントの準備に取り掛かった。

　三峰がカラオケに行ってしまう前にプレゼントを渡さないといけないため、外に買いに行くことは出来ないのでもちろん俺の手作りである。

　午後の授業が地学に古典と内職の出来る科目だったのも功を奏し、俺は「ついにお前にも春が来たのか！」と少し失礼でやけにテンションの高い周りの友人に協力してもらいながらプレゼントを完成させ。

　なんとそのまま、友人達が掃除も替わってくれると言ってくれたので、放課後になった瞬間に教室を飛び出し、カラオケに行こうとしている三峰を捕まえるために校舎内を走り回った──のだが。

「アイツ、どこ行ったんだよ!?」

　いない。何処どこを探してもいない。

　もうカラオケに行ったのかと思って、三峰の友人らしい人物に声をかけると、「彩いろ葉はちゃん、体調が急に悪くなっちゃったらしくてカラオケ会は延期になったよ」と言われた。

　それなのに、まだ下げ駄た箱に靴は残っている。と、いうことは。

　三峰はまだ、学校にいるということだ。それなのに見つからない。

　それなら、残る場所はもう屋上しかない。

（っ、まだ死なれるわけにはいかないんだよ……!!）

　こんなめでたい日に何をしようとしているんだ。

　それとも逆に、こんな『めでたい日』だからなのか。

　あの日のように、心臓がドクドクと音を立て始める。俺は慌てて階段を駆け上がり、停止テープを飛び越えて屋上の扉を開けた。

「待て、まだっ────」

「わっ!!」

「うわぁぁあぁあ!?」

「あはっ、驚いてやーんの！」

　突然聞こえてきた大声に驚いて尻餅をついた俺に、扉の向こうからテンションの高い声が聞こえてくる。

「Ａくんってばもしかしてビビリ？　ふふっ、お腹いたいっ……!!」

　三峰である。ピンピンしていた。ピンピンどころか、また可笑おかしなツボに入ったらしく、俺の目の前に座り込んで笑い転げている。

「カラオケはどうしたんだよ。それに、めっちゃ体調良さそうだけど」

「噓だもん。カラオケは断っちゃった」

「は!?　なんでだよ、勿もっ体たいない！」

「なんでって、分かるでしょ？　君といた方が楽しいからに決まってるじゃん」

　三峰はそう言って悪戯いたずらっぽく笑った。その不意打ちの言葉が嬉うれしくて、ついニヤニヤと顔が動いてしまう。

「…………それはそれは、そうですか。俺といたら楽しいんですか」

「ニヤニヤしないでくれる？　別に、Ａくんの方がいいものくれそうだなって思ったのが八割だし」

「……いや何も用意してきてませんけど」

「じゃあ何でもいいからちょうだい」

「そんな横暴なことある!?」

　用意はしてきている。してきてはいるが、こんなに期待された状態で渡すには、これはあまりに陳腐なものに思えた。

　そもそも、この強引さはなんなんだ。苗みょう字じを剛ごう田だに変えた方がいいのではなかろうか。

　…………まぁ、気を許されているからだと思うと良い気しかしないけど。

「帰り道お菓子買うとかじゃダメ？」

「ダメ。今欲しい」

「じゃあ、絶対笑わないって約束して欲しいんだけど！」

「え、そんなに面白いものくれるの。これは楽しみになっちゃったな〜〜」

「だから変にハードル上げるなよ!?」

　くっ……この流れからは逃げきれそうにない。

　俺は渋々制服のポケットに入れていたソレを取り出して三峰に差し出した。

「…………なにこれ」

「Ａくん鉄道の切符。やりたいこととか、行きたいとこがあったりしたら、三峰のヒーローである俺が連れて行くっていうやつ」

　俺の言葉を聞いた三峰は、パチパチと長い睫まつ毛げを羽ばたかせながら切符という名の紙切れに目を落とした。

　そこには、俺の手書きで【☆ハッピーバースデー三峰☆】と【行いき先さき→どこまでも】【期限→いつまでも】と記載されているのだが、三峰はそれをじっと、本当にじーっと見ている。

「マジでいつでもいいし、どこでもいいぞ。三峰が呼び出してくれたら、俺愛用の自転車でどこまででも行ってやるよ」

「……何それ。サンタじゃないんだし、絶対無理でしょ。……まぁ、一応貰もらっとくけど」

　三峰はそう言って俺から受け取った切符を大事そうに定期入れの中に入れた。

　そのときに一瞬、見覚えのある茶色っぽい何かが見えたような気がして気になったのだが、俺の意識はすぐに三峰の言葉に引っ張られてしまった。

「でも、あのっ……〜〜っ！　ありがとう」

「おう」

　その俯うつむけた顔からは表情が読み取れなかったが、声のトーンから察するに、少なくとも喜んでくれているようだ。

「じゃあとりあえず座るか」

　それから俺達は屋上のドアに鍵をかけ、設備の関係で出来た段差に腰掛けて座った。すると三峰はガサゴソと足元からビニール袋を出してくる。

「じゃじゃーん！　今日は人生ゲームを持ってきました。黒くろ髭ひげなんてもう時代遅れなんだからねっ！」

　そして、嬉しそうにパッケージを見せてきた。話を聞くと、今日の登校中にわざわざ買ってきたというのだから本気度が窺うかがえる。

　ついにゲーム持参とは、俺に負け続けていることがよっぽど悔しかったのだろう。

「私、本当に今日は勝つつもりしかないから!!」

　本当に、筋金入りの負けず嫌いだ。そんなところもかわいいのだから、三峰はすごい。

「俺もさらさら負ける気なんてねーけど。こっちだって、誕生日だからって一ミリも手加減しねーからな！」

　と、いうわけで、俺達の仁義なき人生ゲームが始まりを告げたわけである。ちなみに勝敗はシンプルに最終所持金の多さで決めることになった。

　三峰は宣言通り、最初から絶好調で駒を進めていく。黒髭のときの運の悪さはなんだったんだ。昔、黒髭に呪われでもしたのかと聞きたいぐらいだ。

「見て、私また石油掘り当てちゃったんだけど!!　ふふーん、大富豪〜♪」

「…………」

「あっれぇ、Ａくんってまだ平サラリーマンなんだ？　早く転職マス止まりなよ〜〜。あっ、止まれる運がないから初期職のままなのか！」

「お？　喧けん嘩かか??　バチバチに殴り合おうぜ？」

「流石平民、心にゆとりがないわ〜。生活に余裕がないと可哀かわい想そうですねーー？」

「はーー!?　お前、ちょっと成り上がったからって最低だぞ!!　金じゃ買えない幸せがあるって教えてやんよっと！」

　そう言ってサイコロを転がすと、子供誕生マスに止まった。本日三度目である。

「あ、また子供産まれた。三峰はまだ独身だっけ？　いやー、自由で羨ましいわ。ほら、祝えよ。ご祝しゅう儀ぎくれよ」

「ッ……おかしいな、なんだろ。何かに負けた気がするんだけど……！」

　そう言って悔しそうにご祝儀を差し出す三峰は、世界有数の大富豪になって終了。一方俺は子供五人を抱え、大家族の大黒柱として幸せに一生を終えた。

　三峰はその様子を見て、「勝負に勝って人として負けた気がするのが気のせいだって信じたいんだけど……」と、悔しそうに呟つぶやいている。

　もしかすると、自分が『特別』だからこそ、案外平凡な家庭というものに憧れているのかもしれない。

「まぁまぁ、お前ならこれから幸せな家庭でも何でも築けるよ」

「はぁ!?　Ａくんが羨ましいとかそんなこと言ってないし!!　…………そもそも、もう死ぬんだからそんなの築かないしッ！」

「…………っ」

　俺達以外誰もいない屋上に、三峰の絞り出すような、喚わめくような声が響いた。

　今にも泣き出しそうな三峰の顔と相まって、それがあまりに悲痛な叫びに聞こえたから、俺まで視界が歪ゆがんでくる。

　何な故ぜ、あんなに簡単に『これから』を言葉にしてしまったのだろう。

　この先がある前提で、話をしてしまったのだろう。

　油断していたのかも、しれない。最近の三峰は、あまりに楽しそうに笑ってくれるから。

　────もう三峰を救えたのだと、自うぬ惚ぼれていたかもしれない。

　俺は必死で目から何かを零こぼさないように瞬まばたきを堪こらえ、三峰と初めて出会ったときのように必死に心を抑え込んでヘラリと笑った。

「…………そう、だよな。ごめん」

「別に、謝らなくてもいいけど」

　大丈夫だ、偽れてる。

　三峰の反応からそれは分かるのに、頰が濡ぬれていないことでそれが確認出来るのに、自分が今どんな顔をしているかが分からなくて不安で堪たまらない。

　三峰と出会ってからほぼ二週間ぶりに聞いた、『死ぬ』という真まっ直すぐな言葉に、身体からだの奥の方から冷たくなっていくように感じる。感じる、けど。

（それでも、こんなところで躊躇ためらってる場合じゃないだろっ……！）

　この二週間の中で、憧れているだけでは気づかなかったこともたくさん分かってきた。

　我わが儘ままで、子どもっぽくて、強引で、負けず嫌いで。完璧ではないけれど、仕草一つ一つが全て愛おしい。そんな三峰のことが好きだから、明日も笑っている姿が見たいから、俺は息を吸い込んで、必死に言葉を繫つないでいく。

「いや、完全に無神経だった俺が悪かっただろ。ごめん。…………ほんと、ごめん」

「…………何それ。急にそんな顔されたら調子狂うんだけど。もっと普段みたいにヘラヘラしててくれないと変な感じするからやめてくれない？」

「………………でも、」

「あーもう、そんな気にすることじゃないでしょ！　どうせ私、死んだらＡくんのこと忘れちゃうんだし。君も、もうすぐ死ぬ人間のこと考えて煩わされる必要なんてないでしょ」

「………………」

　どうして、こんなときまで人のことを気遣おうとするんだ。自分の気持ちを殺してまで、どうして人に優しくしようとするんだよ。

　口から、涙の代わりに溢あふれ落ちそうになった言葉を慌てて飲み込む。

　そのとき、顔を俯けた三峰がどんな顔をしていたかは分からなかった。

　平然とした様子で言ったその言葉に、どれだけの意味が籠もっているのかなんて、それこそ死ぬほど分かってる。

　この先の人生で、人生ゲームでやったこと全部叶かなえよう。今日みたいに一緒にゲームをして笑い合おう。どうでもいいことを言って、馬鹿騒ぎしよう。なぁ三峰。お前が生きていてくれさえしたら、俺が横でうるさいぐらいお前の人生を賑にぎやかすからさ。

　なんて、いくらでも言いたい言葉は思い浮かぶのに、何から言っていいのか分からなくてついつい黙り込んでしまった。

　誕生日プレゼントを贈れる関係になったところで、『死ぬのを延期してまで話したい相手』になれているわけがない。そんな自分が嫌で苦しくて、いっそ切り裂かれたい感情が頭の中に湧き出てくる。

　それでも俺は、俺に背を向けて黙り込んだ彼女がこの人生に、人生ゲームのように、少しでも生きる意味を見み出いだしてくれることを祈るしかなかった。

　空気が重たくて、息が吸いづらい。こんなとき、本当に空気が読めたらいいのになぁ、と昔三峰に言ったこととは正反対のことを思った。

　吸うだけの空気に文字がついていたら、気の利きく言葉が言えるのに。







　それからはお互い、何も言わずに赤く染まっていく空を見ていた。曇り空を裂くように差し込んできた太陽は、あまりに眩まぶしくて。俺はその光景をぼんやりと見ながら、こうして今日が終わっていくんだなぁ、なんて漠然としたことを考えていた。

「そういや明日、水族館行くんでよかったんだよな」

　そのままでは、何も変わったりしないから。

　意識を必死に引き戻して、カラカラになった喉に空気を入れる。

「ん。水族館の特集、明日からだし」

「じゃあ明日、最寄り駅に一〇時な」

「りょーかい。遅刻してきたら罰ゲームだからね」

　吸い込んだ生なま温ぬるい空気は、夏の夕暮れの味がした。

「にしても意外なんだけど。三峰が、クラゲとか好きなの」

「そう？　クラゲ、いいじゃん。真っ白で、綺き麗れいで、ふわふわしてて。あ、それにね」

　三峰はそう言って、俯けていた顔を上げてどこか遠くを見つめた。手を伸ばすだけで飲み込まれそうなほど綺麗な夕日が、この屋上からは見える。

「クラゲって、最さい期ごは海に溶けるみたいに消えていくんだよ」

　声を潜めた。まるで、とびっきりの秘密でも話すみたいに。三峰の横顔が、徐々に夕焼け色に染まっていく。それはまるで、何か寂しいことを飲み込んだような横顔だった。
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　土曜日だ。金曜日の失言と、三みつ峰みねの寂しそうな横顔のせいで少しも眠れない夜をなんとか乗り越えて、土曜日がやってきた。

「……これでも頑張った方、だよな」

　電車の窓には、嵌はめ慣れないピンキーリングを小指に輝かせながら、精一杯背伸びした俺の姿が映っている。夜な夜なファッション雑誌を引っ張り出して研究したはいいものの、最終的には何がいいのか分からなくなってきて、シンプルな白シャツと黒のスキニーパンツに落ち着いたはず……なのだが。

　あーーもう、繰り返し確認しすぎてなんだか変な気がしてきた。だってあの三峰とデートなんだぞ。普段男友達とカラオケに出かけるときの服装と同じでいいわけがない。

　三峰とは勉強会のときに一度出かけているが、あのときはデートって感じでもなかったし、お互いラフな格好だったから、今とは状況が全然違うのだ。しかも今回は三峰のことが好きだと自覚してしまっているので、余計に緊張して、会う前からなんかもう震えてきた。

「確か、この駅で降りたらいいんだよな」

　電車のアナウンスが聞こえてきたので、一度スマホで確認してから降りる。水族館最寄りの駅といったらここで合っているはずだ。

　あぁ。やっぱり、「もう死ぬのに？」と断られることを怖がらずに連絡先を聞くべきだった、と後悔しながら改札を出て、三峰を探そうとして────あ。

「……目立ちすぎだろ」

　一発で、圧倒的な美少女が目に飛び込んできた。間違いない、三峰である。

　三峰は、夏らしい真っ白なレースのワンピースを着ていた。膝下まである透けレースのスカートからはスラっとした足がのぞいていて、大きめの籠バッグが映えている。おまけに、いつもは真まっ直すぐ下ろしている長い髪をふんわりと巻いており、日焼け対策なのか、リボンが巻かれた夏らしいかんかん帽を被かぶっている。

　そして勿もち論ろん、小指には俺と同じく、真珠のピンキーリングが存在感を放っていた。

　まるで、実はモデルをやっています、だなんて言われたらすぐに信じてしまいそうなほどの非日常的な美しさである。

　その、あまりの綺き麗れいさに、俺は話しかけるのを躊躇ためらってしまっていた。

　いやいやいや。待って、待ってくれ。俺の好きな子ってこんなにかわいいのか。

　どうしよう、三峰がかわいい。

　三峰彩いろ葉はは圧倒的な美少女。それはもうずっと前から分かっていたことなのだが、憧れていたときと、近くで知って好きになったときとでは感じ方が違う。

　それに、圧倒的な存在感を放つ三峰は、まるで夕焼けに溶けて消えてしまいそうだった彼女と同じ人物には少しも見えなくて、三峰の方へ向かう一歩がなかなか踏み出せなかった。

「っ、ちょっとＡくん。何、そんなところで突っ立ってんの！　自分から誘っておいて遅れるとか重罪なんだからね!?」

　すると、キョロキョロと周りを見渡していた三峰に見つかり、遅いと怒られて結局水族館のチケットを奢おごった。

　そりゃあ遅れたことにするしかないだろ。三峰があまりに綺麗だったから話しかけることすら躊躇っていた、だなんて言おうものなら笑われるに決まっている。

　あーー、懐ふところが寂しい。

「さよなら、俺の来週のお菓子代……」

「そんなものよりよっぽど有意義なものにお金を使えてるんだからいいでしょ。ほら、早く行こ？」

　そう言って三峰は、鞄かばんから取り出した水族館のパンフレットを開いた。横からチラッと見えたパンフレットには、色とりどりの沢山の書き込みがしてある。

「で、今日はどこから回るんだ？」

「シャチ。次がアザラシで、ペンギン。で、最後にくらげりうむの展示」

「……その心は？」

「は？　この並びでいかないとイベント全制覇出来ないからに決まってんでしょ。水族館なめてんの？」

「水族館にそこまでの覚悟で挑むやつ初めて見たんだけど」

「ほらっ、Ａくん早く行くよ。まずはシャチさんの公開トレーニングからね！」

　相変わらずの強引さだが、そんなところも愛おしい。俺はやれやれと笑いながら、俺の返事も待たずに歩き出してしまった三峰のことを追いかける。

「……あ。待って、Ａくん」

「今度はなんだ、───っ!?」

　くるり、と急に振り返ってきた三峰に驚くと、三峰はそのまま俺の手を取ってフォトスポットの方へと駆け出していった。

　あの、えっと、え、手繫つないでるんですけど。無意識なんだろうか、無意識なんだよな!?

「よし、じゃあここで写真撮ろっか」

　そんな俺の叫びは届くことなく、三峰はガッツリ俺の手を握ったままフォトスポットの方へ手を伸ばした。燦さん々さんと輝く太陽の光を反射して、嵌めているピンキーリングがキラリとより一層輝く。まさかこれは、あの店員さんが言っていたカップルの真ま似ねでもしようとしているのだろうか。え、期待しちゃいますけど!?

　写真を一ひと頻しきり撮り終わった三峰は、嬉うれしそうに笑いながら写真フォルダを見ている。さっき、あんなに意気込んで分刻みのスケジュールになると言っていたのに、果たしてこんな調子で大丈夫なのだろうか。

「……ふふ。指輪、お揃そろいだね」

　三峰は俺と繫いだ手を胸元まで持ち上げ、指輪を見つめて柔らかく微笑んだ。

　あーー！　もう誰でもいいから、早くこのかわいさ無差別拡散あざといパーフェクトガールのことを取り締まってくれ!!







　その後はというと、勿論、狂ってしまったスケジュールを取り戻すかのような勢いで嵐のように水族館内を駆け回った。ぶっちゃけ、ここまでガチな水族館巡りをしたのは初めてだが、こんなにも楽しめたのは三峰が終始隣で幸せそうに笑っていたからだろう。
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　そして一通り水族館を回った後に、併設されているカフェへ入って昼食休憩を取ることになった。俺はアザラシさんのホワイトグラタンを、三峰はシャチさんのブラックカレーを頼み、空いていた席に座る。

　三峰のカレーにはシャチの黒白の柄をイメージした白いチーズが、俺のグラタンにはかわいらしいアザラシの顔がプリントで描かれており、しっかり完成度が高い。

「はぁ〜〜……満喫したぁ………」

「三峰、終始うるさかったもんな」

「Ａくんの方が絶対うるさかったくせに何を」

　三峰はそう言って不服そうに頰を膨らませる。いや確かに俺も騒いだけども。特にペンギンのよちよちウォークではカシャカシャと写真を撮る音が止まらなかったけども。

　それは三峰も同じはずなので、動かぬ証拠である写真フォルダの中身を見せて欲しい。なんでそんなに俺のことだけ売ろうとするんだよ。

　一緒にサメを見ながら「リアルサメゴーーンっ！」って叫んだ仲じゃん。

　特に、三峰が楽しみにしていた特別展示の幻想くらげりうむでの盛り上がりようはすごかった。まさか三峰があそこまで目をキラキラさせて楽しそうにするとは思わなかったな。

「あの子、すごいかわいかったよね」

「あの子……？」

「ほら、端っこの方にいたペンギンさん。なんかぐでーっとしてたのがＡくんに似てた」

「どこが!?」

「いやいや、ペンギンに似てるは褒め言葉でしょ。私、お土産コーナーでキーホルダー買っちゃったし」

　三峰は俺に突っ込んで、「見て見て！」と嬉しそうにペンギンのぬいぐるみキーホルダーを見せてきた。その評価基準はどうなっているのかと聞きたいが、キーホルダーのペンギンがこれまた憎めない顔をしていたのでよしとしよう。

（……あー、やっぱ顔崩すの抵抗感あるな）

　しかし、こうなるのがこいつの運命だったのだ。俺は、アザラシの顔が描かれたグラタンを無慈悲に崩して口に運びながら、ぼんやりと思ったことをこぼした。

「俺、生まれ変わったらアザラシになるわ」

「なんで？」

「ゴロゴロしてるだけでかわいがられる人生を歩みたい。ゴマちゃんになったら何もしなくても愛されるわけじゃん」

　怠惰の極みのようなことを口にした俺を、三峰は信じられないものを見るような目で見てきた。ザクザクと冷ややかな視線が突き刺さって胸が痛い。

「馬鹿なの？　野生のアザラシはみんな生存競争に怯おびえて生きてるんだよ。Ａくんみたいな貧弱なアザラシなんて、すぐ淘とう汰たされるに決まってるでしょ」

「じゃあ水族館のアザラシで」

「水族館のアザラシだって、かわいがられないと生きていけないんだから、どちらにせよ息苦しいでしょうに。かわいいだけじゃ生きていけないし、何かお客さんの意に沿わないことがあったら攻撃され放題だし、周りからは羨ましいって言われるし……ゴマちゃんだってゴロゴロしてるだけじゃ生きてけないんだからね」

「ふーん……そっか」

「そうだよ。人間社会だってそうでしょ？　……目立っていい事なんて一つもないし」

　アザラシの話は思いつきで口に出したことだったのだが、妙に実感のこもった話を三峰から引き出すことが出来てしまった……気がする。

　それは、誰のこと重ねて喋しゃべってんだよ。そうやって攻撃から身を守ってるうちに高たか嶺ねの花になったってことかよ。それが辛つらいから、死のうとしたのかよ。




　────なぁそれ、お前もそう思って生きてんの？




　この言葉を、いつもの軽いノリで言ってしまったら死んでしまう。だから、誤魔化すように「じゃあ三峰は生まれ変わったら何になりたいんだよ」と聞いた。

「私？　私は……なんだろ、クラゲかな」

　────『クラゲって最後は、海に溶けるみたいに消えていくんだよ』

　その瞬間、昨日三峰が口にした、そんな言葉を思い出す。

　あと一歩が。踏み込めそうなあと一歩が、近いようで遠すぎてもどかしい。







　それからはゴチャゴチャとした思考を落ち着けることに精一杯で、三峰も多分、あんな話をした以上何か話すのが気まずくて。俺達は、宙に浮いたようなどうでもいい会話をしながら水族館を出て、ついに帰りの電車を待つホームまで来てしまった。

（このまま、今日を終わらせてたまるかよ……！）

　そこでようやく、勇気を出す決心がついた。

　そうだ。自分に出来ることを精一杯やるしかないだろ。

　せっかくのチャンスなんだ。こんなこと、本当にもう二度とないかもしれないから。

　せめて最後に三峰を笑わせたかった俺は、昨日一日を使って練習してきた誘い文句を口にした。

「そうだ。三峰、明日って用事ある？　暇だったら行きたいところあるんだけど。俺と遊ばない？」

「なんでちょっとチャラ男風になってんの」

「俺はいつでもホットだからだぜ、チェケ」

「絶対チェケの意味分かってないでしょ。Ａくんが言ったってダサいだけだからね？　少女漫画でも読んで、もっと誘い方とか練習したら？」

「うっ！　いつもながら心を突き刺す一言……。これなら完璧だと思ったのに……！」

「……待って。もしかして、練習してそれなの」

「うるせーよ!!　違うわ！」

　恥ずかしい。猛烈に恥ずかしい。昨日必死でネットを見ながら考えて練習してきた自信作が、ここまで滑るとは思っていなかった。

　ネットの奴やつらめ、これを言っておけばデートの誘いは完璧だって、断られてもウケはするって言ってたじゃねーか！　ギャグも含めればパーフェクトってどこの統計だよ、返ってきたのは失笑だけだったぞ!!　ただ俺のか弱い心が傷ついただけじゃねーかよ！

　俺は恐らく赤くなっているであろう顔を押さえながら、照れ隠しのように三峰を睨にらんだ。

「で、明日の予定はどうなんだよ」

「…………明日は模試だから無理なの。せっかく誘ってもらったのに、ごめん」

「……こんなときに模試なんか行く必要ないと思うけど」

「ッ、そんなの、別に私だって受けたくて受けるわけじゃないし！」

「っ……え」

「みんな、頭のいい私が好きなの。だから私は、そうやっていなくちゃいけないの、そうしないと必要とされないの！」

　三峰の言葉に、パッと目を見開く。

　学校一優等生で通っている三峰のことだから、元々授業を聞くだけで良い成績を取れているのだと思い込んでいたからだ。

　三峰自身が自分のことをそんな風に思っていたなんて、少しも思わなかった。

　何か言いたいのに、言わないといけないのに、喉からは掠かすれた音しか出てこない。まるで溺れたみたいに、空気だけがごぼごぼと抜け出していくようだ。

　すると三峰は、そんな俺の様子を見て苦々しく笑っていた。

「ほら、やっぱり。そうだよね。そりゃあ、気づかないよね……。ふふ、あーー良かった。逆に、気づかれてる方が嫌だったからいいんだけど」

「…………三峰」

「毎晩吐きそうになりながら夜中まで勉強して成績を保っても、笑顔で役員を引き受けても全部当たり前だって思ってるんでしょ？　学校だって、毎日行きたくないって泣き喚わめきたいけど、私だってサボったりもしたいけど、我慢して頑張っても誰も気づいてくれないし、それが当たり前で、そうじゃなかったら完璧じゃないって勝手に失望されるし、こんなこと誰にも言えないし……!!」

　その言葉に、さっきのアザラシの話が重なる。

　三峰の言う通り、彼女が『完璧』なのは空気が透明なことと同じように、当たり前だと思っていた。努力家なのは知っていたけど、そこまで無理をしているとは思っていなかった。

　思わないほど、少しも気づかないほど、三峰の『完璧』は、それこそ本当に完璧だった。

　けれど、それは生きていくために必要だから身につけてきたものなのだろうか。水族館の中で過ごすために、危険に晒さらされないように、そうしてきたのだろうか。

　そう考えると、今までキラキラ光っているように見えた三峰の能力は、なんて虚むなしいのだろう。その輝きに、神からの寵ちょう愛あいに何の意味があるというのか。そんなの、まるで輝きだけが強いメッキのようだ。

「…………そっか」

　目の前の三峰は、どこか諦めたように笑っている。

　俺なんて、〝普通〟を保つことすらしんどいのに。

〝特別〟を保つということは、どれだけ苦しいことなのだろう。

　きっとそれは、俺には想像もつかないぐらい苦しいことなのだと思う。それこそ、『死にたい』を煮詰めて、本当に実行してしまうほどに。

「三峰」

　その瞬間。俺は、この綺麗なのにとても繊細で壊れそうな彼女のことを、なんだか今すぐに抱きしめたくなった。このまま彼女が壊れないように。

　それでも俺は、三峰のことが大好きなのだと伝えたかったから。

「……急になに」

　三峰は、自分の前で大きく手を広げた俺を、変な生き物を見るような目で見てくる。

「三峰のこと、抱きしめようと思って」

「はぁ……？　なんで、そうなるわけ」

　正直に告白すると、さらに目が厳しくなった。しかし、そんな視線に負けているようでは、伝えたいことの一つも伝えられないままだ。

　俺は、真まっ直すぐに三峰を見返して、ゆっくり口を開いた。

「…………いやだって、三峰がめちゃくちゃ頑張ってるからさ。俺が普通に生きてるだけじゃ多分、一生気づけないようなことも、三峰はいっぱい考えて頑張ってるんだろ。だから、いっぱい褒めようと思って。今までの分も、全部」

　そう言ったのに続けて「カモン！」と叫ぶと、三峰は一瞬ポカンとした後、吹き出すように笑い始めた。

「ふふっ……ふはっ。なにそれ。ちょっと、笑っちゃったじゃん。もうほんと、Ａくんってバカなんでしょ」

「はーー!?　バカじゃねーし」

「バカだよ。ほんと、バカ」

　三峰の顔には、その呆あきれたような口調とは裏腹に、先程の諦めたような笑顔を忘れてしまいそうなほど晴れ晴れとした満面の笑みが浮かんでいた。

「……………でも、ありがと。気持ちだけ受け取っとく」

　そのときの笑顔があまりに眩まぶしくて、愛おしくて、一瞬言葉に詰まってしまう。

「……ッ、気持ちだけかよ。遠慮せずに飛び込んで来ていいんだぞ！」

「は？　一ミリも遠慮してないから」

「そこは遠慮であって欲しかったわ!!」

　俺が悲痛な叫びをあげて三峰を見つめると、やっぱり呆れたような顔で俺を見ていた。それでも、さっきの諦めたような表情よりは幾分もマシで、少し安心してしまう。

「じゃあ代わりに明日一日、俺の念を送っといてやるよ！　三峰が頑張れるようにさ。んで明後日あさって、いつもの空き教室で『三峰頑張ったパーティー』でもしようぜ。勿論、俺の奢りで。……だから、明日は死なないよな？」

「そんなパーティーしなくていいし、ネーミングセンスなさすぎだし。そもそも、わざわざ確認しなくてもいいってば」

　三峰はどこか曖昧な表情でそう言って、言葉を続けた。

「Ａくんって、本当変わってるよね」

「そうか？　そんなことないと思うけど」

「ううん、絶対変わってる」

　まさかの断言である。

「私の周りに君みたいな人いたことないし。それに私、今までで一番美味おいしい空気吸えてる気するもん」

「どうも。三峰専属の空気清浄機です」

　安心したような顔で笑う三峰を見られたことが嬉しくて、ふざけた調子でそう言うと、三峰はおかしそうにまた笑った。

「調子のんな。そこまで言ってないし。……じゃあ私の電車、来たみたいだから」

「りょーかい。じゃ、死ぬなよ！」

「しつこい！」

　三峰はそう言って、目の前にやってきた電車へ歩き出した。三峰の家は俺より少し遠いところにあるため、特急券を買ったらしく、今日は電車が違うのだ。

　電車に乗り込むその後ろ姿が、何だか不安定で揺らいでいるように見えて。痛くて脆もろくて儚はかなく見えて、俺まで苦しくなるから嫌になる。

　俺はそんな自分に活をいれるように、パチンと頰を叩たたいた。




　────俺が絶対にこのまま、三峰を死なせたりなんかしない。











13．君がいないと息も出来ない












Side：三みつ峰みね彩いろ葉は




　日曜日の、午後七時半。模試が終わった。

　疲れた頭で自己採点をして、学年が上がるごとに分厚くなっていく問題用紙を鞄かばんにしまって。クーラーの効きすぎていた教室と、外の気温差に頭が痛くなりながら校舎を出て電車に乗り、乗り換えのためにいつもＡくんと降りる駅で降りて、次の電車を待っていた。

　そして、一人でぼんやりと線路を眺めているうちに、独り言がこぼれ落ちてくる。

「……もっと、もっと頑張らないと」

　今日の模試はそこまで難しくなかった。それなのに凡ミスを沢山してしまった。もうどうしようもないことなのに、思い出して嫌になる。

　今週は楽しかった。すごくすごく、それはもうすごく楽しくて。

　死にたいと思う時間すらないほどに、ずっとＡくんのことを考えていたから。

　昨日までずっとこうだったのに、急に息苦しい世界へ戻されてしまった気がして。

　だから、つまり、なんていうか。

　────このまま線路に、飛び込んでしまいたい。

　その久しぶりの衝動は、あまりに強かった。今週は楽しかった。でも今日は死んでしまいそうなほど苦しい。今週が楽しかったのはＡくんが一緒にいたからだ。

　なら、来週は楽しいものになるだろうか。

　来週も、Ａくんが私といてくれる保証なんてないのに？

　様々な思考が頭を駆け巡る。泣きたいのに、ひたすら悲しくなるだけで涙も出ない。

　きっとこの後私は、友人から届いたメッセージに「疲れた〜」とか返信しながら電車に揺られて。いつも通り誰もいない家に帰って、また先生に、もっと頑張れるとか言われて。

　この先、どうしたいのだろう。どうなりたいのだろう。

　私になりたい未来なんてないのに、どうしろって言うの。

　足がすくむ。どこを見たらいいのか分からない。久しぶりの一人ぼっちは、こんなにもつらい。太陽がいない今日は、ずっと暗くて寒い。

　私は、Ａくんからもらった沢山の思い出をお守りのように詰め込んだ定期入れを、そっとなぞった。そして、増えてしまった思い出達を見つめる。

　絆ばん創そう膏こう。プリクラ。Ａくんの電話番号を書き写した紙。手作り感満載の切符。水族館のチケットの半券。昨日買ったペンギンのキーホルダーも勿もち論ろん、その日のうちに取り付けた。

　あーー、やっぱりペンギンはやめたら良かった。なんで私、帰ってすぐに取り付けたんだろう。ただでさえＡくんで頭がいっぱいなのに、余計に思い出してしまう。

　プリクラに写る私の顔は、あまりにも幸せそうで。嬉うれしそうで、いかにも〝女の子〟みたいな顔をしていたから、Ａくんにバレたくなくて、顔をスタンプで隠したものを渡した。

　私のものも、そうしなかったのはどうしてなんだろう。浮かれすぎて、自分が死にたいと思っていることを忘れてしまったからだろうか。

　────それとも、もう死にたくなんてなくなったから？

「……あーー、もう」

　これだから、近づきたくなかったのに。

　離れるどころか、近づくのを止めるどころか、今日も一緒にいたがったのはどこの誰なのか。現在進行形で、Ａくんのことばかりで頭の中が占拠されていっている。

　あぁ、まるでウイルスみたいだ。こんなにも死にたい夜なのに、君と会えなくなると思ったら足を前に踏み出すことすら出来なくなってしまった。

　流行はやりの歌よりも、たちが悪いなぁ。

　君と歩く世界が、何故かとても特別なものに思える。愛おしく思える。きらめいて、少し眩まぶしいとすら感じる。

　その〝何故か〟に気がついてしまった瞬間に弱くなってしまう気がするから、それ以上は考えないことにした。これ以上弱くなってしまったらきっと、死ぬことも出来ない。

「…………Ａくん」

　会えなくてもいい。せめて、声だけでいいから聞きたい。

　そんな思いに突き動かされて、もうとっくに覚えてしまった電話番号を押した。

　夜の駅。一番左の椅子。

　いつもＡくんの座っていた、あの席に座ったのは、こうすることでほんの少しでもつながるような気がしたからで。

　プルルルル。

「本当につながると思ってないし」

　プルルルル。

「君のことが、好きなわけじゃないし」

　プルルルル。

「もうほんと、バカじゃないの」

　プルルルル

「どうしよう」

　プルルルル

「…………会いたい」

　五コール以内に出るって言ったくせに、うそつき。

　期待して損をした。いつでも出るって、あんなに真剣な顔で言ってたくせに。

　…………嬉しかったのに。

　私は祈るように見つめていたスマホから目を逸そらして上を向いた。

「もしもし」

　そのとき、だった。声が聞こえた。とっくに、大好きになってしまった声が。

「もしもしーー？　あっ、もしかして三峰??」

「……ちがうもん」

「噓うそだろ、声が絶対三峰じゃん。模試終わってたのか、おつかれさま！」

「…………うん。ありがと」

　ポロリと、涙の代わりに言葉がこぼれ落ちた。

「それで、どうしたんだ？　何か俺に用事でも、」

「ない。ただ、なんとなくかけただけ」

　プツッ。ツーツーツー。

　電話を切った。これ以上、Ａくんの優しい声を聞いていたら、本当に一歩も動けなくなってしまいそうだったから。甘えてしまいそうになったから。

　もしも私が会いたいと一言言ったら、彼はここに来てくれたのだろうか。そんな〝もしも〟を考えだしていることすらバカみたいだ。そんなことは漫画の中でしか起こらない。一度起こった奇跡に、また縋すがろうとしてしまった。我ながらなんて滑稽で、弱いんだろう。

　あぁ。君に出会わなければ、一人きりが寂しいなんて思わなくてすんだのに。こんなに寒いって、思わなくてすんだのにな。

　どうせ死ぬならあの日に死ぬべきだった。

　あと少し生きたって、何も変わらないなんて思うべきじゃなかった。

　心の中がめちゃくちゃだ。

　今、こんなに死にたいのに。

　目の前にある線路に飛び込むのはあまりに簡単なことなのに、Ａくんの言葉ばかりが頭の中を渦巻いて止まらない。




『なぁ。実は俺、学校抜け出して海行くの夢なんだけどさ。どうせ死ぬなら、今から一緒に行ってみようぜ！』




　馬鹿じゃないの、もうとっくに気づいてるよ。




　君が相当なお人ひと好よしで、私の自殺を邪魔しようとしてこの二週間、私のことを必死に連れ回していたなんてこと、分からないわけないでしょ。気づかないわけがないでしょ。

　それなのに、毎日君と会う約束をし続けた。朝のしりとりが楽しくて、見たことのない世界が見たくて。何もかもに気づいていないふりをして、死ぬ予定だって引き延ばして、友達からの誘いを強引に断ってまで会いに行って。




『今日一日三峰と会えなくて、その、さみしいなって、思ってたのは、本当です』

『ガンゲー得意なの、俺は超いいと思うけどな。もっと好きになったわ』

『マジでいつでもいいし、どこでもいいぞ。三峰が呼び出してくれたら、俺愛用の自転車でどこまででも行ってやるよ』

『どうも。三峰専属の空気清浄機です』




　あぁもう、うるさいな。分かってる。分かってるよ。

　見る世界全部が、急に色づき始めた理由なんて、もうとっくに分かってる。

　意味のないもの全てが特別に思えてしまうぐらい、こんなときに一番に顔を思い出すぐらい、きっと、君のことが。

「…………あ」

　ブワッと風が吹いて、ネックレスに通していた真珠のリングが揺れる。

　電車が、やってきた。







「……………………」

　ガタン、ゴトンと電車が目の前を通り過ぎていく。結局私は、何も出来なかった。飛び込むことも、電車に乗ることすら。

「っ……三峰！　お前、何しようとしてんだよ!!」

　大きな温かい手が、私の冷え切った手を摑つかんだから。

「……何って、電車に乗ろうと」

「それだけ!?　本当に!?」

「…………ほんとだけど」

　声でとっくに分かっていたけれど、ゆっくりと振り向いて私の手を繫ぎとめた人物を確認した。部屋着のような白いＴシャツは汗でびしょびしょになって身体に張り付いていて。

　私よりも、余程死んでしまいそうな顔をした男の子。

「Ａくん、なんでいるの」

　私が何よりも想おもっている人。

「なんでって、……会いたかったから。急に来てごめん」

「…………なんで、そっちが謝るの」

　噓だ。私が、死のうとしてるって思ったからここに来たんでしょう。

　私が死のうとしなくなったら、君はもう、こんな風に私に接してくれることもなくなるんでしょ？　君は優しくて優しくて、優しくて。あまりに優しいから、こんなにもめんどくさい私にまで好かれちゃうんだよ。

　そーゆーとこも、バカだなぁ。みんなみたいに、いつもみたいに、私の本当の顔なんて見ようとしなければ良かったのに。

「とりあえず座ろ。Ａくんのせいで電車逃しちゃったから次の電車までめっちゃ時間あるんだけど」

　その言葉の代わりに、いつも通りの軽口を言った。そうしないと、安心したと、一人が怖かったとうっかりこぼしてしまいそうだったから。

　でも、Ａくんはそんな私のことを、この二週間で私以上に分かってしまったらしい。

「待てよ。ほんとは何が言いたくて電話してきたか、まだ聞いてないんだけど」

「……何でもないってば。ただ、暇だったから悪戯いたずら電話でもしようと思って、」

「ウソ。だってお前、冗談とかで電話かけてくるような奴やつじゃないじゃん」

「…………………」

　ほんとは、本当は。

　君に言われた通り、死にたかったから電話した。君に止めて欲しかったから電話した。

　君に会いたかったから、祈るように電話をかけた。

　それが無理なら、最さい期ごに聞く声は君が良かったから。

　あぁ。今までもそうだった。

　こんなもので救えると思ってるの。救えるわけないでしょ、と。そう思うのに。

　救われたと、心のどこかで言っている私が。救われている私が、一番どうしようもない。

「…………本当は、ほんとはね？」

「うん」

「ただ、君に会いたかっただけ」

　その言葉を吐き出すのに、信じられないぐらい時間がかかった。

　本当は、言うつもりなんてなかったのに。なんでもないよ、と誤魔化すつもりだったのに、Ａくんがずっと、真剣な顔で私のことを見ているから、ついつい言葉にしてしまった。

「…………これ、いま使うから。何処どこでもいいから連れ去って」

　その勢いのまま、定期入れの中から【Ａくん鉄道の切符】と拙い字で書かれた紙を取り出した。

　君といられたら何処でも良くて、何処でだって生きていける気がしている。

　そこまで重いことは口にしなかったけど。

「もちろん！　何処へでも」

　どうして君はいつも、私が一番欲しい言葉を簡単に言ってしまうのだろうか。







「…………Ａくんはほんと、よくこんな裏技みたいなこと見つけてくるよね……」

「だろーー？　どうにか忍び込めないかなって探してたら偶然見つけてさ」

「それは偶然じゃないでしょ。てゆーか、なんで誇らしげなの。今のは褒めてないし」

　むしろディスだし、と心の中で付け足したけど、その恩恵に一番与あずかっているのは私なので、これ以上は何も言えない。

　そんなことを思っているうちに、Ａくんは緩んでいたネジを器用に外してフェンスを外し、あっさりと学校のプールに忍び込んでしまった。屋上の鍵の件といい、この学校の設備管理がそろそろ不安になってくる。

　いや、そもそもこんな風に忍び込もうとか考える人がいないのが普通なんだろうけど。

「やっぱいいな〜〜！　夜の学校のプールに忍び込むとかさ、青春って感じするじゃん」

「でた、Ａくんの青春バカ」

「あー、あーー。聞こえませーん」

　学校の屋上でサボりがちなことといい、海に行くのが憧れだったことといい、今回のことといい。Ａくんは本当に、青春病にでもかかっているのではなかろうか。

　別にいいけど。いいですけどね、連れてきてくれた先が学校のプールでも。

　自転車を二人乗りしてやってきた先がここだと思えば、確かに青春っぽいとは思うけど。何処へでもと言ったわりには、新鮮味が足らなさすぎるチョイスなのではないだろうか。

　私がそんな思いを込めてジトーっとＡくんを見つめると、彼は私の視線から逃げるように足を早めて、靴と靴下を脱ぎ、プールサイドに投げ捨てた。それから、プールの水に濡れるすれすれの所に座り込んで、躊躇ためらいなく両足を水につける。

　単純だ。Ａくんはあまりにも単純だ。

　どうしてプールに足をつけただけで、そんなに満開の笑顔を浮かべられるのか。

「三峰、早く来いよ！　めっちゃ気持ちいいぞ」

「…………すぐ行く」

　あーーもう、ほんと。私も単純すぎ。







　それからはずっと、どうでもいい話をしていた。虫が多くて嫌だとか、夏は暑いのに長すぎるとか、本当に、どうでもいいこと。

　しばらく話した後。ようやくコンビニで買ったモナカアイスのことを思い出して、真ん中で割って半分こして食べた。この暑さのせいでほぼ溶けていたけど、それでも意味が分からないぐらい美味おいしかった。バニラ味なんてありふれてるのに、君とシェアしたというだけで特別なバニラ味に変身してしまった。




　Ａくんは、私の傷には触れてこなかった。




　どうして死のうとしたの。どうして死にたいの。どうして突然電話してきたの。

　聞きたいことは山ほどあるはずなのに、Ａくんには絶対に、それを知る権利があるのに。

　聞かれたらちゃんと、答えるのに。君になら傷を見せたっていいのに。

「…………なんて」

「何が？」

「……なんでもない。空、綺き麗れいだなぁと思っただけ」

　ほら、自分から言い出すことは出来ないくせに。

　私は迷子になった視線に行き場を与えるために、ぼんやりと上を見上げて、夜空に光る沢山の星と、一ひと際きわ輝く月を見つめた。

　周りに人工的な光が何もないからか、今日は本当に空が綺麗に見える。

　そして、星の煌きらめきを見ているうちに、まるでＡくんみたいだなぁ、と思った。ピカピカ明るくて、目が眩くらむほど眩しくて、こんなにも身近なのに手に入らない。そんなところが。
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「なんか星って三峰みたいだよなぁ」

「どこが!?」

「どこがって、全部が。光ってて眩しくて、絶対手が届かない感じがさ」

「…………そんなわけないし」

　Ａくんが手を伸ばしたらすぐ届いちゃうよ。ていうか、Ａくんの方がよっぽど眩しいよ。前に君自身が言ってたけど、私が星なら君は太陽だよ、とはやっぱり言えなかった。

　だって、今隣にいるだけで十分焼け焦げてしまいそうだ。

　それなら私は月がいい。永遠に太陽との距離が縮まらなくても、ずっと同じ距離で見つめることは出来るから。太陽に照らされてこそ、輝けるから。




　────そうだよ。私、君に照らしてもらわないと生きていけないって断言出来るような、大義名分が欲しいんです。




　もっと、素直になんでも言える女の子になりたかった。そしたらきっと、きっと。

「そろそろ次の電車来る時間だけど、どうする？　まだ帰りたくない？」

「…………あ、そっか」

　手に持っていたスマホの電源を一瞬入れて時間を確認する。夜のプールに似合わない電光は、チカチカと眩しく光って午後九時過ぎであることを教えてくれた。

　そっか。そうだ。Ａくんにも、迷惑をかけてしまう。こんな時間まで付き合わせてしまっていたなんて、楽しすぎて全く気がつかなかった。

　それなのに、「帰ろう」の一言がどうしても出てこなくて、足をバタバタと動かした。バシャバシャと水みず飛沫しぶきが跳ねる。冷たい。まるで、幼い子が駄々をこねているようだ。

「…………えっと、その。少しだけ、我わが儘ままを言ってもいいですか」

　こんな風に、我儘を諦めきれなかったのはいつぶりだろう。いつもちゃんと、いい子でいられるように、嫌われないように、自分の意見は相手の顔色を見てから考えて吐き出すものだったのに。

「当然！」

　笑顔でそう言ってくれる自信があったから我儘を言ったのだと言ったら、君はもっと太陽みたいなその笑顔を見せてくれるだろうか。

「今日はまだ、帰りたくない……です」







　パチパチ。パチパチ。

　夕焼け色をした火花が、弾はじけながら散っている。

「線香花火見ると、夏だなぁって気がする」

「俺も俺も。あー、やっぱ綺麗だな」

「ね。まさか学校で花火やる日がくるとは思わなかったけど」

　あれからＡくんは、「ちょっと待っててな！」と私に言い残して、ダッシュでプールサイドの端にある倉庫の方へ行き、すぐに大きな袋を抱えて戻ってきた。

　その袋から満面の笑みで取り出した花火セットは、近いうちに行われる、水泳部の打ち上げで使う予定だったものだそうだ。それを水泳部の友人が自慢していたことを思い出したようで、二本ぐらいなら盗んでもバレないだろうということで持ってきたらしい。

　実際、線香花火を二本抜いただけでは、このことがバレることはないだろうし、今度こっそり補塡しに来たらいいか、なんてことを考えてしまった私はもうダメだ。

　どんどんＡくんに毒されてきている。

「見事に校則違反のオンパレード……！」

「おめでとう、共犯者さん」

「…………ん。私が捕まったら、速攻でＡくんの名前出すね」

「そこはもう少し庇かばってくれよ!?」

　Ａくんは呆あきれたように笑ってから、その後真顔になって「絶対俺の子の方が長生きするから」と言い出した。線香花火を見る目がマジだ。

　これはもしかすると、また勝負しようということなのだろうか。

「私の子の方が強いよ。気持ちの強さがＡくんとは違うもん」

　だって、線香花火が落ちたら、もう帰らないといけないのなら。

「いーや。今度こそ絶対俺の勝ちだし」

　パチパチ、パチパチと火花が一層燃え盛った。つまらないことでムキになるところがかわいい。いつも無邪気に目を輝かせているところが、すごく好きだ。

　私は、水面に映っている夕焼け色を眺めているフリをして、こっそりとＡくんの横顔を盗み見た。今しっかり目に焼き付けておかないといけない。だって、そうじゃなきゃ次はいつこうやって過ごせるか分からない。

　私達は自殺を口実にしないと一緒に過ごせない関係だから。友達でもなくて、恋人でもなくて、クラスメイトでもない。ただ、Ａくんが優しいから成り立っているだけの関係だ。

　良かった。良かった。この世界に、関係性を表す言葉が限られていて良かった。

　おかげで、都合の良い言葉で整理せずに、早くＡくんを解放しなければならないと気がつくことが出来た。

　人が線香花火を好きなのは多分、儚はかないからだ。

　すぐに消えてしまうと分かっているからだ。だからこそ綺麗なのだ。

　────なんだかそれって、私とＡくんの関係性みたい。

　パチパチと勢いの良かった火花の火が徐々に弱まっていく。この関係を消したくないと、心の奥で叫ぶ声は大きくなっていく。

　私の気持ちもこうして萎しぼんで、そのまま空気にでも溶けたらいいのに、と心の中で呟つぶやいた瞬間。

「…………あ」

　ポトン、と。水面に吸い込まれるように、私の火花が落ちた。

「っしゃあ、俺の勝ちな！」

　Ａくんが嬉しそうにそう言った直後に、彼の火花も役目を終えたかのように消え落ちていった。

　花火が終わった。もう我儘は終わりだ。

　もう帰らないと。早くＡくんに今までありがとうと伝えないと、と。

「……………あ、れ」

　そう思った瞬間、ぼたぼたと、ただ涙がこぼれ落ちてきた。

「三峰……？」

　Ａくんはどうしていいか分からなさそうに私のことを見つめている。自分でもどうしたらいいか分からないから、ただただ困って視界の向こうのＡくんを見つめてしまった。

　ぼやけた視界に映る、君のことが好きです。

　世界で一番、人類の中で一番好きです。

　きっと、こんな出会い方じゃなくても好きになってた。運命だと思った。

　先も見えないぐらい暗い夜に、隣にいてくれた君のことを、多分一生忘れない。忘れたくない。そう言えたなら、どんなに良かっただろう。

「…………っ」

　良くないから、涙が止まらない。

　今度は、言葉の代わりに涙がこぼれ落ちているみたいだ。

　泣き止やめ、泣き止めと何度も思っているのに、涙は次から次へとこぼれ落ちてきて。Ａくんに言えずに飲み込んできた言葉が全部、流れ落ちているみたいだと思った。

「あのさ、私、もう死ぬのやめるね？」

　代わりに、ずっと言おうと思っていた言葉が口をついて出る。

「っなん、で」

「なんでって、」

　────このまま私の我儘で、自殺を盾に君のことを縛り続けるなんて、私が許さないから。君が私のことを好きなわけじゃないって、ちゃんと分かってるから。

　みー先輩も言っていたじゃないか。Ａくんは良い奴なのだ。あまりにも。

　うっかり自殺しそうな女の子を見つけてしまったから、助けようとしている。Ａくんからしたら、ただそれだけなのだろう。

　私はそれを勘違いして、うっかり君に恋をしてしまった。

　Ａくんが悪いのだ。優しすぎるから。こんなの、好きになるに決まっているだろう。

　自殺を止めるために、こんな夜遅くに部屋着で駆け出してくるぐらいのお人好し。そんな君のことを好きになる女の子はいっぱいいるはずだ。

　もしかしたら、もう彼女だっているのかもしれない。あんなに人がいいし、優しいし、なんか軽い奴だから。そういや、望もち月づき先輩にも「だーいすき」とか言ってたし。

　だからどうしても、同情で私と一緒にいてくれていることが苦しくて堪たまらなかった。君が私といてくれる理由は、『私のことが好きだから』がいい。

「…………なんでって、助けてくれた君自身がなんでそんなポカンとした顔してんの。この二週間、こんなにめんどくさい私に付き合ってくれてありがとね」

　自分でも、自分が相当めんどくさいことぐらい分かっている。私、君が思ってる以上にめんどくさくて、ダメダメなんだよ。

「だからもう、私なんかに関わらなくていいよ。明日からまた、お互いの言葉になんの価値もないような、他人同士に戻ろうよ」

　薄く笑って、喉の奥に押し込み続けていた言葉を吐いた。

　どうしよう。どうしよう。そんな、傷ついた顔しないでよ。

　不意に動きそうになった手を自分の手で握る。プールにつけっぱなしだった足の先から冷たさが伝わって、ついに手まで届いてしまったみたいに、あまりに冷たい。

　本当に、何がどうしようだ。一番どうしようもないのは私でしょ？

　君のことが好きなんです、の一言も、結局言えないまま。

　名前のない関係性じゃ、もう嫌だ。この関係に名前をつけて、君を縛り付けておきたい。私のＡくんだって全世界に主張したい。

　そうじゃないと、この先の未来が見通せないぐらい、君がいないと息も吸えない。

「迷惑かけて、ごめんね。ばいばい」

　明日からまた、君のいない日常が始まる。それはもう辛つらくて、寒くて、凍えそうな日々なのだろう。息苦しい毎日なのだろう。

　こうなるならいっそ、出会わなければ良かった。出会わないまま死にたかった。

　歪ゆがむ視界に見えたＡくんは、呆ぼう然ぜんとしたような表情をしている。

　噓だよ。私だって、本当はずっと君といたいよ。

　これからももっと思い出を増やして、そばにいるだけで息が詰まりそうなほど苦しくなって、本当に幸せって笑うような毎日がいい。

　だけど私は自分からそれを手放した。今、手放さないと、本当に一生離せなくなりそうだと思ったから。ただただ、隣で君が笑うのに、私のＡくんじゃないことが苦しいから。

　私は、自転車で二人乗りをしていたときにＡくんに触れていた自分の身体からだをなぞって、ドキドキし続けている心臓が嫌になって、ギュッと自分の手を抓つねった。

　あぁ。こんなときにも君にドキドキしている、私のことも嫌になる。

「…………嫌だ」

　止まってしまえと願っていた脈が、君の声でドクンと跳ね上がった。

　今でも十分、君に否定されただけで死んでしまいたいほどなのに。




　君と目が合うだけで、生きたくって仕方がない。
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「…………嫌だ」

　潤んでいる三峰の目をしっかり見つめて、喉の奥から声を出した。思わずだとか、気づいたらだとか。そんな風に勢いで言葉を吐き出したんじゃなくて、確実に自分の意思で、必死に言葉を形にした。

　そうじゃないと、三峰の心の奥まで届けられるわけないから。

「……え」

「なんでまた、そんな泣きそうな顔してんの」

「っあ…………」

「別に、俺ともう関わりたくないならそれでいいよ。俺は三峰が幸せそうな顔してるのを見れるだけでいいから」

「…………」

「でも、でもさ」

　三峰は彷徨さまよっているような視線を隠すように俯うつむいたまま、目を瞑つぶっている。その様子がどうにも、何かに耐えているようで、我慢しているようで。

「肝心の三峰が笑ってないのに、このままさよならなんて出来るわけねーだろ！」

　それが学校の中で見る三峰に重なって見えたから、どんどん声の大きさがヒートアップしていく。もう自分でも、止められそうにない。

「っな、なんで!?　自殺するって言ってるわけじゃないんだから、もうＡくんには関係ないでしょ!?」

「ここ最近ずっと一緒にいたんだから関係あるわ！　俺、三峰にはずっと美味しい空気吸って、笑ってて欲しいんだよ。そんな泣きそうな顔で話してるの見てさ、『もう死なない』なんて言われたって信じられねぇよ」

「………………」

「これが迷惑なら、もう話しかけないから。俺が嫌ならそれでもいい。でも、もうそんな顔で、思いつめたような顔して生きていこうとしないでくれよ！　たい焼き食べて笑ってたときみたいに、幸せそうな顔でいてくれよ……！」

　俺のことなんてどうでもよくて、明日三峰が笑っているならそれでいい。

　つまりもう、三峰がいてくれないと俺まで生きていけそうにない。

「〜〜っ、なんで」

　あぁ、ダメだ。視界がぼやけて歪んできた。

　それでも、この言葉だけは絶対に三峰に伝えたいから。

「そんなの、三峰のことが好きだからに決まってんだろ!?」

　ずっと心の奥に沈めてきた想いが、口から飛び出していった。飛び出していった言葉は、勿論戻るわけがない。

　今にもこぼれそうなほどの水滴を大きな瞳に溜ためた三峰は、驚きのあまり、涙を堪こらえていたことすら忘れたように、ポカンと口を開けて俺のことを見ている。

　そうだ。戻れないのなら、これで終わりかもしれないのなら。言わずに後悔するよりも、言って後悔する方がいいに決まっている。今までみたいに、あと一歩が踏み込めずに逃げているようでは、遠くから眺めるだけで諦めているようでは、何も変わらないのだから。

「努力家で、練習の鬼で、勝気で、ちょっと自己中心的で！　単純なことで幸せそうな顔するとことか、意味わかんないとこでツボるとことか、白ワンピースがめっちゃ似合うとことか、勧めたアニメ徹夜で見てくれるとことか、風邪で元気ないのに強がるとことか！　そんな三峰だから俺は助けたいと思ってるんだよ!!　三峰は、完璧なんかじゃなくても俺の中では十分最高なんだよ!!」

「…………っ」

「こんなに俺が必死なのだって、他の誰でもなく三峰だからだよ。好きな子に、死なれたいわけないだろ。ずっと俺の隣で笑ってて欲しいって思うから、ここまで必死になってんだよ！　いい加減、俺が三峰のことどれだけ好きか分かれよっ！」

　心臓がこのまま、焼き切れてしまいそうだと思った。それでも、焼き切れても壊れてもいいから、絶対に目を逸らすわけにはいかないと思った。

　今まで散々躊ちゅう躇ちょしてきた現実に、一歩踏み込むのは、今だ。

　覚悟を決めて真っ直ぐ前を向く。

　目の前の三峰は、呆然とした顔で俺のことを見つめている。それから暫しばらくして、徐々に何かをこらえきれなくなったかのように両手で口を押さえた。

「…………うそ」

　そして、小さな声でそう呟いた瞬間、三峰の大きな瞳から、まるで流れ星のように一筋の雫しずくが零れ落ちる。それを皮切りに、ぼろぼろと透明な涙が三峰の頰を伝って流れ落ちていった。

「うそ、うそだぁ」

　三峰は、信じられないように何度もそう呟いて、ペタペタと自分の頰を触っている。噓だ、と繰り返しながらも、こらえきれなくなったように口角がじわじわと上がっていった。

　そしてついに、「ゆめじゃない」と小さく呟いた三峰は、頰に付いていた滴を雑に拭った。綺麗な長い髪が、夜風に揺られてサラサラ靡なびいている。すぐ隣で、今まで見た中でも一番幸せそうに笑う三峰は、空で輝く星の数百倍は眩しいと思った。

「もう知ってると思うけど、私、君の憧れてるような完璧じゃないよ」

「あぁ」

「すぐ周りに合わせちゃって、それを保つのがしんどくなって、苦しくなって、楽になりたいから死んじゃおうとか思っちゃったよ？」

「あぁ」

「それでも好き？　完璧じゃなくなっても、ずっと隣にいてくれる??　もし限界がきて泣き崩れちゃっても、頑張ったって言ってくれる？」

　その答えは、思えば一週間前から決まっていたのだ。

「そんなの当たり前だろ！　手を伸ばしてくれさえしたら、俺が絶対、絶対全部摑むから！」

　即答した。何度も、頭の中で考えていた言葉だった。

「もしＡくんに支えきれるほど軽くなかったら？」

「……それなら一緒に落ちるよ。どこへでも」

「…………またそんな漫画みたいなこと言って。そもそも、そこは少しも重くなんてないよって言うところでしょ」

「いやまぁ無理なものは無理だし、重いものは重いし……」

「っ失礼な！　……ふふっ。でも、それでこそＡくんだもんね。君にそこまで言ってもらえるなら私、もう無敵じゃん！」

　三峰が、俺の腕に顔を埋うずめた。その微かすかな重みが、三峰の自殺未遂から二週間経たった今日、確かにここにいる証あかしに思えて、全てが愛おしかった。

「なら、信じる。大好きな君からの言葉は、私の中で一番価値のある言葉になっちゃったから」

「っ……そうか」

「うん、そう。Ａくんのことを想ったら、なーんか空気が美味しいの。君のせいで、人の目気にして自分の〝好き〟を諦めるの、バカらしくなっちゃった」

　三峰は、泣き笑いのような表情を浮かべて、さらに言葉を続けた。

「あのさ、Ａくんのせいだからね？　君のせいで私、今日も死ねないんだから。責任とって、ずっと私専用の空気清浄機やらないと許さないんだからね」

「任せてくれよ、一生美味しい空気届け続けるわ」

「ふふっ、ふはっ、いつも、面白すぎっ……」

　俺の言葉に、三峰は顔を上げて笑い出した。大きな瞳に張った涙の膜には、ポカンとした俺の顔が映っていて。その上に映り込んだ星がキラキラと眩まばゆくて、口と頰は、薔ば薇ら色いろに色づいていて。

　ずっと、この顔が見たくて、この一週間を生きてきたのだと。今すぐ叫びだしたくなるようなその笑顔に見み惚とれていると、三峰がグイッと俺のシャツを引っ張った。

　その勢いで俺の身体が三峰の方へ傾いて、パシャリ、と水が跳ねる音がした。

「っ…………!?」

「ふふ、どうする。Ａくん曰いわくお星様な私だけど、今なら簡単に手が届いちゃうよ」

　首まで真っ赤に染めながらそんなことを言う三峰が愛おしくて、かわいくて、だから。







「ねえ、Ａくん。…………だいすき」
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　月曜日。月曜日だ。月曜日が、やってきた。

　三度目の月曜日は、まるで俺達のことを祝福するかのような晴天だった。

「おはよ、Ａくん」

「おはよ」

　いつもの電車から三峰が降りてきた。透けるような肌に眩まぶしい太陽の日差しが差し込むせいで、後光すら出ているように見える。

　今日も俺の彼女がかわいすぎる件についてあと五時間話しても大丈夫ですか？　という気持ちを抑えながら俺が三峰に手を振ると、三峰はストンと俺の隣に腰を下ろした。昨日散々泣いたせいで、お互い少し目が腫れている。そんなことすら無性に楽しかったから、俺達は目を見合わせて思わず笑ってしまった。

「今日の放課後は何する？」

「望もち月づき先輩のたい焼き屋さんに行く」

「即答じゃん。まぁ美味おいしいもんな、たい焼き」

「ん。それもあるけど、望月先輩に話したいことがあるから」

「……ふーん、そっか」

　三峰がやけに嬉うれしそうにそう言うので、少し嫉妬してしまった。

　そうですか。初デートなのに、俺よりみー先輩ですか。ふーん、へぇ〜〜。

　なんか、付き合い出した実感ってやつがもう少し欲しいんですけど。

「なんでそんなに恨めしそうな顔してんの」

「べっつに〜〜？」

　もしもし、神様。こうやって三峰と話せるだけで十分幸せなのに、もっと欲張りたくなってしまうのはいけないことなんでしょうか。

「望月先輩には、Ａくんと付き合い始めましたって言いに行かないといけないと思って。……私と付き合ってるって人に言うの、もしかして嫌だったりします？」

「むしろウェルカムですけども!?」

　前言撤回。幸せです。







　さらに、良いことというものは続く。

「よっしゃ見たかおい！　平均一〇点超え！　どうよ。俺も、やりゃあ出来るってことなんですよ！」

　いつもなら眠たげに、うとうとしているだけの昼休み。眠たげどころか目を今まで以上に輝かせた俺は、友人に先程返ってきた数学のテストの点数を見せびらかして回っていた。

　勿もち論ろん、最初から数学が出来る奴やつには何がすごいのかも分からないぐらいの進歩だろうが、俺からしたら今世紀最大の進歩ぐらいのスケールの出来事なのである。

　これはもう、三峰とした勉強会のおかげに違いない。まぁ、三峰はＡくんが頑張ったからでしょ、とか言いそうだけどな。

　実際、相当頑張った。勉強会のあとも数学の勉強は毎日続けていたし、テスト前日は珍しく日付を越えない内に眠りについた。

　でも、そのきっかけをくれたのは、間違いなく三峰だ。三峰の隣に立ちたかったから、ここまで頑張れたんだ。三峰と出会わなかったらきっと俺は、保険をかけるように自分の限界を決めて、少し頑張ったところで何も変わらないって諦めたままだっただろう。

（………………あーー、好きだなぁ）

　顔を思い浮かべるだけで力が湧いてくるなんて、そんなことは初めてだった。

　そういや三峰は、もうお昼ご飯を食べたのだろうか。まだなら、一緒に食べようと誘ってみてもいいかもしれない。

　思い立ったら即行動。俺はすぐに昼食代を持って階段を降り、理系クラスが集まる廊下をきょろきょろと見渡しながら三峰を探すことにした。

　それからすぐに、友達であろう女子数人に囲まれている三峰を見つけ、声をかけようとして──────。

「そういや彩いろ葉はちゃん、昨日の模試どうだった？　私、全然ダメでさ……」

　会話の内容に心臓が跳ね、俺はとっさに三峰から見つからない位置に隠れてしまった。

「昨日の模試、難しかったよね。私もいつもよりは出来なかったかも」

「ほんと？　いやでも彩葉ちゃんとウチらじゃ基準値が違うからさ。出来なかった、のレベルが違うんだって。だって彩葉ちゃん、天才じゃん」

「あーー、そっか。やっぱ元が違うのかぁ……」

「そんなこと、ないよ」

　三峰は、そう言ってギュッと左手首を握りしめた。

　そのいつもとは違う様子に、三峰の友人達は不思議そうな顔をしている。

　俺も、てっきりいつも通り曖昧な顔で笑うのだと思っていたから、動揺のあまり、思わず動こうとして肩を思いっきり壁にぶつけてしまった。

「昨日の模試は、前回より難しくなるかもって聞いたからめちゃくちゃ勉強したの。普段も必死に勉強して、どうにか足搔あがいてるだけだから。私、天才でもなんでもないよ」

「……………」

　三峰がそう言った瞬間、空気が凍りついた。というより、三峰の友人達はどうしたらいいのか分からなかったのだろう。

　きっと、三峰がそんなことを言ったのは初めてだっただろうから。

「……でも努力できるってことがまずすごいよね！　何も対策せずに受けに行ったうちとは全然違うし、真面目だし！」

「あっ、いや、そういう意味で言ったんじゃなくて……」

「そんなことよりさ、彩葉ちゃんの誕生日カラオケ会いつにする？　なんか、この話したら別の子も来たいって」

「いいじゃん、みんなで祝った方が賑やかで楽しいし。彩葉ちゃん、いつ空いてる？」

「………………」

「あ、そーいや男子も来たいとか言ってたけどいいかな？　実は最近気になってる人でさ、どうしても行きたいって言うから……」

　しかし、三峰の必死の抵抗は、ぎこちない会話の波に押し流されるように、すぐになかったことにされてしまった。

（…………なるほどな）

　その様子を見て、三峰があれほど自分のイメージから抜け出せないと悩んでいたのは、今まで誰も彼女の息苦しさに気がつかなかったのは、こういうことだったのかと改めて納得してしまう。

　ここにいる人間は多分、みんな本当に三峰のことが見えていないのだ。きっと、三峰自身が思っている以上にその輝きが強すぎて、彼女達にはクラスメイトの『三峰彩葉』ではなく、何でも出来て頼りになる『完璧美少女』として見えているのだろう。

　だからこそ、誰も彼女の抱えている憂鬱や絶望に気がつかない。気づこうとしない。

　だって、『完璧美少女』が苦しさを訴えているだなんて思わないから。三峰の後ろ姿に憧れて、勝手に自分の非日常にしていた二週間前の俺のように。

　三峰もきっと、それに気がついている。だから訴えることを諦めて、自分が死ぬことで終わらせようとしたのだろう。

　それなら、そうなってしまうなら。

　俺が代わりに叫ぶしかない。

「あっ、三峰！　探してたんだからな？」

「っ……あ、Ａくん」

「昼休みに会おうって約束してたじゃん。忘れるなよ〜〜」

　俺は適当なことを言いながら、ヘラヘラと三峰に近づいて行った。三峰は泣きそうな、悔しそうな顔をしている。見てたから、分かるよ。三峰、十分頑張ってたじゃん。

「………………っ」

　そんな想おもいを込めて、三峰の硬く握られていた手を握った。三峰は声にならない声を漏らしながら、潤んだ目で握られた手を見つめている。

　その様子を見て、友人達はどうやら俺のことを不審なやつだと判断したらしい。俺を見る目つきが鋭くなって、まるで刃やいばみたいだった。

「え、彩葉ちゃん。この人と知り合い？　何か怖いんだけど」

「ほんとそれ！　まさかストーカーとか？」

　その言葉に、やっぱり俺が彼氏には見えないよなぁ、とちょっとへこむ。

「あ、いや、俺と三峰は────」

「付き合ってるの。私達」

「…………え」

　横から、真まっ直すぐな声が聞こえた。

「私がベタ惚ぼれしてるだけだから、変な決めつけで悪く言わないでくれる？」

　三峰は、大きな瞳いっぱいに涙を溜ためながら、でも決して零こぼさずにキッと目を細めた。

「誕生日のカラオケ会も、企画してくれてありがとう。でも、別の人とかもいっぱい来るなら、いいよ。私、カラオケも苦手だし、知らない人に祝われたいわけじゃないもん。友達にだから、祝われたいと思ったんだもん」

「……あ、あの、彩葉ちゃ」

「それとね。もう一回ちゃんと言うけど、私、本当に全然完璧なんかじゃないから！　今まではみんなに嫌われたくなかったから、失望されたくなかったからっ、必死に、ほんとに必死に取り繕ってただけで。本当の私を見たら、きっと幻滅すると思う」

　三峰は、さっきとは違う、覚悟を決めたような芯のある声で言葉を続ける。

「……そしたら、今までみたいに私と一緒にいてくれなくてもいいよ」

　それから、すぅっと息を吸い込んで、そのまま作り込んでいた笑顔を消した。その代わりに、ふっといつもの勝気な笑みを浮かべる。

「これからはやりたいことも、したい顔も、全部自分で決めるって決めたから!!」

　そして三峰は、俺の手を強く握り返して下げ駄た箱の方へ駆け出した。

「ほらっ、行くよＡくんっ！」

　三峰に全意識を集中していたせいで全く気がつかなかったが、いつの間にか野次馬達が集まってきていたようだ。俺達は、その中をかき分けながら必死に廊下を突き進む。

「どこ行くんだよ!?」

「知らない！　とにかく、今日はもうサボるって決めたからサボるの！」

「はぁ!?　俺も!?」

「当たり前でしょ!?　じゃないと誰が私に美味しい空気吸わせてくれるの！　今から水槽の外に行くのに、酸素ボンベがなかったら窒息しちゃうでしょ!?」

「ちょっ、俺は空気清浄機と酸素ボンベの二刀流かよ!?　どう考えても俺に仕事させすぎだろ!?」

　軽口を叩たたき合う俺達は、集まってきていた野次馬を通り抜けて走り出し、そのまま学校を抜け出した。

　これで本当のサボりデビューってやつだ、と胸に少しの不安が過ぎるけれど。

　清すが々すがしく、勝気そうに笑っている三峰が隣にいるから、もうそんなことはどうでもいい。







「あーーーー、最高!!　超いい気分！」

　学校から駅までの一本道を走り抜け、昼食代として持っていたお金で電車に飛び乗った俺達は、ぜはーぜはーと息をきらしながら、ぐったりと誰もいない車内の座席を贅ぜい沢たくに使って座り込んでいた。

「…………っはぁ、三峰、元気あるな」

「ん。正直、めちゃくちゃ緊張したけど、こんなに軽やかな気持ちになるとは思わなかった」

　三峰は嬉しそうにＶピースをしてこちらを見てくるが、三峰と俺の持久力は大分違うのだということを理解して欲しい。

「……よかったのかよ、あんなこと言って」

「よくはないでしょ。今までせっかく築いてきた、優等生の三峰彩葉が台無しなんだから」

　俺の勇気を出した、踏み込んだ質問に三峰はあっけらかんと答えた。

「でもいいの。Ａくんのこと、悪く言ったのは本当に許せなかったし。君と出会ってから、まずは自分が一番、自分のことを認めてあげようって思えたから。どうせ何も変わらないって諦めて、死んで全部解決しようとするのは卒業です」

「おーー、卒業おめでとう」

「ふふ、ありがとっ。それに、私だけいつまでもうじうじしてダサくいられないでしょ。これからも君と一緒にいられるように、釣り合えるように頑張らなくちゃだし」

「いやいやいやいや!?　それは俺のセリフだろ!?　それに、今で十分完璧なのにこれ以上頑張ってどうするんだよ!?」

「いやいやいや。私のセリフです〜〜。まだまだ、頑張らなくちゃだよ」

　その冗談めいた口調とは裏腹に、三峰の声と眼まな差ざしは真剣そのものだった。

「いくらＡくんが私のことを好きだって言ってくれたって、やっぱり不安になっちゃうから。だから、今よりもっと、一生をかけて振り向かせてみせるよ。この先Ａくんが誰と出会ったって、どんな女の子を助けたって、絶対絶対私を選んで欲しいんだもん。その勇気が欲しいから」

　三峰が、俺の真ま似ねでもするかのようにヘラリと笑う。

「だって、みんなの特別よりも、あと百年間ずーーっと君一人の特別でいる方が難しいでしょ？」
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「イワシ」

「しー、シーグラス」

「するめいか」

「貝」

「いー？　……い？」

　電車を降りた俺達は、だらだらとしりとりをしながら海への道を歩いていた。

　とりあえず電車に飛び乗ったため、目的地はなかったのだが、「初デートで学校サボって海とか超憧れない？」と三峰が目をキラキラさせながら言い出したので、俺達に縁のある、この海にやってきたのである。

　しりとりはもう二週間ほど続いているせいで、いい加減お互い海にまつわるものに関する語彙がなくなり、ペースはどんどん落ちていっているが、まだ決着はついていない。

　三峰が言葉を探している間に、周りの景色を見渡して、その何もかもが先週とは違うことに驚いた。先週は全てが薄暗く見えていたのに、今日は目に入るもの全てが輝いて見えて、片っ端から写真に撮って保存したくなる。

　この景色を、一生忘れたくないと思った。

「ちょっと聞いてる？　次は〝し〟、だよ。あざらし」

「おーー、そっか。し、し、し……？」

　三峰は、ニヤニヤしながら俺を見てきた。どうやら、水族館に行ったときのことを思い出しているようだ。確かに、俺もアザラシにはどことなく親近感がある。

　えーと、あとは何が残ってるんだ。シラスは言った。シーラカンスも言った。シシャモも言った。いや本当に待ってくれ、あとは何があった!?

「もう今日で決着つけたいから、あと一〇秒ね。じゅー、きゅー……」

「いやいやいやいや!?」

　なんだよ、その突然の謎ルール！　自分のときは翌日でも良かったくせに、と思いながら必死に、それはもう必死に〝し〟から始まる言葉を考えて────。

「ぜーろ。はい、Ａくんの負けね！」

「納得がいかない……!!」

　あっさり俺の敗北が決まった。

　三峰が明日も生きてくれるという確信が持てた以上、もうそこまで勝敗にこだわる必要がなくなったとはいえ、負けは負けとして普通に悔しい。

「……そういや、勝った方が負けた方のお願いを一つ聞くんだっけ。何がいいんだ？」

「んーー、えー、悩むな……。あ、それならいい加減Ａくんの名前教えて！」

「そんなことに使うのかよ!?」

「使うよ。これからずっと呼び続けるんだから、意味あるでしょ。私にとっては、少しもそんなことじゃないし。いつまで私に『Ａくん』って呼ばせるつもり？」

　三峰はそう言って、ニヤリと口角を上げた。

　どうやら、俺の最初の発言をずっと根に持っていたらしい。

　俺にとってはなんとなく願掛けの意味もあったので改めて口にするのはかなり恥ずかしいのだが、このタイミングで言わないと余計に意味わかんないことになりそうだ。

　今でさえ、意味もなく顔に熱が集まってきているのに。

「いや、隠してたわけじゃないんだけどさ……。なんとなく、タイミング見失っちゃっただけで」

　俺は覚悟を決めるように、ギュッと手を握って、喉から声を絞り出した。

「……相あい沢ざわ英あきら」

「どの〝あきら〟？」

「……英語の〝英〟で〝あきら〟です」

「ふふっ、噓うそでしょ!?　じゃあほんとに〝えーくん〟じゃん。ふはっ、あははっ!!」

　どうやらお気に召したらしい。

　三峰はそれから散々俺の名前に笑い続け、俺が「英には優れて美しいって意味があるんだぞ」と言い返し──そうこうしているうちに堤防に着いたので、走って駆け寄り、その先の方に腰掛ける。

「わーー！　風、超気持ちいい!!」

　三峰の言う通り、少し涼しい海風がじんわり汗ばんだ身体からだを駆け抜けて心地良い。俺達は風を全身で感じながら、道中で買ってきたサイダーを飲んで、ただただ海を眺めていた。

「ふんふふーん、ふふ」

　三峰は、機嫌良さそうに鼻歌を歌っている。

「……テンション高いのな」

「そりゃあ高いですとも。高校に入ってから今までで、今日が一番楽しかったんだから。私、やっとあの高校入って良かったって思ったもん」

「…………そっか」

　それからはお互い、何も言わずに夕日が海に飲み込まれていく様子を見ていた。三峰が、首からネックレスを外して、通していた指輪を抜き取る。どうやら、指輪をネックレスに通して、ずっと身に付けてくれていたらしい。

　そして、小指に指輪を嵌はめた三峰は、その手をそのまま夕焼けにかかげた。

「君のは？」

「あっ、ごめん。俺の指輪、鞄かばんの中だから学校に置いてきちゃってるんだよな」

「はーー!?　肌身離さず身に付けてよ！」

　三峰がポカリと俺の背中を殴る。怒られるのはごもっともなのだが、鞄と俺は一心同体だったのでまさかこんな日が来るとは思っていなかったのだ。

（いや、諦めるのはまだ早いだろ。ポケットに何か入ってるかもしれないし……！）

　俺は過去の自分に期待して必死にポケットの中を漁あさってみたのだが、出てきたのはゴミと、ポケットに突っ込んだままだった余りの絆ばん創そう膏こうだけだった。自分で自分のことが信じられない。もっと、もっと他に何かあっただろ!!

「これで勘弁してもらえませんでしょーーか!!」

「ダメでしょ。真珠がないじゃん」

　せめてリングだけでも、と絆創膏を薬指に巻いてみたのだが、やっぱりダメらしい。

「……もう、仕方ないな。じゃあ、これでいいよ」

　申し訳なさそうにしている俺を見て、三峰は絆創膏が巻かれた俺の薬指を夕焼け色に輝く太陽にかかげた。

　こちら側から見ると、太陽が大きな宝石のように見える。それはまるで────。

「絶対絶対、死ぬほど幸せにしてみせるから覚悟しててね」

「いやそれ、絶対俺のセリフだろ」

　三峰は、「それは楽しみだなぁ」とクスクス笑ってゆっくり俺の手を握った。永遠なんてないと、とっくに気づいているけど。この記憶だけは永遠だと主張したくて、眩まばゆく光る夕焼けをただ真まっ直すぐに見つめていた。




　今度こそ、夕焼けが大好きになってしまった。







「ふん、ふふん、ふんふふん」

　鼻歌を機嫌良さそうに歌う三峰は、夕焼け色に染まった海の浅瀬を、靴を両手に持って楽しそうに歩いていた。なんでも昔、何かのドラマで見て一度やってみたいと思っていたのを、夕焼けに染まりだした海を見て思い出したらしく、砂浜へ走り出して行ったのだ。

　わざと足を濡ぬらすように片足ずつぴょんぴょんと跳ねている三峰は、遠目から見ても無邪気で楽しそうだが、危なっかしそうでもある。

「三峰ーー！　転ばないようにな!!」

「分かってるーー！　水、超気持ちいいよ！　君も早く来たらいいのに！」

　三峰は晴々しい笑顔でそう言って、パシャパシャと水をはねさせていた。俺としても行きたい気持ちは山々なのだが、今はこうやって、三峰がはしゃいでいるのを遠くから見ていたい気分だったので、大きく息を吸い込んで「あとで行く！」と叫ぶ。

　すると、俺の返答を聞いた三峰は不服そうに頰を膨らませ、俺のところまで海水を飛ばそうとしたのか、足を大きく振り上げて────

「ひゃぁあああ!?」

　そのまま体勢を崩して後ろに倒れていった。

「大丈夫か!?」

　俺が慌てて駆け寄ったところ、三峰は上手うまく尻もちをついたらしく、怪け我がをしたわけではなさそうだったのでホッと胸を撫なで下ろす。

「へーき、へーき。えへへ……やっちゃった」

　三峰はそう言って恥ずかしそうに笑い、顔に飛んだ水滴を拭った。はねた水滴が、真っ白な足や透き通りそうなほど綺き麗れいな髪についてキラキラと輝いている。

　その様子につい見み惚とれていると、三峰はサッと綺麗な手をこちらに伸ばしてきた。体勢のせいで必然的に上目遣いになっているのが、これまたあざとい。

「…………手、貸して」

「へいへい」

　そして、俺はその真っ白な手をすぐに摑つかんで引き上げようと────え？

「えいっ！」

「…………は!?」

　三峰が俺の手を勢いよく引っ張ったせいで、俺の身体は三峰の方へ全力でダイブしていった。咄嗟に手や膝をついたおかげで、何とか三峰に直撃していくことは免まぬがれたが、代わりに手や膝は海水に完全に浸ひたり、制服の大部分がベチョベチョである。

「んふふーー。君も道連れだねぇ」

　俺が恨めしそうな目で三峰を見つめると、当の本人は悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべて嬉うれしそうに笑っていた。しかも、「楽しいでしょ？」とでも言いたげに握りしめた片手を恋人繫つなぎにして幸せそうである。

　うん、なんかもうなんでもいいや。かわいいが過ぎるし。

　せっかく濡れてしまったのだから、この際楽しんだ方が得だろう。

「……っし、お返しだ！」

「ひゃあ!?　やったなーー!?」

　開き直った俺が水を手ですくって三峰の足にかけると、三峰はニヤリと口角を上げて全力で水をかけてきた。

　第一次水かけ戦争の始まりである。







「うへぇ、結構濡れたぁ……」

「俺に至っては完全に三峰のせいだけどな……」

「……すぐ来てくれなかった君のせいだもん」

　その後。高校生とは思えないほど、散々浅瀬ではしゃぎ回った俺達は海から出て、真珠取り出し体験をしたお店の売店で安いタオルを買った。それから二人で制服の裾を絞ったり、堤防を無駄に走ってみたりと試行錯誤を重ねて、ようやく制服が生乾きになってきたので、暗くなる前に帰るかと駅への道を歩み始めた帰り道。

「君とした約束を数えて♪　君のためなら明日も生きられそうだなんて♪」

　三峰が、かすかに聞こえるぐらいの小さな声で歌を歌い始めた。

「……何の歌？」

「私が昔、ずっと聴いてた歌。誰かのためには生きられないなぁ、と思って聴くのやめちゃったんだけど。やっと、またこの歌のこと好きになれた気がする」

「へぇ……そっか」

「ん、まぁ私は私のために生きるけどね！」

　三峰はそう言って、ぴょこんと俺の方を振り返る。

「これからはもっと、自分のために生きられるように頑張る。人の目とか気にしちゃうだろうけど、ちょっとずつ、みんなに呼ばれる名前が自分のものだって心から思えるように、少しずつ変わってみせるの！」

「おっ、いいじゃん」

「でしょ？　まぁ一番は………………あー、やっぱ内緒！」

「え、そこまで言っておいて!?」

　言い逃げだ。しかも絶対確信犯だ。

　三峰は、堤防から降りて走り出す。俺も慌ててその後を追いかけた。

　海の近く特有の少し冷たい、新鮮な空気が胸一杯に入り込んでくる。

　その瞬間、いつもよりももっと近くで、自分は生きているのだと確かに感じられて。

「ふはっ」

　口から空気と一緒に、乾いた笑い声がこぼれ落ちた。死にたいなんて軽く考えて、何の行動も起こさずに非日常を待っていた俺のことが馬鹿らしくて笑えてしまったのだ。

　よく漫画や小説で海に行くから、とりあえず憧れるだけの毎日を送っていたけれど。

　勇気を出して、たまには動き出してみるのもいいかもしれない。







「おはよ」

「おはよー、えーくん」

「本名教えたのにずっと呼び方そのままじゃん」

「ふふー。だって、えーくんって君のこと呼ぶの、私だけでしょ？　なんか特別感あるんだもん」

　三峰はそう言って満足気に笑い、俺の隣にすとんと腰を下ろした。

　今日は、あれから二週間が経たった、夏休みに入る一歩手前の日である。

　八月に近づくにつれて上がってきた気温はさらに熱量を増し、今となっては吹く風すら生なま温ぬるくて暑いぐらいだ。

「まぁ、それならそれでいいんだけどさ」

　海へと二人で逃避行をした次の日から、沢山のことが変わりだした。

　まず、三峰はトレードマークのようになっていた白いヘッドホンを綺麗な夕焼け色のイヤホンに替えた。あの真っ白なヘッドホンはもう捨ててしまったらしい。

　その理由を聞くと、「久しぶりに音楽聞こうと思って。それに、ヘッドホンだったら君と共有出来ないでしょ」とのことだ。

　そう言われると、ヘッドホン姿が世界で一番似合っていたからヘッドホンの方が良かった、だなんて言えるわけがない。少し勿もっ体たいない気もするが、三峰と共有して音楽を聞くことが楽しすぎるので、最近はイヤホンもいいな、と思い始めている。

　次に、俺達の逃避行の、その後の話をしよう。学校に鞄を置いたまま飛び出していった俺達は、なんと怒られることも呼び出されることもなかった。勿もち論ろん、家に電話がかかってくることも。

　次の日、学校でその理由を聞くと、三峰の場合は普段の印象が良すぎるが故に、何か正当な理由があったのだろうと判断され、俺の場合はというと、悪友達がどうせサボりだろうと勝手に早退届を出して鞄を隠してくれたためにどうにか助かったそうだ。

　その扱いの違いに涙が出そうになったが、とりあえず悪友達にファインプレーだと言ってお菓子を奢おごった。最近、出費が多すぎてお財布が本格的にピンチになってきている。

　と、そんなことはどうでもよくて。

　俺も人ひと伝づてに聞いた話なので詳しいことは知らないのだが、三峰は改めて『完璧やめます宣言』をしたらしい。これだけ聞くと、天皇陛下の『人間宣言』みたいで少し面白いな。

　逃避行の翌日。普段、温厚で優しく、優等生と名高い三峰がキレたことはあれが初めてだったらしく、周りの人間が興味本位でことのあらましを聞こうとしたそうだ。

　それに対して、三峰が言い放ったセリフがこれである。

「もう一回ちゃんと言うけど！　私は完璧でもないし、優等生でもないし、努力で取り繕っただけの普通の人だから。あと、彼のことについて何か言ったら今度こそ本気で怒るからね！　脅されてもないし、ただ単に私がえーくんのことをめちゃくちゃ好きなだけで……っいや、うん、まぁそうなんだけど……!!」

　かわいすぎないか、俺の彼女。

　と、この話が広まりに広がったおかげで、三峰は多少息が吸いやすくなったそうだ。

　むしろ、『三峰さんってもっと近寄り難がたいと思ってたけど、普通の女の子みたいで話してみたくなった』と、話しかけられることも多くなったらしいし、今まで押し付けられていた役員の仕事なども手伝ってもらえることが増えたらしい。

　これで、三峰がもっと楽に生きられるような友人が出来たらいいなぁ、と俺は思っていたりするわけだが、この話をすると三峰に殺されかけることが目に見えているので俺は知らないフリをしている。

「そうだ。今日は先輩のたい焼き屋さん寄って帰ろ？」

　そして、最後に。

　何故なぜだか分からないが、三峰がみー先輩に猛烈に懐なつき始めた。今ではすでに、もっちー先輩、はーちゃんと呼び合う仲らしい。

　俺でさえまだ三峰のことをあだ名で呼べていないのに、どうしてそんな速度で仲良くなっているんだ、と羨ましい気持ちがないでもないが、二人がとても幸せそうなので、まぁいいか、とは思う。

　三峰と付き合い始めたって言いに行ったときはまぁ冷やかされたものだけど、お祝いだと言ってたい焼きをご馳ち走そうしてくれたので、まぁ、結局はいい先輩なのだ。

「いいけど、ほぼ週二で行ってないか？」

「いーんですーー。あのとき先輩と約束出来なかったから、その分のお詫わびも込めて。まぁ何よりも、私がもっちー先輩と会いたいからなんだけど！」

「あのとき……？」

「ひみつです」

「はいはい、そうですか」

　仲良くなったきっかけはどうも、いつも『絶対にまた来る』と約束をして店を出ていることにも関係あると思っているのだが、二人のどちらに聞いても『秘密』の一点張りで俺には教えてくれないのだ。これについては何度聞いても教えてくれなかったので、今後もきっと教えてはくれないのだろう。

「じゃあ早速連絡しちゃおーーっと」

　三峰はそう口にして、スマホを操作し始めた。おそらくみー先輩にシフトの確認をしているのだろう。ていうか、いつの間に連絡先まで交換してたんだ。

　三峰さん、俺に連絡をくれるときもそんな笑顔でスマホを見つめてくれてるんですかね、と思わず聞きたくなるが、水族館で撮ったピンキーリングの写真に設定されているアイコンを信じようと思う。ここは彼氏という立場を全力で信じていきたい。

　そして、アイコンがみー先輩とのツーショットとかに変わったら流石さすがに泣こう。なんて、どうでもいい決意をしていると、遠くから電車が風をきる音が聞こえてきたので、三峰の肩をポンと叩たたいた。

「三峰、電車来たぞ」

「ん、ほんとだ」

　俺の言葉を聞いた三峰はスマホを鞄にしまって、俺の手を握ったまま勢いよく立ち上がった。その拍子に、鞄に付いている、やけに膨らんだ定期入れが弾む。

　それから、早くホームに並ぼうと俺の手を引っ張って、ふと思い出したように言葉を続けた。

「あ。そういえば言いたかったことがあったんだった」

「何？」

「えーくんが、『特別』に憧れていると聞きました」

「……みー先輩に聞いたんだろ」

「せいかーい！」

　あの自由人め、三峰に余計なこと言ってくれやがって……!!

　昔は、少し前は。確かに特別というものに憧れていた。

　でも今は────

「俺は多分、三峰から見たら普通ofオブ the・ザ・ yearイヤー優勝って感じだろうけどさ、それでいいんだ。それでも、好きな子一人守りきるぐらいの自信はあるから」

「ふふっ、あははっ！　私、君のことを普通だなんて一回も思ったことないよ」

　三峰は可笑おかしそうに笑ったあと。あの夜、夜のプールで俺に見せてくれたようなとびっきりの笑顔で笑って、花がほころぶように口を開いた。




「君はもうとっくに、私の特別だから」











あとがき












　はじめまして。飴あめ月つきと申します。

　本作は元々短編として書いたものを編集さんにお声がけいただき、長編化させていただいたものなのですが、短編のときに諦めたアイデアを沢山詰め込むことが出来て、書いていてとても楽しかったです。本作はほぼＡくんと三みつ峰みねの話で進んでいきますが、私はこの二人が大好きなのでスラスラと話を書くことが出来ました。

　……キャラデザをいただいたときにみー先輩のイラストが好みすぎて、編集さんに「一番好きかもしれないです」とメールしたことは内緒です。

　私は学校が嫌いで、毎日「休みたい」と思いながら学校に通っていたタイプの学生でした。というか今もそうです。それでも私がちゃんと高校を卒業できたのは、いざとなったら電車に飛び乗ってどこかに行こうとか、早退して海に行こうとか、そんな話を笑って聞いてくれた友達のおかげだと思います。結局「いつかやろう」と言って、出来ないまま卒業してしまいましたが、私はその言葉に相当支えられました。

　やっぱり生きている以上どうしようもなく上手うまくいかない日もあるし、消えちゃいたい日もあると思うんですけど、そんなときに本作を読んで、少しでも「明日も生きてみるか」と思っていただけるような作品になっていたらいいなぁと思います。

　そして最後になりましたが、何も分からなかった私を沢山助けてくださった編集さん、とんでもなく素敵な三峰を描いてくださったＤＳマイル先生、致命的なほどの誤字と二重表現を正してくださった校正の方、展開に迷うたびに電話しても付き合ってくれた友人のＳ、本作の出版に関わってくださった皆様、沢山ある本の中から本作を手に取ってくださった皆様全員に、心から感謝を。本当に本当にありがとうございました。




　────どうか皆様にも、「君のせいで今日も死ねない」と笑いながら怒れるような人が現れますように。





二〇二一年六月　飴月





















君きみのせいで今日きょうも死しねない。
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